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この 資 料は 、 日本 自転 車振 興 会か ら競 輪収 益 の 一 部 で あ る機

械 工 業振 興 資金 の補 助 を 受 け て 昭和49年 度 に実 施 した 「コ ン

ピュ ー タ シス テ ムの 評 価 に 関す る調 査 研 究 」の成 果 を と りま と

め た もの で あ ります 。
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近 年,わ が国 の コ ン ピュー タ利用 は,急 速 に進 展 し・ 設 置台 数 に お い て,世 界第

二 位 に ま で普 及 す る に至 りま した。 この間 コ ン ピュ ≡ タの適 用業 務 も多 面 的 に なる

と共 に,そ の利 用 形態 もオ フ ラ イ ンか らオ ンラ イ ンへ 高 度化 して お り,ネ ッ トワー

ク方 式 を 基 軸 とす る 情 報 処 理 シ ステ ム も逐 次 拾 頭 しっつ あ ります。

t-mずでTこ
,一世 界 各国 にお しYて,)一)」,-ee』ユ ー タネ ッ トワ ー クは,実 験 シス テ ム,商 用

シ ステ ム が 開発 され,ま た わが 国 に お い て も,先 駆 的 な試 みが な され つ つ あ り,今

後 ます ます,そ の開 発.導 入 の テ ン ポは 早 ま っ て ゆ く もの と想 定 され ます 。

リソ ー ス ・シ リア リン グを 目的 と して形 成 され る コ ン ピュータ ・ネ ッ トワ ー ク シス

テ ムが,社 会 に導 入 され る に際 して は,技 術 面 も さる こ となが ら,利 用 面,制 度 面

な どの い くつ か の 問 題 を まず 解 決 す る ことが 要 請 され ます 。

当財 団で は,「 コ ン ピュータ・シ ステ ム評 価 委 員会 」 を 設 け,コ ン ピュータ ・ネ ッ ト

ワー ク形 成 に お け る 問 題 点 の 調 査 研 究 を行 い,本 報 告 書 は,そ の 成 果 を と り ま どめ

た もの で あ ります 。

こ こに,調 査 に ご尽 力 い た だ き ま した委 員 各 位 お よ び専 門委 員 に対 して,深 く感

謝 の 意 を表 し ます。

本報 告 書 が 各 方 面 に利 用 され,わ が 国 の情 報 処 理 の 発 展 に寄 与 す るよ う念 願す る

次 第 で あ ります 。

∫

昭和50年3月

財団法人 日本情報処理開発 セ ンター

副会長 斉 藤 有
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本 報告 書 は3部 にわかれ,第1部 は情報の利 用形態,コ ンピュータ・ネットワー クとの関連 および情

報 システ ム全般 にわた る評価など,大 局 的見地か らの総 論 を述 べ,第2部 は コン ピュータ・ネットワー

クに係わ るやs細 部にわた る問題点の検討結果を まとめてい る。 第3部 は コ ンビュー:タ ・ネ ッ トワー

クに関す る文献調査(INSPEC及 びUSGRAな どの 文献デー タベー スを中心 に した調 査)に も

とついて,コ ンピュータ ・ネッ トワー クの現状お よび今後 の方向についてまとめたものである。 ここ

では コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー クの各国の現状 と動向について触れ ると同時 に,構 成的お よび利用的

視点 か ら肥 えて,い くつかの資料を紹介す る。最後 に今後 のコ ンピュータ ・ネ ッ トワー ク調査検討 の

ために参考 文献の リス トを挙 げる。
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1.は じ め に

コンピュータ ・システムの発展に と もない情報処理 あるいは情 報 コ ミュニ'ケー シ ョンのための装

置 として の コンピュー タの利用 形態や利用環境 も変化を とげてい る。 初期 の時代 にお けるコ ンピュ

ー タの単体 的利用形態 か らTSS的 利 用 の時代を経て
,現 在 はコ ンピュー タ ・ネ ッ トワー クによる

利用形態の時代 に入 ろ うと してい る。

この資料は コンピュータ ・システム評 価委員会 におけ るコ ンピュータ ・ネ ッ トワー クに関す る調

査報告の参 考資料と して,コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー クをい くつかの側面か ら肥え た論 文の紹介を

中心に解説 したものである。

■

ル

(∨

2.解 説 的 序 論

コンピュー タ ・ネ ッ トワー クは何台 かの コ ンピュー タ ・システムを コ ミュニ ケー ションライ ンを

通 して結合す ることによ り,ネ ッ トワー クに結合 されてい るいろいろな種類の 資源 を共 用する こと

を 目指 した システムで ある。 この資 源の共用には つぎの3つ の形態 がある。第1は ネ ッ トワー ク内

の コ ンピュータ ・システムが所有 しているハー ドウエア的処理能力,す なわち中央 演算処 理装置,

記憶 装置 あ●るい は各種周辺装置 の能 力や機能 を共 用す る もので,ロ ー ド・シェア リングとよばれ る

共用形態 である。 ロー ド・シェ ア リングによ ってネ ッ トワーク全体の ロ・一ドを平均 化 した り,ネ ッ

トワークを通 して特殊 な装置を利用す ることが可能 とな る。第2は ソフ トウエアを 共用す ることに

'
よ り,問 題の解決にあ たって最適 な技法を適用す るための共用形態であ り,ソ フ トウエア ・シェア

リングとよば れてい る。 第3は 情 報 コ ミュニケー シ ョンの一環 として ネッ トワー クを利用す るもの

であり,い い換えれ ばネ ッ トワーク内に蓄え られた各種 データを共用する ことによ って必要 なデー

タを適宜利用 しなが ら問題 の解決 に あたったり情報 コミュニ ケー シ ョンをお こな った りす る利用形

態で ある 。この共用形態 はデ ータ ・シェア リングとよばれている 。

一方 コ ンピュー タ ・ネッ トワー クを考慮す るに.あた っては大別 して2つ の側 面が あろ う。 ひ と、つ

は コンピュー タ ・ネ ッ トワークの構 成的側面であ り,ひ とつは その利用的側面である。 コ ンピュー

タ ・ネ ッ トワーク.の構成的側 面は,コ ンピュータ ・ネ ットワークを構成す るに あた って要素 とな る

コンピュー タの種類や ・コ ミュニケ ーシ ョン ・ライ ンを通 してコ ンピュー タを結合す る技法 とい う

立場か らコ ンピュータ ・ネ ッ トワー クを把え る側面である。 この構成的側 面か らネッ トウー クを肥

えた ときの第一 点はネ ッ トワー クを構成 してい る要 素と してのコ ンピュー タの種類であ る。 すなわ

ち互換性のあ る同機種 コンピュー タだ けを構成要 素とするような同機種型 コ ンピュータ ・ネ ッ トワ

ークと
、互換性の ない異機種 コン ピュータを結合す るような異機種型 コ ンピュータ ・ネ ッ トワーク

とがある 。構造的側面の第2点 はネ ッ トワークの要素 としての コ ン ピ ュ ー タを結 合す る形 態 で

ある。 この結合形態に はつ ぎの4通 りが ある。第1は ネ ッ トワークの中央 に制御 コンピュータを も

ち,ネ ッ トワーク全体 を制御 した り情報(メ ッセージ)の 流 れを管理す るような形態 をと る集中型

(ス ター型)コ ンピュータ ・ネ ッ トワークであ る。第2は い くつか の集中 型サブ ネ ッ トワ・一一・クを結

一1一



合す ることによってネ ットワークを構成 する形態で ある。す なわ ち集 中型 サブネ ッ トワー クの中央

制御 コンピ ュー タを互 に結合す る方式で階層型(複 合 スター型)コ ンピュータ ・ネ ッ トワー クとよ

ばれてい る。第3は ネ ッ トワ ークを構成 してい る個々の コンピュー タ ・システムを独 立 した システ

ム(ホ ス ト・コ ンピュータ)と して把 え,そ の コンピュー タを個 々に分散 した形 で結合す る形態で

r分散 型コン ピュ三 夕 ・ネ ・ソトワー クとよばれている。第4は コン ピュータを リング状 に結合 した も

.ので リング型コ ンピュータ ・ネ ッ トワークとよばれ る形態 であ る。

このよ うに コンピュータ ・ネ幽ッ トワー クの構成 的側面 にお ける2つ の観点,す なわ ちネ ッ トワー

クを構成 す るコンピュータの機 種 と結合 の形態を組み合 せ た姿 と してコ ンピュータ ・ネ ッ トワーク

が構成 され る。 たとえば同機 種集中型 ネ ッ トワークや異機種分散 型ネ ッ トワー クとかの構成 的形態

が実現 され る ことに なる。構成的側 面においては これ らの形態 をふまえた うえで の結合技法が問題

となる。 たとえ ば コンピュ三 夕を物理的に結びつけるための技 法,コ ンピュータ間での情報(メ ッ

セー ジ)の 交換 をお こな うため の技法,あ るいはネ ッ トワー クを制御管理 するための技法 などがあ

る。

一 方 コ ンピュー タ ・ネ ッ トワークを利用的側面か ら肥 え る立場 があ る。すなわ ちネ ッ ト7ー クが

利用 される組織や適 用業務か らコ ンピュータ ・ネ ットワー クを肥え る立場 であ る。 実際 コンピュー

タは初期に時代 におけ る単体 的利用形態 か らTSSに よ る利 用 の時代 にな り,現 在 は コンピュータ

・ネ ットワー クとい う和 習形態の時代 になろ うと してい る。 この ように コンピュー タの利用形態の

'

発 展とと もにコ ンピュータに対す る利 用者 の要求や適用業務 も変化拡 大して きてい る。 この発展の
も

流 れ の中で の大 きな特徴 と して閉 じた組織体 における情報処理か ら開かれた組織体 におけ る情報処

'理
へ の変 化があろ う。す なわち前に も述べたよ うにコ ンピュータに付随 した種 々の資源 層(処理機能,

周 辺装 置,ソ フ トウエアおよび デー タ)が ネ ットワークとい う形で有機的 に結合 され,有 機的情報

処理あるいは情報 コミュニケー ションの装置 と して各種の資源を共用す ることに コンピュータ ・ネ

ッ トワー クの大き な特 徴があ る。 この資源の有機的結合体 と しての ネッ トワー クは その利用形態や

適用業務に よって,'ネ ッ トワークの有す る機能に対する要求 も異な って こよ う。たとえば情報流通

システ ムと しての 図書館 ネ,ッ トワー クにおい ては文献情 報を蓄積す るた めの データバ ンク的機能 と

不特定多数 の利用 者が必 要な情報 を適 宜引き出せ るよ うに して お く検索 あるいは索引機能 が必要 と

なる。また航空業務に おけ るネ ッ トワLク では,座 席 予約 システム,貨 物管理 システ ムおよびフラ

イ ト運航管理 システムの機 能が必要で ある。 これ らの システムでは迅速 なメ ッセー ジの処理だけで

な くネ ッ トワークの拡 張性が重 要な要素 とな る。 航空業務 におけ るネ ッ トワー クが十分 な機能を果

たす ため には各国 や地域 の航空業務 に関す る情報が世界 的規模 で結 合され交換 され ることが望 ま し

い。 さらには ホテムの予約 シ ステムなどほかの 関連ネ ッ トワー クと結合され てい く傾 向にある・ し

たが って航 空業務 に限 らずネ ・ソトワー クの拡 張性が要求 され るよ う'な適用業務 は多い。 また総合的

医療 システ ムを 目指す医療 ネ ッ トワー クが考え られてい る。医療 ネッ トワー クでは専門医師による

現場の医師へ の教育 あるいは治療のため の助言,救 急 患者の処置の ための情報交換,医 療資源の有

機的結合 と配分,カ ルテの蓄積 と検索 などの機能が必要 と なろう。 このためにはデータバ ンク的機

一2一
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能のほかに アナ ログ情報を も含んだよ うな情報 コミュニケー ションの機能が要求 され る。 さらには

教育研究機関におけ る資源の共用のための教育研究ネ ッ トワー クが ある。 このネ ・ソトワー クはい く

つかの教 育研究機関 コ ンピュータを結合 することによ って コ ンピュータ ・ネ ッ トワー クを構成 し ,

コ ンピュー タの処理能 力 ,ソ フ トウエア,研 究用デ ータな どの資源を共 用するとい う面から有機 的

な教育研究 のための組織体 を構成 してい る。

これ まで はコ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クをその構成 的側面 と利用的側 面とか ら抱 えてき たが
,言

うまで もな くこの2つ の側面は相互 に密接 な関連をも ってい る。す なわ ち利用的側 面あるいは コ ン

ピュータ ・ネ ッ トワー クの適用業務 にお けるいろい ろな必要 機能 を充たすため にはネ ッ トワー クの

構成的側面か らの考慮 が必要不可欠とな る。

3.論 文 の 紹 介

ここでは前章で述べ たような コ ンピュータ ・ネ ッ トワークのい くつかの側面 をふ まえた うえで

6つ の分 野についての資料を紹 介す る。

ほ)コ ミュニケ ーシ ョ ン情況 論

コ ンピュータ ・ネ ッ トワー クの利用的側面 と して情 報流通 システ ムある℃は情 報 コ ミ
ュニケ

ー シ ・ン'シ ステムと して の織 がある
・そ こで ・ミユニケー シ・ンを ある雛 本 質に さかの

ぼ って考察す ることには意義が あろ う。 ここでは コ ミュニケー ションすなわ ち情報 の交換がど

のよ うな要素 と形態 をと って おこなわれ るか ,あ るい は効果 的なコ ミュニケ ー ションをお こな

う た め に は ど の よ うな 点 を 考 慮 す る 必 要 が あ る か と い う 観 点 か らつ ぎ の 文 献 を 紹 介 す る。

Richard.M.Davis .ttTheCommunicationSituation-.AMqdelandDiscu-

sstOn':IEEETransactionsorProfessionalCommunicaticm
,『Vo1.PC-17,Na1,

March1974.

∠A

(2)コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ トワ ー ク の 分 析

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク を 構 成 的 側 面 か ら肥 え る と
,そ の 構 成 要 素 と 結 合 方 式 に と も な

う諸 機 能 が 問 題 と な る。 そ こ で コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク を 設 計 し た り評 価 し た りす る に あ

た っ て の い ぐ っ か の ポ イ ン トを 理 解 して お く必 要 が あ る。 す な わ ち ネ ・ソ トワ ー ク を 構 成 す る に

あ た っ て の 必 要 な 機 能 を 考 察 す る 立 場 か ら コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク を 分 析 的 に 把 え る 方 法

で あ る 。 こ の よ う な 観 点 か ら つ ぎ の 文 献 を 紹 介 す る。

WilliamS.GlikbargandHellmutGolde ,1'AnatomyofComputerNetw-

orks"

Proc.SeventhHawaiiInternationalConferenceonSystemScience1974
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(3)コ ン ビ ュ ー.タ ・ネ ッ トワ ー ク の 適 用 業 務

2章 で の コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ トワ ー ク を 利 用 的 側 面 か ら抱 え た と き,そ の 適 用 業 務 に は 図 書 館

ネ ッ トワ ー ク(情 報 流 通 ネ ッ トワ ー ク),航 空 業 務 ネ ッ トワ ー ク,医 療 ネ ッ ト ワ ー ク あ るい は 教

育 研 究 用 ネ ッ トワ ー ク な ど が あ っ た 。 こ れ ら コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 環 境 に よ っ て,

利 用 的 側 面 か らみ た ネ ッ ト.ワ ー ク の 処 理 機 能 は 異 な っ て く る。 こ こで は 例 と し て 医 療 ネ ッ トワ ー

ク と 教 育 研 究 用 ネ ッ トワ ー ク の 必 要 な 機 能 に 関 し て の 調 査 文 献 を と り あ げ る。 紹 介 す る 文 献 は つ

ぎ の2つ で あ る 。,

MartinGreenberger,"FacilitationNetworksforEducationalComput-

ing",Proc・Sp.venthHawaiiInternationalConferenceonSystemScience

1974.

Si1・erst・i・ ・M・E∵Th・Wi・ ・dM・di・alC・mmunity;A・
.Emergi・gRea1-,

itゾ,Proc・InternationalConfereneonComputerCo㎜unication1974. 、

θ

(4}デ ー タ ベ ー ス を と も な う コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

情 報 流 通 の た め の 装 置 と し て コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク を 肥 え る と,デ ー タ バ ン ク的 機 能

と して デ ー タ ベ ー ス が ネ ッ トワ ー ク に 組 み 込 ま れ る こ と は 当 然 考 慮 さ れ な け れ ば な ら な い 。 ネ ッ

トワ ー ク を 介 して デ ー タ ベ ー ス と 情 報 を 交 換 す る に 際 し て は,人 間/機 械 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と

機 械/機 械 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と の2つ の 形 態 が あ る。 こ こ で は コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク を

'
ふ ま え た うえ で の デ ー タ ベ ー ス と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンに あ た っ て の 必 要 条 件 を 分 析 す る と い う

・立 場 か らつ ぎ の 文 献 を 紹 介 す る 。

Merten,H.Siemens,・CommunicationwithDataBases",

Proc.InternatinalConferenceonConputerCommunication1974、

〔5)ネ ッ トワー クの管理 と運用

コンピュー タ ・ネ ットワー クはそ の構 成的側面 や利用的側面か ら肥え ることもで きるが,現 に

稼 動 して いるネ ッ トワー クの管 理 と運用 の問題 も見落 とす ことのできない点で ある。 と くに コン

ピュータ ・ネ ッ トワー クはその性 質 上地域的な広が りを もつだけでな く,複 数の組織体が ネ ッ ト

ワー クを通 して結合 され ているのが普通であ る。 した がってネ ッ トワー クの管理 と運用 にあた っ

ては,従 来の コンピュータの利用環 境 とは趣 きを異に した管理 と運用が 要求 され る。 そ こで現在

すでに稼 動 しているい くつかの コ ンピュータ ・ネ ッ トワー ク炉 どのよ うな形で管理運営 され てい

る か と い う 見 地 か ら つ ぎ の 文 献 を 紹 介 す る 。

Iraw.Cotton,'NetworkManagementSurvey",

P…,S・venthH・w・iiI・ternati・nalC・nf・ ・ence・nSy・t・mS・i・n・e・1994

.司
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傷

・

{引 コ ンピュータ ・ネ ットワーク の今後 ・.・.

コ ンピュー タ ・システ ムの発展 とくにネ ッ トワー ク的形態 を とるにい たって 、'そ.の利用環境 も

大きな変 革を とげてい る。 いい換えれば,情 報 システ ムが組織 をより有機的な形 で拡 大結合 し,

それ とと もに
.・・テ ムが 適用婿 ごとに高度化 してい る・とになる・ そζで ネ ・シト・プ 機 能

針 分に活用した離 鯖 搬 スデ朝 姿を考察することは冷 後コだ ・・ タ'ネ ・トワーク

を設計するにあた・て硫 蜘 識ζなろう・ここで{まいくつかの具体的㌣ ステムをもとに・い

わばネ ッ トワーク的高度情報・システムの姿を肥 え るという観点か らつ ぎの文献を紹介す る。

PhillipsH,"AdvancedInformationSYst-gMsinaNet .wOrkEnviron-vパ
ment,..∵

C・m・ ・tern・ ・w・ ・k・.1・ …q・hS…e
,・ith・ 、a・tRg・ …6,1971'二 ・ ・

BoalmanyR.Shell,"TheFutureofComputerCommunica .tionrAfac .ilit.y、.'、

f・rF・w・raC・tilityf・rMany?",1ρ ρC∵ ∵ パ

Proc.InternationalConferenceonCompute .rCommunication,1974.・

《⑨・.

'{
.
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3.1.コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ン 情 況 論

リチ ャー ド ・M・'デ イ ビ ス

要 旨 一 書 面に よる コ ミュニケ ー シ ョンが作成 されるあ らゆ る情況 の下 では,8つ の 可変的要素 と

3つ のプロセ スが存在す る。 可変的 要素 とは,機 会 ,執 筆者,主 題,目 的,サ ポー ト設備,時 間 、コ

ミュニケー シ ョンそれ 自体,お よ び受取 り手で あり,プ ロセスとは ,作 成,伝 達および コ ミュニケー

シ ョンの検 討 ・利 用で ある。 コ ミュニケー シ ョンが成功を収 めるかど うかは ,執 筆者が どれ だけ効果

的 にその情況を評価 し,そ の情況下 で 自分の 目的を達成す るのに適 した コ ミュニケー ションを どれだ

け効果的に作成す るか どうか によって大 きく支配 され る。 執筆者の制御能力を越えた(そ して執筆者

が予想す ることさえできない)偶 発的事態 とい うものが存在 し,こ れが コ ミュニケー ションの成 功可

能性 に影響を 及ぼすか も知れ ない。

は じめ に

科学技術文書作成の教育 コー ス,商 業通信 文コー ス,そ の他 あ らゆる文書 コ ミ三ニケー ションの教

育 コースで も,教 え る側の人 々の背景,経 験,関 心の度合い,能 力が撞 く一般 的なテーマについて さ

え甚だ しく異な っている以上,「 正 しい」 とか 「その方が望 ましい」 とかの名 目で彼等の推薦す る実

践方法 もまた千差万別と言 ってよい。 コー スの対象範囲と基 準は,そ の使 用テ クス トと密接な関連を

保 っているこ とが多いが,問 題は,そ の範囲 と基準 自体 に大きな幅 のあることで,た とえば,あ る教

育 コースでは極めてす ぐれたテ クス トと見 られ るものでも,他 の コー スで は,た とえその使 用目的が

本質的には同一であって も,誠 に無残 な失敗 に終 る場合が少 な くない。

書面によ るコミュニケー ショ ンについ て言えば,年 間20篇 を 下 らない論 文が コ ミュニケーシ ョン専

門誌 その他で発表 されてい るし,コ ミュニケ ー シ ョン学会 の地域 集会,全 国 大会で も数百の論文が提

出されている。 但 しその多 くは特定 の情 況下にお ける特定 種類 の コ ミュニケー シ ョンに的が絞 られ,

従 ってその導 く結論 と推薦する実践方法 は,時 に鋭い変化を見せ る。

現在行 なわれているよ うな研究方 法では,し か もその数は恥ずか しいほど少 ないが,あ る研 究の成

果 は他の研 究の成果 と一 見矛盾 してお り,本 質的 には同一の一般分野 を対象 と しているに もかか わ ら

ず,相 互の研究 を比較す る有効 な基盤 を欠いて いるケースが多い。

書面 コ ミュニケー ションについて これほど千差万別の一 見相互に矛盾する情報が存在する理 由は数

多 くあるが,そ の中で も真実基本的 な理 由の一 つと して,コ ミュニケー シ ョンが発生 し利用 される情

況 か ら何 とな く問題 を切 り離 して,コ ミュニ ケーシ ョンそれ 自体を独 立 した存在 として討議の対象 に

しよ うとす る傾向を指摘 したい。特 定の実際手段が効果を発揮す るの はどうい う条件 の下で あるか,

同 じ手段で も条件が変わ ればど うい う修 正を施 こさねば ならないか,こ うい う条件 ない し修fEの 具体

的定義にっい ては,ほ とん ど無視 され ているケー スが多い。 その結果,極 めて特殊 な一連 の環境 の下

で しか起こり得 ない事態 が極 く一般的 な情況論 と して提示 され ることになる。

あ らゆ る コ ミュニケー ションは,特 定 の情況の必要に応 じて作成 され るものであ る。 これはわれわ

れの誰 しもが認め ると ころであ るが,書 面コ ミュニケー シ ョンが作成 される情 況のモデル,わ れわれ
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`

が討論の基礎 をそ こに置き,そ れ を基に比較を行 なお うとするモデルにっいて言 えば,公 認のモデル

が成 立 してい るとは言い難いよ うで ある。 私はこの論稿 の中 で,コ ミュニ ケーシ ョン情況 の仮定的モ

デル(図1)を 提 出 し,そ の可変要素 とプ ロセスについて簡単 に論 じ,私 の論点 を支持す るために必

要 な若干の定義付 けを行 ないたいと思 う。 この論稿 に刺戟 されて コ ミュニ ケー ション情 況に関す る一

般論,特 殊 論を拡 大,修 正す ることによ って学生,教 師,さ らに一般のコ ミュニケー シ ョン実施者 の

お役 に立つ ことになれば幸いであ る。

コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン

執

筆

者

主 題1時 間
受
'取

り

手

〃 %

伝 達菱w
'

作 成

z

検 討,

利 用z 目 的]サ ポー・

図1コ ミュニケ ーシ ョン情況 モデル

矩形 は可変的要素を,円 形 はプ ロセスを表わす 。

、息.

このモデル の限定条件は次の通 りである。

1)こ れ は あ くまで も書面 コミュニケー ションの発生情 況だけに限って適用 され るモデルである。

コ ミュニケー シ ョン情 況が変われ ば ,あ る種 の可変要 素の 内容 はほとんど同一 であ ると して も,プ ロ

セ スには若 干 の変 化を生 じる。従 って以下 の行 文における 「コミゴニケー シ ョン」 とは,書 面 コ ミュ

ニケー ショ ン」 の意 であると解釈 して頂 きたい
。'

2)媒 体 は,英 語 の文章で ある。 コ ミュニケー シ ョンの内容を ある国語か ら他 の国語に翻訳す る作
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業は大量の考 慮事項を生み出す ことになり,そ のすべ てを カバ ーす ることは到底 この小論 のよ くす る

ところではない。

3)こ こ で取 上げ る コミュニケー シ ョンは比較的単純 なコ ミュニケーシ ョンであ って,た とえば,

メモ,出 来高 報告書,仕 入発注書のよ うに,そ の記述,作 成,伝 達 が一般的 に言 って執筆者 の意のま

まになる性質 のものである。つ まり発注す る情 況 は単一 の 出来事に 由来 し,単 一 の コ ミュニケ ーシ ョ

ンが作成 され る。年 間予算,技 術 マニ ュアル,プ ロジェク ト見積書の場合は これ と違 って情況 はさら

に複合的であ り,多 数の人間が記述 し,編 集 し,承 認 し,あ るい はその コ ミュニ ケー ションの発生 に

参'旧し,数 十 ない し数百の個 々の書 面 コ ミュニケー ション(す なわち個個の事件)・がその作成の過程

に含 まれる 可能性を持 ってい る。 以後の行文では,時 に応 じて複合 的情況に触れ ること もあ るが、取

りあえずわれわれの モデルは専 ら単純 な情況のみをその対象 とす る。

4)執 筆i者が,自 分の発信 しよ うとす る情報を発 見 し評 価するために行 なうよ うな研 究調査 に対 し

ては,一 切 考慮 を払 わない。 執筆者は情報を確実 に所有 して おり,従 って彼 の仕事はその情 報を効果

的 に コ ミュニ ケー シ ョンする ことで ある,と い うのがわれ われの想定であ る。情 況によっては,あ る

いは最 初か ら彼が一 切の必要 な情報 を所有 して い ることもあ り得 る し,あ るいは また必 要情報 を入手

す るための研 究調査 に,コ ミュニケー シ ョンの実際作成時 間よ り百倍 も長い時間を費す こと もあり得

よ う』(コ ミュ,ニケー シ ョンとは,要 す るにそれを上廻る大 きなプ ロジェク トの最終結果を示すもの

に過 ぎない),わ れ われ の関心 は,あ くまで もコ ミュニケ ーションの発生,伝 達および その利用の面

だ けに限定 され る。

このモデル の中で議 論 され る可変要 素とプロセスは,い かなるコ ミュニケー シ ョン情況の下で も見

受 け られ る存在 であ る。発隼 させよ うとす るメ ッセージの内容 と形式 について 執筆者 がほとんど,あ

るいは全然 発言権を持 ってい ない 場合 もあ るだろ うし,僅 かばか りの発言 権を持 ってい る場 合もあろ

う。 それに 自分 の創造 する情況 も,コ.ミ ュニケー シ ョンそれ 自体 もまるで執筆 者の気 に入 らない場 合

もあるだろ う。 しか し、その条件 は㊤かに変化 して も,い か なる情況の下で も可変要素 とプ ロセスの

内容 は常 に同一 であ り,つ まり発生す るコ ミュニケ ーシ ョンが どれだ け成功を収め るか どうかの度合

い は,執 筆 者 が当面 の情況 の要請に応 じて(出 来 る限 り)ど れだ け可変要素の内容 を 正確 に評価 した

か,そ の評価 に基い てどれだ けiE確 に コミュニ ケー シ ョンとそのプロセスを調整 したか,こ の点 に左

右 されるとこ ろが大 きいであろ う。

慣 行 と 期 待

可変要素と プロセスについて論議 す る前に,先 ず これ か ら述べ る 「慣行」 と 「期待jの 定義を述べ

てお く必要が ある。慣行とは,あ る事柄が普通 に行 なわれ る方法の こ、とであ り,期 待 とは ・ある事柄

が ある情況の 下で行なわれ るべ き,あ るいは行 なわれ るであろ う状態 について個 々の 人間が 抱 く期待

の 方法であ る。 慣行 には一般的 なも の.(誰 も がそ うす る)と,局 地的な もの(特 定の グループがそう

す る)と があ る。1特定 の組織 の中 である個 人が特定 の コ ミュニケー ションを行なお うとす る場合には

局地 的慣行 は さらに個人 的なものとなる(あ る 一人の人間がそ うす る)。 しか し期待の場合は'常 に

特定 の個人に関す る範囲内に留 まるだけであ る。
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」 般 的 慣 行

あ らゆる言 語とその使 用法は,任 意の常套語 句セ ッ トの中の任 意の常套語句 セ ッ トで構成 され,そ

れが またさ らに他 の任意の常套語句 セ ッ トに包 摂 され…… という風に続いて行 くが,こ の方式は あ ら

ゆる言語の文語 に も国語 にも適用 される。書面 コミュニケー ションの場合,文 法,シ ンタックス,ス

ペ リングの多 くは,単 語 その もの,あ るいは単語 の意味と同 じよ うに一般 的慣行 になってい る(但 し

各種 レベルの慣用 法を除 く)。 、

さらに特 定の情 況の下 では,多 くの慣 行が,結 果 と して一般的 な性格を帯びて 来 よう。'たとえば同

じ手紙 に対す る返事でも,相 手が取 引上 での知 り合い,昔 か らの飲み 友達,ガ ー ルフ レン ド,子 供,

あ るいは合衆 国大統領 であれば,文 体,調 子,表 現法,使 用する ゴ トバそのものが当然変 って来 るだ

ろ う6親 戚 に手書 きの手紙 を出す'こと はあ って も,大 会社 の社長が株主に手続 きの手紙 を送 ることは

あるまい。 最高裁の判決文とデパー トの広告文,あ るいは航空機のメ ンテナン ス ・マ ニュアルで は,,

そ の 文体 も当然変 って来 よ う。 、 一 ㌧.'∵"

教 科書の印刷と新聞の印刷 では デその品質に違い のあるのが普通 である。つま り,何 が 「正 しい」

か とい う標準は情況によ って変化す る もので あり,'要 す るにそのほとん どは,特 定の コミュニケ ーショ

ン情況下 にお ける慣行のサブセ ッ トを反 映する もの に外 な らない。`

局 地 的 慣 行

特定 の情況下 に発生す るコミュニケー ションに対 しては一般的慣行がほとん ど あらゆる場合適 用 さ

れるが,そ れ以外 にも,特 定 のグル ー プの内部だ けで通 用す る無数の局地 的 な慣行 が存在す る。 たと

えば,あ る会社では一 切のプログ レス ・レポ ー トがすべて所定 の記載順序 に則 って作成 され るため,

レポー トの関係者 全員がその順序を熟知 す るよ うに なり,ど こを見ればどの情 報を得 られるかは全員

共通 の知識 に なっている。 ところが全 く同 じ職種 に属する会社 でも,た とえ ば同 じ道路 の反 対側 にあ

る会社 でも,こ れ とは全 く異なる書式 ない しは記載順序 を要求 してい るケ ースが決 して稀ではない。

ある雑誌で は,す べての参 考文献 が特 定の書式通 りに記述 されることを要求するだ ろう し,雑 誌が違

えばまた別の書式を要求 す るかも知 れない。 あ る専門家 グループは メー トル法 を採 用 し,他 のグルー

プは採 用 しないかも知れない。 ある実験室 の実験 レポLト は,序 文,'本 文,駿 文 と形通 りに揃え,公

式通 りの余 白を両側に残 して タイプ打 ち し、それ をオ フセッ ト印刷 に掛け,し か も相 当高価 な表紙を

付 けた製本を して,い わば完全 な技 術 レポー トの体裁を整 えるか も知れない し,別 の実験室 では,簡

単 な概要 メモを付 けた,ス ペー スぎ りぎ りまで情報を タイ プ打 ちした書式の レポニ トを作 るか も知れ

ない。 あ る企 業の社 内 コミュニケー シ ョンは,文 字通 りすべて手書 きのメモであ り(タ イプ打 ちすれ

ば それだけ情報の伝達が遅れる し,タ イプに打 ったところで,せ いぜい加わ るもの はタイプ代 だけで

ある),ま た 他の企業 では,一 切の社 名メモをタイプに打つ(わ れ われは 、れ っきと した企業で あり,

今 夜 にでも夜逃げす るよ うなモー ロー会 社とは訳が違 う)。 局地的な慣行の関係者 に関する限 り,慣

行 とは 「ある事を 正し く行な う方法」 であ る。 つまり,そ れが慣行 であ るが故 に正 しいのであって,

慣 行の本質は ここに ある。 これが慣行 の本質 である,あ る事を 行 なう普通の方法,こ うとしか言い

ようがない。
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期 待

'われ われ の 日常生活の 多 くの場合
,あ る事柄 がある特定 の方法で行なわれ,し か もそれが唯一の方

法 として多 くの 回数(10回,100回,1000回)繰 返 され るのを 目撃す ると,今 後 もその方法 で続け ら

れる ことを期待す るよ うになる。 われわれ にとって これ が慣行 となり∴ 「正 しい 」や り方 に な る,

そ・れを期待す るよ うな条件反応が経験 によ って引き起こ され るのであ る(食 卓をセ ッ トするとき,フ ォ

ークは皿の左側 に
,ナ イ フとスプー ンは 右 側 に置 く,こ れ が正 しい や り方に なる)。 この ような慣

行 はその元 を尋 ねる と,何 等 かの実際的 な考慮 に基い て発生 したのか も知れ ない し(バ イキ ングの訪

問客といざ こざが起 こったとき直 ぐ手 に取れるよ うに,あ る王様が食 卓のナイフを右手に近い ところ

に置かせた),あ る いは ほとん ど偶然の理由でそ うなったのかも知れ ない(給 仕 の女が床か ら拾い上

げ,埃 を拭 いた後で たまたまそ うい う位 置 に並 べ た,と こ ろが家来 たちは皆 これが 王の意志であ る

と考え,以 後 そうい う風 に並べ るようになった)。 しか し原因はともな く,わ れわ れは この慣行に従

う し,他 の人に もそれを期待す る。慣行 が破 られ るのを見た ときは不安な心理状態 に陥 り,そ れに対

して反 発 しよ う。 明 らか に事態の進行 が適 切を欠いてい るか らで ある。

・た とえば
,あ なた と私 が旅客機 に乗 って離陸を待 ってい るとす る。 そ こへ髪の毛を長 く編 み,耳 に

金の リングを付 け,イ カ レた服 を着 て,首 にはLovebeadsの 首 飾 りを4本 も垂 らした男が現れ

通路を威勢 よ く歩いてパ イ ロッ ト室 へ入 り,そ こで"Coolitcats,it/sSplittsville"と 機 内放

送 した とす る。 恐 らく私 の期待は無惨 に破れ よう 一 これは明 らかに人々の期待す る民 間パ イロッ ト

の外観(少 くとも勤務 中の外 観)で は ない し,そ の言葉 使い でもない。も ちろ んあなたが彼 の態度に

どれだ けの寛容を 示 し,理 解 力を示 そ うとす るかはあなた の 自由であ るが,私 な らさっさと飛行機を

『降 り
て他の航空会社 の便 を探 す ことを考え ることは間違い ない。

効 果

この ことは,コ ミュニケー シ ョン情 況,あ るいは もちろん他 の情 況 の下で も,わ れ われの承認 また

は否認を決 定す る要 素は慣行 と期待,こ の二つだ けで ある とい う意味 ではない。本稿 の 目的は,あ る

情況の下 で コ ミュニ ケー シ・ヨンの効果 に影響 を及ぼすよ うな多数 の 可変的要 素を識 別することであ る。

しか し,あ る環境 の下 でわ れわれ が馴れ親 んでい るのは,た とえば左側のマー ジ ンが一線 に揃ってい

ることであ り,き れ いなタイプ ・コ ピーであ り,特 定の 文体 であり書 面の構成 である。 期待通 りに出

来 上ってい るときは,別 に意識 的な注 目を払わないか も知れ ない が,そ うで ない ときは直 ぐそれ に気

付 き,そ れが気 になって仕 方がない。(経 験 に・よって築 き上 げ られ た)期 待を持 ってい るのに,そ の

期待が 破られた ので あ る。 多 くの場 合,よ ぐ見れば なるほ ど必要 な情 報はすべ て揃ってお り,明 瞭 に

提示 されてい る ことが分るが,そ れで もこの違和感 は消えない。 その提示方法が適 切でないか らであ

る。一 枚だ'けの手紙 のペー ジに 日付が一 番上でな く一 番下 に打 って あれば,そ れは間違 ってい る。 こ

れまで何 千通 とい う手紙を見たが,み な日付は一番上に打 ってあ った,だ か らこの手紙 は明 らか に間

違 って いる。 な るほど情報は確かに存在す る,し か し正 しい位 置に 置かれ ていない,だ か らわれわれ

の期待 は破 られ たの で ある。 ある種の 王の布告文 には確 かに 日付を一番下に置いたもの もある。 しか

し手紙 とい うものはみ な 日付 を一番 上に書 くものであ り,(こ れ を書いた間抜な男以外は)誰 で もそ
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の ことを知 っている筈 だ。私 自身この研究の中で,ζ のよ うな効果の識別と測定を試 みたが,確 か に

それが存在す ることは直 ぐ判明 した。 期待の裏切 りが コ ミュニケー ションの効果を削 減する ことは 七

分 可能 である。

書面 コ ミュニケー シ ョ ンの場合,多 くの点で局地 的慣 行が大い に異なる以上,コ ミュニケー ション

の形式,内 容 または伝達 の面 で何か につけて受 取 り手の期待 は破 られ 易 く _こ れが また執筆者の泣

きどころにな って来 る。 たとえ双 方が全般的な コ ミュニケー ショ ン情況 に対 して同一 の 見解 を持 って

いた と して も(こ れ 自体 不可能 に近 いが) ,執 筆 者にとって正 しい と思 うことでも受 取 り手には正 し

くない ことがよ くある。彼等は異 なる経験の持 ち主であ り,異 な る局地的慣行に馴 れてお り ,仕 事の

処理法につい て も異 なる考えを持 っていよ う。時 と してこの差異 が前似て 予測で きない場合 があ り,

執 筆者を 悩ます原 因の一部は この点 にもあ る。慣 行の多 くは多かれ 少 なかれ画二的な ものであ り ,他

の慣行 もさらに画一 化 されて行 くだろ うが,(コ ミュニケー ション発生源の コンピュータ化がどれ ほ

ど進 もうとも)す べ ての慣行が完全 に画一化され ることは恐 らく絶対 にあ るまい。 従 って期待 に対す

る裏切りは今 後 も依然 と して続 くだ ろうし,そ れに対す る読者 の反発 も跡 を絶 つ まい,早 い 話・が ,

こ の論文 を読んでい るあ なた方の中に も 「論調が不適切で ある」 と感 じてい る方が恐 らくいるだ ろ う
,

し,そ れによ って論文の内容に対す るあ なたの評価,あ なたの反応 も幾分影響 を受 けているであろう。

可 変 的 要 素

書面 コ ミュニ ケー ショ ンが作成 され る情況の下 では,い ついか なる場合で も8つ の 可変的要素が常

に存在す る。 その うちの7つ の要 素,す なわ ち機 会,執 筆者 ,主 題,目 的,時 間,サ ポー ト,受 取

り手 の7要 素,が コ ミュニ ケー ションの形 式 と内容 に影響を 与える。8番 目の要素は,言 うまで も

な くコ ミュニケー シ ョンその もので ある。 コ ミュニケー ショ ンそれ 自体は,そ もそ もの出発点 では決.

して可変的要 素では ないが,あ る情況 の下で創造 された コ ミュニケ ーションは,そ れに続 くア クショ

ンの進 行連 続過 程の中で一個'の可変 的要 素 となる。

機 会

機 会とは,あ る コ ミ.ユニケー シ ョンの作成決定を促進す るよ うな条件,も しくは事件 のことをい う。

コ ミュニ ケー ショ ンは ,突 如 と して空か ら降 って来 るものではな く,ま た何 とな く何か を書 きたい

気分か らコ ミュニ ケー ショ ンを 書 く人 も,た ま に はい る ら しい が,普 通}と はいない。何 事か が

起 こったたあ,そ れについての情 報を他人か ら要求 し,あ るいはそれを他 人に伝 え よ うとす る要求 が

らコ ミュニケ ーシ ョンを作 り出すのが普 通のケー スである。従 ってその機会 の性質は ,作 成すべ きコ

ミュニケー シ ョンに強 力 な影響 を与 え,そ もそも書面 による コ ミュニケー ションを作成すべ きかど う

か,も し作成 す るな らその形 式 と内容はいかにあ るべ きか を決定 す る重要な決 め手 とな る(い や ,す

くな くて もそ うであ って欲 しい)。

その機 会とは,あ る時期 が到来 した とい うまこ とに単純 なもの か も 知れ ない,曰 く,会 計年度が

終 った,だ か らSEC(証 券 取 引委員 会)は 年 次営業 報告書を株主 に送付す るよ う要求 して いる ,あ

るいは,今 日は木曜 日,だ か ら上 司は金曜 日まで に現況報告書 を提 出す るよう君
.に命令 した,な ど。

あ るいは誰か が ある種の情報を あなたに要求 したのか も知 れ な い ,あ る事 についての あなたの意 見
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を求 め る手 紙を受け取 った,だ か らあなたは返 事を書 く,な ど。 あるいは他の誰かが知 ってい なけれ

ばな らぬ情報を あなたが持ってい るのか も知 れ な い,恐 ら くあなたの会 社の製品を 改.良す るアイデ

アか,あ なた の所属 部の運営 を改善す るアイデア で あ ろ う,だ か らあなたはそれ について の決定権

を持 つ人々にその情 報を流そ うとす る。 あなた は何 か有 力な販売製品を持 ってお り,そ んな潜在 的客

筋 に知 らせ よ うとしてい る。 あ るいは あなたは単純 にあることを 知 りたが って いるだけか も知れ ない,

ブ ラ ッグ ・ プ ロジ ェク トの進行が ど うも 日程 よ り遅 れ勝 ちだか ら,あ なたは ワ シ ン トンの駐在員

に連絡 して現状 の報告を求め,作 業が 日程通 りに戻 るのは いつに なるかを知ろ うとす る,な ど。

個 々の具体 的 ケー スはど うであれ,要 するにあ る機会が 原因とな って一 つの コ ミュニケ ー ションが

発生す ること に変 りは ない。 ある事態 が生 じたため,A氏 は一つの コミュニケー ショ ンをB氏 に送ろ

うと思 う。 そ こに発生 するコ ミュニケ ー ションに極めて強力な影響を及 ぼす ものは,そ の機 会,送 付

す る情報,関 係者,そ の時点で入手で きる時間 と設備,こ れ らすべての要素の持つ 重要性 であろ う。

そ して 執筆者 は,そ の機会にふさわ しい と彼が判断す るメ ッセー ジを 作成 しよ うとす るだろうが,も

ちろんそれ は受取 り手の判断 とは まるで違 ってい るか も知れない。

執 筆 者

執筆者は誰 でもよいが,そ の経 験,態 度,能 力 は人によ って当然変化する。練達 の経験 豊かな書 き

手 か も知れ ない し,ほ とんど物を書 いた ことの ない,あ るいは書いた として もお粗末な物 しか書けな

か った人か も知れない。メ ッセー ジの全般 的な主題領域 と肝心の特 定要件 の双方に完全に通暁 してい

るか も知れ な い し,そ うでないかも知 れ ない。言語の一一般 的慣行と,適 用すべ き さらに特定の局地的

慣行 の双方に完全に通 じてい るか も知れない し,通 じてい ないかも知れない。 それに当然の ことなが

ら,文 体 や表現法 につ いて彼独 自の好 み を持 って いよ う。 一

コミュニケ ーシ ョン情況全 般 に対す る執筆者の態度(熱 意,冷 淡、焦燥,関 心,確 信,な どなど)

が 彼 の作成す るメッセージに絶大な効果 を及ぼす ことは,相 手の受取人 に対す る執筆者の関係の場合

と同 じで ある。 大抵 の情況の下 では,永 年の親友に送 るメ ッセージと,監 督官,医 者,昔 の高校の恩

師,上 院議員,あ るい は情況 を同 じくす るだけの全 く未知 の人に送 るメ ッセー ジとで は,恐 らくその

内容 にお いて 大き く違 って来よ う。

主 題

主 題とは,コ ミュニケー ションが取 上げ る対象 のことであ り,そ の機会を執筆者 がどう評価す るか

によ って決 ま るが,言 うまで もな く電球 か ら西洋 文明の発展 まで,あ るい はラグナ ッ トか らあ る種の

小 エ ビの食習 慣に至 るまで,あ らゆ る事物が関 心の対象 となる。 その範 囲は無限 であ るが,内 容は明

瞭 に限定 されている。

目 的

コ ミュニケー シ ョンの 目的とは,そ れ を作成 し伝達す ることによ って達成 したい と執筆者 が希望 し

あるいは意図 するもの であ る。 一般的 に言 えば,そ の 目的 は執筆者が置かれた当面の情況 を彼 がどう

評価 したかを示す直接の結 果で あり,従 ってその機会 に対 する彼の判断 が目的を決定す る際特 に重要

な意 味を持 つが,こ れだ けが唯一の 可変 要素ではな く,他 に もそれ ぞれ 重要 な役割を演 ずる多 くの要
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素が ある。 コ ミュニ ケーシ ョンの 目的は普通 ある情報を受取 り手 に送って,そ れを読んだ受取 人にあ

る事を知 らせ,あ るいはあ るアクシ ョンを起 こさせることである。 従 って執 筆者 としては,受 取 り手

が確 実に所 期の知識を得,あ るい は所 期のアク ションを起 こす,彼 にそれ以外 のことは知 らせ ず,そ

れ以外 の行動 は起 こさせない よ うな方 法で コミュニケーシ ョンを作成 しなけれ ばな らない。 何はとも

あれ,先 ず これ こそコ ミュニケー シ ョンを作成する最大の 目的なのだか ら。

ある主題 に関す るコミュ三ケー シ ョンの 内容 と提示法がそのメッセー ジの 目的と どうい う差異を見

せ るか,そ の違い方 を明 らか に示す好 例 は,機 械装置の説明文であ る。 発 明者が 最初 にアイ デアを掴

んだ ときか ら,そ の装置の設 計,生 産,使 用に 至るまで,い や恐 らくその装置 自体 が もはや存在 しな ,

くな った後 で もかな り長 い間,数 多 くの異 なる説 明文が数多 くの異 なる目的のため に書 き続 けられ る

(わ れわれ の身辺か ら完全に姿を 消 した旧式の火砲,水 揚げ機,綿 繰 り機,フ ェ リス観覧車,dimr・le

drill,水 時 計について何 と多 くの説 明文が今 も有 ることか)。 ある機械装 置を設 計 し,組 立て,販

売 し,包 装 し,運 搬 し,据 付を行 ない,運 転 し,維 持 し,修 正 し,あ るいは唯単 にその概 略の内容 と

機能 を理解 す るためだ けで もそれぞ れ異 な った情報 が必 要であり,こ の ことを考慮 に入れない執筆者

は 到底 効果 的な コミュニケー ションを作成で きるとは思 われない。

自分が何 を しよ うと しているか(コ ミュニケー ションの 目的)は 正確に決 定で きても,読 む人のニ

ーズの評価 を誤 まる執筆者がい る。 あ るい は彼 は,当 面の情 況の下で行な うべ きコ ミュニケー シ ョン

の 目的につ いて誤 った判断を下 し,・そ のため間違 ったことを しよ うと してい るのか も知れ ない。 たど

えば,募 集 広告に対 する応募 の手紙だ けで採用 される人 は先ずい ないだろ うし,も しいた とすれ ば,

十 中八九その職場は ウサ ン臭い職場 である。 そもそも応募の手紙 とは仕事を確か に手 に入れ るために

書 くものではな く,面 接 の日取 りを聞 くため に書 くものだか らであ る。さ らにまた,一 つの コ ミュニ

ケー ションで も複 数の 目的を持 ってい る こと,執 筆 者の真の 目的はメ ッセージの表 面的な目的とは違

っているか も知れないとい うことを理 解 して頂 きたい。 表面 上の 目的は,単 にメ ッセー ジを送 る1]実

な い しは手 段 として 利用されてい る ことがあ り,そ の真 の 目的は(執 筆者 がいかに頭 の良 い 人物であ

るかとか,商 売上の競争 相手 がいか にお脳 の弱 いウ スラ馬鹿 であ るか とかを暗 に強調 しよ うとす る,

要 す るにエゴ イズム丸出 しのケー スが多い),そ の コ ミュニケーシ ョンの見掛 け上 の 目的 とはほ とん

ど,あ るいは全然関係 ない6

そ れはと もか くと して,と にか く執筆者は ある事を達 成す るために コミュニケー ションを書 く。 そ

の達成の成功度は,ど うい う情 報を受 取 り手 に提供すべ きか,ど ういう方法で提供すれ ば受 取 り手に

知 らせたいこ とが知 って も らえ るか,あ るいは執筆者の望 むアク ションを受取 り手 に取 らせ ることが

で きるか,こ れ ら諸問題を決定す る成功 の度合い に大 き く支配 されよ う。 これ こそがコ ミュニケーショ

ンの 目的で あり,執 筆者 が達成 したい と望む 目標で あ る。 もし執筆者が自分の達成 したいと思 う目標

を しっか り掴 んで いなければ,当 然 その達成の 見込は薄 い。

時 間

執筆者が コ ミュニ ケー ションを作 成す るため に許 されている手持 ちの時 間,こ れは情況の中 の一つ

の要 素で あって,作 成 される コ ミュニケ ー ションに相 当の影響を与 えよ う。 たとえば,仮 に'最初か ら
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完全 な情報 が与え られていた と しても,連 邦 予算の詳細分析 を24時 間 以 内に書上げ られ る人は一人 も

いない。 それだけ速 く物を書 くことは事 実上 不可能だか らである。一 方同 じ24時 間を掛 けて電球1ダ

ー スの発注 書1枚 を満 足に書 けない人は(彼 が物を書ける と仮定 した上での話であるが)
,先 ず いな

いだ ろ う,つ ま り この 場 合 ,時 間は決定 的な要素ではないのであ る。 コ ミュニケー ション作成の仕

事量 が増大 し,そ のた めに必要 な時 間の量が減少す るにつれて,時 間は コ ミュニケー ションに影響 を

与え る要素と なる。 執筆者 が 自分 自身に課す る制限時間以外 には何の プ レッシ ャー も掛 らない場 合 も

あるし(親 類 に出す手紙,所 属部 の職務 改善 案,あ るいは新 しい卓上用電球 の発 注書),逆 に時間が

その情況では極 めて重要 な要素 で,最 終 期限を絶対に守 らねば ならない場合 もあ る(30日 以 内に支払

わ ないと3パ ーセ ン トのデ ィスカウ ン トが無効 になる請求 書,木 曜 日午後5時 までに上司に提 出しな

ければ上司がそれを持 って同夜 ニ ュー ヨークに行 けな くな るプ ロ ジェク ト見積 書,午 後4時 までに法

廷に提 出しなけれ ば差押命 令が 無効 になる訴 訟事件摘要書,正 午 までに新聞社に届け なけれ ば最終版

に間に合わ なくなる広告 コ ピー)。 そ して また 多 くの場合,執 筆i者が余 り永 く引延ば しさえ しなけれ

ば,時 間が重要 な要 素になる ことは 滅多にない(曰 く,何 でも報告 して おか ない とウルサイ部長だか

3,4日 の うちに簡単 な レポー トを出 してお こう。曰 く,あ のプロジェク トも完成 してかな り経 つか ら

そろそろ レポ ー トを 出 してお こうか,曰 く,生 産開始が来年の秋 だか らぼつぼ つ機械の発注 を始め る

と しよう)。

サ ポ ー ト

サ ポー トとは,完 成 された コ ミュニケー ション(物 質的実体)を 執筆者が作成す る場合,そ れを物

質 的に実現 させ るための材 料,機 器であ り,時 には作業員 と しての人間 も含む。建設現場 で命 令を下

すために必 要な ものは,せ いぜい現 場監督のシ ャッポケ ッ トに挟 んだペ ンと手帳 だけかも知れ ないが

これが大型の 技術マニ ュアル,百 科事典,あ るいは大企 業のPR用 カ タログの作成 となると,・単数 ま

たは複数の執筆者に助言 と援助を 与え るための タイ ピス ト,ア ーチ ス ト,編 集者 その他の 専門家で構

成 される文 字通 り一大部隊の支援が必要 となろう。また執筆者の作業を支援 するため,彼 が使用 した

い と思 う大 量の材 料や機器 も動員 されよ う(レ コーダー,タ イプ ライター,複 写 機,時 には完全な印

刷 工場を含む)。 この種のサ ポー トの何が得 られ るか,そ れを どうい う風に利用で きるか,そ れによ

って コ ミュニ ケー シ ョンの最終形 態が ほとんど決定 され ることは言 うまで もない。

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

執筆者 が受 取 り手 に送 る現実の物質 的実体で あり,'送 るべ きメ ッセージとそれを表現する物 質的形

式の二つの要 素を含んでい る。 さ らに詳 しく分析ず れば,メ ッセ ー ジそのものを代表す るものは そこ

に含まれた情報 であ り,構 成で あ り,表 現法 である。物質的形 式の 中に含まれ るものは メッセー ジを

記載 した紙で あ り,そ の紙 に記載 され た メッセー ジの配列 であり,そ れを紙上 に記載 した手段である。

ある特定 の情況 の下 では,こ れ らすべ ての要素は極 めて常套 的であ り,恐 らくわ れわ れが普通考える

よ りもその慣行の度合 は高い。 その一 例と して,私 自身が最近経験 した事 実を紹介 しよ う。

数週間 前の こと,私 はあ る優秀な工科 大学 の教授 陣と,局 地的,一 般 的な慣行に ついて論 じ合 った

が,語 り手 の言 うことに半信 半疑 の聴衆 が示す あの礼義 正 しい控 え 目な態度 に私 は遭遇 した。話の途
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中でた またま彼等は,学 生 が必修科 目と して提 出す る論 文や レポー トの新 しい 作成マニ ュアルをつい

最 近完成 したばか りだと述べた。 そこで私は,も ちろん 現 物 は 見 ず に,そ のペ ー ジの 寸法,本

体 の紙質,色,複 製方法,両 側マ ー ジ ンの取 り方(左 側は一線 に並ん でい るが右 側はデ コボ コ),本

文 各行の配 列 方向,ペ ー ジ数の位置,ヘ デ ィング とサブヘ デ ィングの様式などについてかな り正確な

推測を下す ことが できた し,そ れ がスイ ング ・リングの綴 じ方で表紙は軽 質の ボー ル紙 だ と予言 す る

こ と さえで きた。 さらに私は,大 体 のペー ジ数や,序 文は どうい う紙質に刷 ってあ るか'(そ して大体

そ こで何を言お うと してい るのか),マ ニ ュアルの対象範 囲は大体 どの辺 りか(そ の 主な区分0)名 称

について もか なり良い線 まで当 っていた)に 至 るまで,さ らにその表現の文体 と語調 さえ も推察す る

ことがで きた し,一 部セ クシ ョンの内容についてかな り正確 な推測 を下す ことがで きた。 もちろん私

が別 に魔法を使 ったの でない ことは お分 り頂けよ う。私 は,誰 が このマニ ュアルを作 ったのか,誰 が

それを使 うのか,そ の使用 目的は何 か につい て,一 通 り全般的な知識を持 っていた し,全 体 の コ ミュ

ニケ ーシ ョン情況について もある程度 詳 しく知 っていた。 だか ら私のすることと言 えば ,そ れ にふ さ

わ しい慣行 の中 で,情 況が要求す るコ ミュニケー ションとはこうい うもので あろうか と推測 すれば事

足 りたのであ る。私 の推測が誤 っていた点 も二,三 あったが,メ.ッ 七一ジその ものとその物 質的形体

は両方 とも当面 の情 況に強 く支配 され るとい う本質 な問題では,か なりの点数 を稼 ぐことが できたと

思 う。

受 取 り 手

執筆者が相手を 実際 に知 っていよ うとい まい と,メ ッセ ー ジの受取 り手は現 実の人間であ り,単 な

る個人某氏で はない。彼 にはわれわれ と同 じように好 き嫌 いが あ り,個 人的性 癖や力や欠点 を持 って

い る。 メ ッセー ジ,物 質 的 コミュニケー ションまたはその伝達法の全部 もしくは一部 に対 して,.自 分

の判断す る情況の 下では 「か くあ るべ し」 という独 自の嗜好 と期待を持 ってい るか も知れ ない し,そ

の見解 と思想 が二 つとも筆者 とは まるで違 ってい るか も知れ ない。個人と しての彼 は,提 供 され た情

報 に基いて完全 な反対行 動を取 ろうとは して い な い,も しは っきりそ うい う態度 を取 って呉れ た ら

む しろ執筆 者 にと って仕事は遥かに やり易 くなるのだが。

コ ミュニケ ーシ ョンを発生 させ るに至 った機会,主 題,執 筆者 その他の可変要素 について,受 取 り

手 は ほとん ど何 も知 らないか も知れ ない し,あ るいは そのす べてについて詳細な知識を持 ってい るか

も知れない。 それ らの要 素にっいて別 に何 の感情 も持 って いないか も知れない し,あ るいはその どれ

かについて好悪何れか の強い感情を持 って い るか も 知 れ ず,時 には 自分の取ろ うとする何 等かの ア

ク シ ョンの結果他 人に与 える自分の 印象につ いて,プ ラス あるいは マイナスの強い感情を持 ってい る

か も知れない。従 って当然執筆者た るものは,情 況とその各要素に対す る受取 り手の知識程度 とそ の

一 般的性向を十分推察 した上で適切 な コ ミュニケ ー ションを作成 し伝達 しなければ な らない。執筆者

が所期 の目的 を達成す る成功 の度合 は,こ の場合 の判 断の正確 さに支配 され ることが多い。

各 種 プ ロ セ ス

以上8つ の可変 的要素 に加えて,あ らゆる コミュニケー シ ョン情 況には3つ のプ ロセスが存在す る

,す な わ ち コ ミ ュニ ケーシ ョンの 作成,伝 達,お よびその検討と利用であ る。第1の プロセ スでは
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執筆 者がア クシ ョンを遂行 し,第2の プ ロセスでは執筆者 がアク ショ ンを開始す るが(時 にはそれ を

遂行す るが),第3の プロセスでは ア クションの主体 は受取 り手の 方に移 る。

作 成

コ ミュニ ケー ショ ンの作成 とは ,完 全 な物質 的実体を製 作す る過程の中で執筆者が行な う一切の行

為を 指す。 これはあ る書式(た とえば電話の伝言 メモ,あ るいは工具の点検簿)の スペー スに鉛筆で

二,三 の語句 を走 り書 きするだ けの簡単 な性質の ものであ って もよい が,わ れわれ のモデル に関す る

限 り,た とえ どれほ ど単純な ケー スで もそこには執筆 者に よる相 当の思考 と分析が含 まれ,ま た大 ま

かな範 囲設 定,手 書 きの ドラフ ト,一 つ または それ以上の修正 ドラフ ト,タ イプ打 ち,校 閲 と署名,

説 明図,複 写,そ の他執筆者 によ る(あ るいはその監修 によ る)必 要 なア クションが含 まれるものと

す る.

必 要な一 切 の事項を切迫 した時間 内に盛込 もうとすれ ば,時 には表現の微妙 なニ ュア ンスなど無視

され ることが あ って もそれは仕方 ない。要 はそのコ ミュニケー ションを完成するこ とであ って,細 部

の ミスは二 の次 の問題 であることを執筆者 はは っき り弁 えてお く必要 があ る。メ ッセー ジを きれいに

作文する'こ とよ りも,'そ れ を締切時 間 までに作 り上 げ るこ との方 が遥かに重要な場合が結 構多 いので

あ る。,"

伝 達

伝達 とは,完 成 された コ ミュニケー シ ョンが執筆 者か ら所 期の受取 り手 に到達す るまでの動 きであ

る。 その場合,執 筆 者が隣の ビルまで歩いて行 って コ ミュニケー シ ョンを受取 り手 に直接手渡す こと

もあ るだろ うし,一 連の システム と搬 送手 段を利用 して地球 の反対側 までメ ッセー ジを届 けるこ とも

あ るだろ う。

伝 達 は,iダ ー ス もの 理 由 か ら,執 筆 者 が その目的 を達成 する可能性を強め もすれば弱めもす

る重要 な プロセスであるが,ど ち らか といえば 一 特 に伝達が スムーズに行 なわれ ない場合は 一 こ

れを弱体化するケースが多い。執筆者があるコミュニケーションを郵便ポストに投函 したとき,普 通彼はそ こか

ら先の伝達情況 につい ては まるで無知 であ り,そ れが定刻 までに受取 り手 に到達 しない場合は,た と

え その遅延 の責任者 が誰 であ りその 原因が何 であろ うと も,メ ッセー ジの 目的は確実 な失敗 に終 るで

あ ろう。

検 討 と 利 用

コ ミュニ ケー シ ョンを検討 する受取 り手は唯 それ にチ ラと一瞥を呉れ るだけか も知 れ ない し,あ る

い は注意深 く何回 も読み直す か も知れ ない。 ほんの二,三 秒注意を割 くだけか も知れない し(在 庫過

剰 量の 日計表,ま た は電話伝言 メモ),あ るいは数 時間,数 日,時 に は数週間 それ に 目を釘付けにす

るか も知れ ない(プ ロジ ェク トの見積 書,ま たは大規模 な技術 的採算性 調査の 最 終 報 告 書),さ ら

にそのコミュニケーションの拡張または実証 の可否 をめ ぐって第 三者 の大 々的 な助言 を求めた り,他 の情

報 源をいろい ろ当って みた りす るか も知 れない。彼がその コミュニケー ションに投入 する時 間と注意

力を決定す る ものは全般 的情況 に対 す る彼 自身の評価であ り,彼 の時間を 強制 的に奪 おう とする他の

直 接的要素 と比 較考 量 した場合,そ の コ ミュニケー シ ョンが持つ見掛 けの重要性 と利害 関係 を どう評
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価す るか,そ の評価 の度合 いであ る。 いったんその 内容を検討すれば,彼 は執筆者が 意図する ところ

の全部 または一 部を理解 し,承 認す るか も知れ ない し,あ るいは しないかも知れ ない 。受取 り手にそ

れ以上のア クションを取 らせ ることが 執筆者 の目的で ある場合,受 取 り手 と して は執筆 者の意図する

ところを実現で きるか も知れ ない し(コ ンピュー タ ・プ ログ ラムのデバ ックで あれ,マ テ一二 ・カク

テルの ミックスであれ),あ るいはで きないか も知れない,そ して結局最後 に彼 はそれを実行するか

も知れ ない し,し ないかも知れ ない。

偶 発 的 事 態

いかなる コ ミュニケーシ ョンの情 況下 でも,偶 然 による事態の発展がその情況 に ,ま た執筆 者がそ

の 目的を達成 す る可能性 に影 響を及 ぼす ことは大いに あり得 ることで,こ れ がい わゆる偶 発的事態で

ある。 この偶発的事態 は,こ れまで述べた可変的要 素 またはプロセスに影響を 与え,そ の影響 はプ ラス

であるか も知れ ない し(執 筆者 の目的達成 に寄与す る),あ るいはマイナスで あるか も知れ ない(そ

の 目的を達成 する可能性を縮少 させ る)。 その偶発 的事態 の発展を執筆者は 十分承知 してい るか も知

れない し、あるいは してい ないかも知 れ ない。 は っき り言 えば,偶 発的事態 の発展 に対 す る執筆 者の

認識 が薄 くなればなるほ ど,そ れ を コ ミュニケー ションの作成と伝達に取 り入れ るチ ャンスは減 る一

方である。あ る情況の下で,上 記の可変的要素 またはプ ロセスの数ある うちどれか一 つに影響を 与え る

偶発 的事件ぼ,必 ずその他 の要素 またはプ ロセスにも影響を与える可能性が強 く,こ れ は特 に以下に

述べ る各種の 評価やプ ロセスに影響 を及 ぼ し易い。よ くあ る情況 の下で起 こり易 い偶発的事態の例を

二,三 あげるな らば,

1)執 筆 者が割れ るよ うな頭痛 に襲 われ,と ても注意力 を 集 中 で き な い,あ るい は 執筆者は こ

こ数カ月にな いほど体 の調子が良 く ,お 蔭で コ ミュニ ケー シ ョンの構成 と提出ですば らしい仕事がで

きた。

2)執 筆者 はタルサ支店に転勤が決 まり,大 急 ぎで残 ってい る仕事を片 付 けるよ う命令 され た。

3)大 規模 な広告作品の完成2日 前 に,主 要 ライバル ・メーカー が交換用部品 とサー ビスの提供に

困難を生 じて来 た という情報を執 筆者 がキ ャッチ し ,直 ちに広 告文 を修正 して,必 要 な部品 とサー ビ

スの随 時提供 を大V(に 強 調す る。

4)新 しい50ト ン ・プ レスを正常 運 転に戻す ことに機械メ ンテナ ンス班 が遂 に成功 ,従 って 執筆者

は三直の続行要請を急拠取 り止めて その 中止を承認 する。

5)会 社が新機種の市場導入時期 を1ヵ 月早 め(ま たは遅 らせ)た ため ,技 術,仕 入,工 場 内配置,

そ の他一切の 部門(数 千 枚の設 計図 ,レ ポー ト等)が 大 きな影響を受けた。 時期 のず らせ方 が前か後

か によって,社 員の胃潰瘍がふえ るか,あ るいは野球 見物 に行 く回数 がふえ る。

6)レ ポ ー トの提 出期限3日 前 に,上 司 が執筆者 に命令 する。 「今 まで出来た分は他 の連 中に廻 し

給え。急 ぎの仕 事が入 ったんだ,す ぐ取 り掛 らなくちゃな らん」(恐 らくこ うい うケ ースは誰 しも身

に覚えがあろ うし,そ の回数 も思 ったよ り多 い筈だ)

7)執 筆 者の必 要なときに肝心の タイ ピス トが会 社を休 んでいる。 しか もピンチ ヒ ッターのタイ ピ

ス トがいない。
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8)あ る い は,代 わ りの タイ ピス トが物凄 く優秀 で,予 想 よ りも半分 の時間で仕事を完 全にや っ

てのけた。

9)そ の コ ミュニケ ーシ ョンは 「既 決」 したの に秘書が誤 ま って 「未決」 の箱 の中 に入れ,し かも

後か ら後か ら入 って来 る書 類の蔭 に埋 もれて しま う。秘書 嬢がそれを発見 したのは2日 後で ある。

1(》 万 事す こぶ る 旨 く行 っている。 執筆i者はそ のコ ミュニ ケー シ ョンを午後4時,秘 書 に渡 し,彼

女はそれをタイムズ ・ス クェアで投 函 しt翌 朝10時,ロ サ ンゼルスの受取 り手 の秘書 がそれをボスの

.机 の上 に置 く。

11)受 取 り人 のボ スの話で は,ボ スの娘婿でいかに も経営者風な 口の利 き方をす る男が,望 み通 り

の昇進を遂げ るだろ う との こ と,こ うい う話を聞いたす ぐ後 では読む方は高尚 な文体 の コミュニケ

ーシ ョンなどとて も読む気 になれない。

12)会 社 の第1の 得意先が,執 筆者 の売 りたがっている ものをほ とんど全部欲 しがってい るととい

うこ とを受 取 り手 は今 聞いたばか りである。

この リス トは紙面 の都合 上止むを得 ず限定的 なものに留 まってお り,毎 日のよ うに発生す る偶発的

事態 の数例を示 したに過ぎず,こ の種の事態だけが コ ミュニケー シ ョン情況 の大多数,あ るいはその

ほとんどすべ てに影響 を与え ると言 っているのではない。 しか しこれ らの事態 が コミュニケー シ ョン

効果に及ぼす ことを疑 う考は先ず これ まで に散 々聞かされ た 「適切 な」書式や文体 の ことなどサ ラ リ

と忘れて,そ もそも コミュニケ ーシ ョンを書 き,伝 達 し,あ るいはその 内容を検討す る人 は誰 しも自

分 自身の生 活を生 きているナ マ身 の人間で あるこ とを明確 に理解す るよ う,も う一 度勉強をやり直す

必要が ある。と にか く,彼 の扱 う書面 コミュニケー ションのほ とんどは彼 の人生 にと って一時 の通過

的な効果以外 の何 物 も与 え ず,`読 み 手 創 に してみれば,コ ミュニケー ション講義で聞か された数

々のお説教 よ りも一足 の窮屈 な靴 の方 が彼 の人生 に遥 かに強烈 な影 響を及ぼすのである。 これは私 自

身 について も言え ることで あり,恐 ら くあなた もその例外で はあ るまい。

情 況 の 力 学

コ ミュニケ ー ショ ン作成 の機会が到来 したこ とを認めた と しても,執 筆者は必ず しも(と 言 うより

は,む しろ多 くの場合)じ っ くり腰を据えて,情 況 に含 まれ る要 素を一つずつ注意深 く分析 した上で

メ ∪セージを 組立てた りは しない。圧倒的大多数の場合,こ うい う慎 重な分析 は 不要 で あ って,局

地的慣行によってガイ ドラインはすでに設 定 され て い る,執 筆 者 はその情況 を前似て必要程度 まで想

定 した上で前回 同様 の(あ るいはそれ に似 た)メ ッセー ジを 書 き上げ るか,あ るいは も っと端的に言

えば,情 況 が発生 した時点ですで にその反応 と形式はほとん ど自動的に決 まってい ると言 ってよい。

しか し,メ ッセ ージの目的を達成する ことが執筆者 にと って さらに重要 となり,コ ミュニケ ーシ ョン

情況 が従来 の経験の枠を越 え,仕 事の規模 その ものが大型化 するにつれて,執 筆者 に要求 される分析

に どれだ けの相 対的 エネルギ ーを 傾注す るか考えて頂 きたい。

☆向 う一週 間は 不在 にす るので,そ の間は一 切の書 類を持 込 まぬよ う担 当者 に指令す るメモ。

☆ あなたが試 したこ ともない,い や その名前す ら聞い たこ ともない新種の草の実の品質について問

い合わせ を受 けた郵便ア ンケー トに対す る返事 。
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☆知事 に対 して刑の執行猶予(あ なた のですよ!)を 求 め る控 訴状。

適 切な分析 であると自 ら判断 した行為を'行 な った後,そ の 機 会,時 間的余 裕,仕 事 の性質,受

取 り手の地 位 と関係,こ れ らの要 素に対 して適 切とい う意味 で あ る,執 筆 者 は適切なコミュニケー

ションと自ら判断するものを作成す る。 この場合,彼 の頼みの綱は,一 般 的慣行,局 地的慣行 の両 方 に関 す

る本人の知識 であり,書 き手と して の手腕 と経験 であ り,,さ らに特定の情況 という範囲 内でその機

会 にふ さわ しいと思われ る一つの コ ミュニケー シ ョンを製 作す るた めに必要 な時間 とサポー ト設備で

あ る。 と言 って も,一 枚 の用紙 に簡単 な決 ま り文句を書 き付け るとい う単純 なケー スもあ るだろ うし

大量の図面 を添え た長い レポー トを作成す るケー スもあるだ ろう。 コ ミュニ ケー シ ョンを完 成 した時

点で,彼 は受取 り人 にそれを伝 達す る(あ るいは伝達行為 の開始を 命 じる)。 この時 点 までは,彼 は

そ の情況 の下 での積極的 要 素 で あ り得 た が,ほ とん どの 場合 ▲ 当面 す る情況 の範 囲内での彼 の

活 動分野は ここで完 了す る。 コ ミュニケ ーシ ョンを作成す る時点の情況 に対 して執筆者の抱 く見解 を

示 した ものが第2図 である。

?
奇._

執

筆

者

∈][時 間一]

[目、的]巨 ヨ

A. 偶 発 的 事 態

5
, 第2図 執筆者が コ ミュニケー シ ョンの作成 を開始 したと きの情 況

に対す る彼の見解 を示 す。 あ る種 の可変的要素 に対する彼 の見解 は ,

そ の情況に関す る知 識の程度によ って曖昧 さが大 きもなれば小 さくも

なる。

伝達の過程で何 の障 害 も起 こらなか った とすれ ば,メ ッセー ジは執筆者の意図 したもの とほぼ同一
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の時間内に受 取 り手 に到達 し,今 度 は受取 り手が その情 況内における積極的要 素 となる。大な り小な

りの遅れを経 た上で彼はそ の コミ ュニ ケ ー シ ョンの 全 部,ま た は 一部 を 読 み ・ また は 全然 読 ま

ない(恐 らくわれわ れ全員 が喜 んで賭 けることになろうが,販 売促 進用文書の大部分 は封 も切 られず

にクズカゴに直行す るし,そ れ以外 のコ ミュニケーシ ョンについて も大同小 異で あ ろ う,こ の雑 誌

の購読者に したと ころで,私 の論文 を本当 に読んで呉 れる人 がどれ ほど居 ることか)。 受取 り手 がそ

の コミュニケ ーシ ョンに与 える注目の度合 いを決定するものは,(ち ょ うど執筆者がその情 況に与 え

る分析の量 と同 じよ うに)そ の機会 に対す る評価 の程度,そ のメ ッセー ジが本 人にと って有す る重要

性の評価程度 であ り(同 じコ ミュニケ ニシ ョンでも,一 個のハサ ミの紛失を伝 え るものよりも本人の

所 属部門が閉鎖 され る可能性を伝 える ものの方 に強い注 目が払 われ る),書 き手 の相対的地位 と受取

り手 に対す るその関係で あり,(地 元 スーパー マーケ ッ ト店長か らの手紙 よ りも国税局か らの通 知の

方に強い注 目を払 うのが普 通である),さ らに彼 自身のそ の時 の環 境で あろう(非 常 に忙 しいか も知

れない し,何 もす ることがないほ ど暇 かも知れない)。 こう して,彼 はそ の コ、ミ ュニ ケ ー シ ョン」

少 く と もその 二 部 に注 意 を 向 け るの で あ る 。

コミュニケ・一シ ョンに対す る読み手 の評価 とその反応は,た だ単に提供 され た情報 とそのメ ッセー

ジの分 り易 さだけで な く,機 会,筆 者,主 題に関す る彼 の知識,こ れ ら諸要 素に対す る彼 の関係,お

よびそれについ ての彼 の先入 感に も基 いている。コ ミュニケ ーシ ョンの メッセ ージについ ても物質的

な形式 につ いて も 自分 な りの 期 待,あ る情況 の下 での 「正 しい」 方法は こうあるべ きだとい う考え

.の 影響 を与えよ う .さ らにこ棚 夘 ・も譜 縫 者力魂 できなら 予想 したとしても防止できな

い偶発的事態 というものがあ る。受取 り手 の奥 さんが今週 にな って これで3度 も トース トを焦がすと

い うヘマを や り口 分は 自分 で ・一 ・一を ワィ・ ・ツに ζぼ し,,肝 の 自'騨 で繭 場へ 綱 付 ける

途 中見事に ス ・ソテ ンコロ リ,高 速 道路 は超 ノロノロの渋 滞振 り.,会 社 へ急 こ うと脇道へ 入 ったとたん

スピー ド違反 でいまい ましい ポ リ公か ら減点キ ・ソプを突 き付 け られ そ,こ うい う朝は,自 分 のコミュ

ニケ ーシ ・ンを うま く勤 入れて も らぽ い癖 者の融 か らす れば ぽ して腸 詰 の朝ではあ る

まい。 こめ場合受取 り手 の一般 的な反 応は恐 らく,「 このオ タンチ ンの ヒ ョットコ野郎 何を書いて

来 た 。」 とまあ。ん な所 だろ う.逆 の場合,受 胸 廓 と。て万事 「卜・ ト・拍子 ・」行 ・ひ ると

きは,昨 日 ク ラ ブで ・二 ・を3・ ・ トとも物に したし冷 ・はいま鯛 の昇勘 さどうや ら旨く行 き

そ うだと知 らされ た ばか りだ,コ ミ:三ニケージョシが到来する絶好のチ ャ ンスであろう。受取 り人は,

人 間 でも動物に も誠 に恵み 深 く燐み深 い友人で あり,ど ん なに忙 し くて も,ど ん な詰ま らない同僚に

も親 切な言葉 の一 つ も掛 けよ うとい う御仁 である。全 く似て,神 の 創 り給 うた最高 に心気高 きお方で

はあ るまいか(と 思われ る)。 それは・ともなく,コ ミュニケー シ ョンを検討 したあ と受取 り手は ・執

筆者 が健 しようと意図 した もの柾 刷 理解 し承 認す る,か も知 れない・ししないカ・も知れ馳 そ'

して(あ るい は)執 筆 者が望んだア ク ショ ンを取 る;か も知れ 支い し取 らないか も知れない。 彼が コ

ミュニケー シ ョンを検討す る時点 での情 況に対す る本 人の見解 を示 した ものが図3で あ る。
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偶 発 的 事 態.

図3受 取 り手が コ ミュニケー ションを検討 する時点 で彼 が

,判 断 した情 況を示す。あ る種 の可 変的要 素とプ ロセ スに対す る

彼の 見解は,執 筆者 の場合と同様,一 部曖昧化 されてい る『。

烏

〉

一

若 干 の 定 義

以上述べた すべて のことか ら,こ こで二,三 の定義を下 して も決 して場違い では ある まい。

良 い コ ミュ ニケ ー シ ョ ン とは,情 況全体 に対す る適切 な(必 ず しも広範囲 であることを要

しない)分 析 に基い て行 なわれ るものである。 たとえあ らゆる種類 の慣行 とい う制限範 囲内に留 まる

とはいえ,そ の情況 は良 く選択,構 成 され,そ の メ ッセー ジは良 く記述,配 列,製 作されてい る。・・但

しいかに良い コミュニケー シ ョンでも,伝 達,受 取 り手,偶 発的事態 または全体情 況に関する多種多

様 な理 由の うち どれ か一 つの 原因で 失敗 に終 るか も知 れ ない,つ ま り執筆 者は所 期の目的を達成で

きないかも知 れない。

悪 いコミ ュニケー ション とは,情 況に対 して貧弱あ るいは不適切 な分析を行 なった後か ら作成 し

たものか,ま たは情 報の選択,配 列,提 出の仕 方がまずい ものか,あ るい はその両 方の欠点 を備え た

ものである。 情況を離れ て考 えてみ ると,コ ミュニ ケーシ ョンそのものは 読み易い し体裁 も一見整 っ

ているか も知れない。それどころか成功を収めるか も知れ ない,つ ま り執筆者は,コ ミュニケーション

の適性以外の理 由か ら所 期の 目的を達 成で きるか も知れ ないのであ る。 この場 合の原因 とは,関 係者

の 地位,情 況の 緊急 性,受 取 り手 の推 測の まぐれ当 り,そ の他 もろもろの理由に基 くものであろう。

成功 した コ ミュニケー ション とは,執 筆者が当面 の情況の下 で意図す るもの「をで き るだけそれに

近 い形 で達 成させ た ものであ る。 但 し,ど れだけ コ ミュニケー ショ ンが良 くで きて いて も,決 して達

成 できない 目的 もあるとい うことを この際指摘 しておきたい。 た とえば,あ なたが どれほど巧妙な コ

ミュニケーシ ョ'ンを私 に送 って も,そ れを受 取 ってか ら5分 間以内に あなたに100万 ドル送 ることは

到底私 にはできない。 第一私 は100万 ドル もの大金 を持 っていない し,た とえ あなたの コ ミュニ ケ一

一21一



シ ョ ンにどれ はどの説得力が あって も,と て も5分 間で銃を用意 し銀行を襲 ってその金を調達す るこ

とはできない(恐 らく下手糞 な銀行 強 盗はす るだ ろ うが)。 またどれ ほど上手に情況の分析が行 なわ

れ,ど れ ほど効果 的にコ ミュニケー シ ョンが書かれていて も,受 取 り手の気 質(機 会,執 筆者,主 題,

その他情況 に関す る一切 の要 素に対す る彼 の態度)に よ っては ,到 底その 目的を達成で きないよ うな

ケースがあ る。 たとえば,た とえ誰の手 になる コミュニケー シ ョンで も,私 が一大奮起 して偉大な上

院議員にな り,大 統領候補の指 名推薦 を受 け るため積極的な運動を起 こすよ うな私 に納得 させる こと

は到底不可能 であ ろう。 前に も書 らた よ うに,非 常 に悪い コ ミュニケーシ ョンで も時 には成 功を収め
ぐ

ることが十分 あり得 る。

逆に,失 敗 した コミュニケー ション とは,執 筆者の意図するところを達成で きなか った ものを言

う。彼が情 況を もっと効果的 に分析 し,も っと良い コ ミュニケ ー シ ョン,つ ま り情況 と本人の 目的

にも っと適 した もの を 作 成 で きれ ば 所 期 の 目的は達成で きたか も知れ ないが,そ れ がで きなかっ

た ため失敗に終 った ので あろ う。

結 論

以上述べ て来た ことを総合する と,コ ミュニケ ーシ ョンは失敗 に終 ることが極めて多 いという印象

を 与 え勝 ちで,事 実 極 め て 多 い が,メ ッセ ー ジが成功 を収め ることは不可能 に近い と私が確信

して いるよ うに聞えるか も知れ ない が,決 して そうでは ない。何百万通 もの文書 コ ミュニケ ーシ ョン

が連 日成功を収めてお り,そ の証 拠に,合 意が成立 し,発 注 が行 なわれ,契 約 書は調 印され,州 立大

学 に学ぶ息 子,娘 が も っと金 を欲 しが る理 由を父親は理解 し,ベ ーコ ンが また また1ポ ン ドにつ き20

パ ー セ ン トも値 上 りした ことを客 は理解 し
,建 物の建設は中 止され,自 動 車の 組 立 てが 行 なわ れ,

こ れすべて尾大 な量 の文書 コ ミュニケ ー ションが成 功 した ための結果 に外な らない(少 なくともそれ

が最 大の原 因である)。 この論文を書 くことに よって,私 は コ ミュニ ケー ション情況の一般モデル,

そ ζに含 まれ る可変要 素と各種プ ロセ ス,お よび これ らす べてにつ いての私 の考え方を あなたにコミュ

ニケー トしたい と願 って いる。 これ によってあ なたか ら何 等か のコメ ン トが生 まれ て来 ることを ,そ

の結果 このモデル が少 しで も改良 され ることを私は 期待 したい。(モ デルに合わせ るた め情況をね じ

曲げ てはいけ ない。 む しろ情 況に適応 させ るためモデルを修iEし なければ ならない)。 私が書 いたこ

とをあ なたが理解 し,そ れについての コメ ン トを得 たとす れば,そ の範囲内において私の 目的は達成

された と言 えよ う。 明 らかに この 目的が達成 される ことを念頭において,私 は この メ ッセ ージを構成

し,提 供 し,伝 達 した積 りである。
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3.2.コ ン ピュー タ ・ネッ トワー クの分 析

WmiamSGIikbarg,HellmutGoMe

本書 は コ ンピュータ ・ネ ッ トワー クの設計 また は判定 上有益 な一部分定性的 なパ ラメー タを紹介す

る ものである。更 に,そ のネ ットワー クにおいて行なわれ るい ろい ろな機能 を明 白に示す機能構成に

ついて述べ る。 その構成はネ ッ トワー クの処理 機能 に重点を置いたものであ る。

』3
.2.1.コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの総 合分析 の試み

過 去10年 の間 にい ろい ろな複雑度の コンピュータ ・ネ ッ トワークが設 計 され製 作され た。今 まで文

献 に現 われ た資料 の大半はひ とつ の特定の ネ ッ トワークの梗概にとどまるかあ るいは特定 の設計事項

を対象に している。

著者達は,Beckerの 研 究 にならい,コ ンピュータ∴ ネ ッ トワークの総合分析 を試 みた。 この分析は

主 と して次 の2つ の構成要素を有 して い る,す なわち,あ るネ ッ トワークの構 成 と(あ るいは)検 討

の際に考慮 すべ き1組 の判定パ ラメータ,及 びネ ットワークの諸部分間の関係を示す 機能構 成である。

以上の2要 素 がネ ッ トワー クの設計 または検討 上有益 な手段であることを示す。tt'・ ・

コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー クは1組 の リンクを介 して1組 のノー ドを持続 す るものであ る6メ 』ッ・セー

ジの形 の情報 は その リングを介 して ノー ド間に伝達 され る。 ノー ドは次 の機能 のひ とつ又は ひとつ以

上を行 なうことができ る;(a)ネ ッ トワークへ のア クセス,・(b)2つ の リンク間 にお けるメ ッセージの

中継,(c)ネ ッ トワー クユーザ ーのた めの情 報処理。

あ るノー ドが例 えば簡単 なテ レタイプまたは表示装 置と してもっぱ らネ ッ トワー クへの ア クセスを

提供す る場合 には,そ の ノー ドを ター ミナルノー ドと称す る。それがメ ッセ ージの中継を行 な うのみ

であれば,そ れを非 ター ミナル ノー ドと言 う。 情報処理を行 なうノー ドは資源 セ ンター と称 する。資

源セ ンターは ネ ッ トワークへ のア クセス も必要 とす るの で1タ ー ミナル ノー ド機能 を行 なわ なければ

な らない。一般 に,ひ とつの ノー ドが3つ の機能全部を行 な う。

3.2.2.判 定 パ ラメー タ

ネ ッ トワークの判定パ ラメータは7種 に大別 す ることができる。 それ らのパ ラメー タは独立 したも

のでは なく,互 いに影響 し合 うもの であ る。 それ らの多 くは本来む しろ定性 的な もので ある。 それ ら

について良好 な定量 的な測度(基 準)・を求 め ることは困難であるが,そ の2,3を 以 下 に示す 。

リソース目標;こ れはネ ッ トワーク全 般において利用でき る資源セ ンターの機能 である。 それは,

た いていの場合,そ のネ ットワークの存在 理由で あり,考 え られ るいろいろなユー ザーの必 要の大半

を満たす よ うに選ば なければな らない。

ハー ドウ ェア ,ソ フ トウェア及 びマネー ジメ ン ト・ベース;ネ ッ トワー クはハ ー ドウ ェアと ソフ

トウ ェアを含む既存 のベースに構成 され るが,適 当なマネー ジメ ン ト構造を含 まなければな らない。

この ベースの性 格が 一般 にネ ッ トワー ク設計に大 きく影響す る。

トポロジー(位 相);ト ポ ロジーとはネ ッ トワー クの ノー ド間の地理的関係 を言 う.こ れは ネ ット
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ワークの構造,特 に資源 セ ンター機 能 に対 するユーザーのア クセ ス ,に 強 く影 響す る。

容量 と増 大;容 量 はひ とつのネ ッ トワー クにおいて処理で きる情報の総 量であ る。通例容 量は ,単

位時間 に遂 行で きるタスク(仕 事プ の数で測 るが,レ スポ ンス時間 やメ ッセー ジ通信 量などのフ ァク

ターも含む。一般的 に言 って,特 に多 くの資源セ ンター を具え たネ ッ トワークにおいては ,総 容量の

決定す ることが困難 である。 増大の可能性 は,ネ ッ トワー クの利用 の増 大が結局 追加容 量すなわ ち追

加装置 を必要 とす るとい う意味 で容量 に関係が ある。 ネ ッ トワー クは 十分に増 大に対処 できるよ うに

設 計すべきであ る。

正味価値;ネ ッ トワー クの正味 価値は供与 されたサー ビスの総価値 から ,そ のネ ッ トワー クの寿命

期間について測定 したサー ビス供 与の コス トを差 引いた もの である。 正味価値 は一 般に ドルで測定 し

てい るが,社 会 的 な便益 または得 られる知識 で表わす こともで きる6正 味 価値 は街 々のユーザーのみ

な らずネ ッ トワーク全体 にと って もプ ラスでなければな らない。

・生産性
,保 守,ド キ、ユメ ンテー シ ョン;生 産性は ネ ットワークの信 頼性,使 用可能度 および効率 の

積であ る,と 定義で きる。信頼性は処 理 した正確 な情報と処理 した総情報 との比 であ り,使 用可能度

は ネ ッ・トワー クのオ ーバ ーヘ ッ ド(管 理)を 含む処理時間 と リソー ス ・セ ンターにおける実際の処理

時間との比で ある,と 定義 できる。

角 い生産性 を与え るため には,保 守 と ドキ ュメ ンテー シ ョンが必要 であ る。 この内,後 者は保守 の

ための ド干 ユメ ンテ ーシ ョンのみ ならず,効 率的にネ ッ トワークにア クセ スし利用 するた めのユーザ

ー ・ドキ ュメ ンテー シ ョンも含む ものであ る
。

不 ッ トワt-一一ークのア クセ ス;こ のパ ラメータは,ネ ッ トワークの リソースにアクセ スするために設 け

られる各種 の端末装 置(コ ンピュータ,キ ーボー ド・ター ミナルな ど)を 指す ものである。ネ ットワ

ー クのアクセスは
,ユ ーザ ーの種類に応 じてネ ッ トワー クの利用 をで きるだけ効 率的にす るように正

しく設計 しなければ な らないδ

以上の1組 の判定パ ラメータは,コ ンピュー タ ・ネ ットワー クの設計に関係す る基本的な管理決定

を肥 えよう とす るもので ある。 これ らのパ ラメータはおおむね定性 的 であ るが,そ の 「価値」 を定 め

て正 しい技術設 計 を選べ るよ うにすべ きで ある。

3.2.3.機 能 の 構 成

機能構成 ぽネ ッ トワー クの諸素子 の分 類で あ る。 それは個 々の機能を分 離 し,ネ ・ソトワーク諸要 素

間の 関係を決定 し,ネ ッ トワークの各節点 に対す る機能の割当 ての基礎を与え るもので ある。ハー ド

ウ ェ・ア,ソ フ トウェア及び フ ァームウ ェアとい う普通の分 け方の代 りにこの機能 的な方法を 用い る。
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ネ ットワークレベル

処理 レベル

サー ビス レベル 非 タ ー ミナル
ノ]ド 機 能

コ ン ビ ュ ー.タ ・ネ プ ト

ワ ー ク機 能

装 置 イ ン ター フ

ェー ス機 能

図4ト ップ レベ ル の ネ ッ ト ワ ー ク 機 能

b

`

この構造はい くつかの細分 レベル(準 位)に 分れ る。 各 レベルの機能をそれよ りも下位の レベルに

お ける構成諸 機能 に分解す る。図4は3つ の上位 レベル,す なわちネ ッ トワーク,処 理お よびサー ビ

スの各 レベル を示 した もの であ る。

{1)』ネ ッ トワー クと処 理 レベル

ネ ッ トワーク レベルは,単 に コ ンピュータ ・ネ ッ トワー クに おいて行 なわれるすべての機 能を包括 し

た もので ある。処理 レベルにおいては,情 報処理機能を ネ ッ トワーク処 理機能 か ら分離す る。 前者

はネ ットワークにお け るデータの 操作と記憶 に関す るもので あり ,一 般 に リソース ・セ ンターで行

なわれ る。機械の機能 と人間 の機能 の両方が行 なわれ る。 ネ ッ トワーク処 理機 能はネ ッ トワークの

各 ノー ド間 の情報の制御 と流れ に関す る もので ある。 たいていの場合 ,情 報は ター ミナル ノー ドと

資源セ ンターの間を 流れる。

(2)サ ー ビス ・レベル

サー ビス ・レベルの機能 は システムの処理要素を対 象に した もので ある。 この機能は ネ ッ トワー ク

処理側 において次の3つ の構成 機能 に分れ る;隣 り合 った2つ の ノー ド間 におけ る情報の物理的移

動 に関す る リンク機能 ・;ひとつのノー ドにおけ る2つ の リンク間 の中継サ ー ビスを行 な う非ター ミ

ナ ルノー ド機能;ユ ー ザーに情 報の門を提供す るター ミナ ルノー ド機能
。

情報処 理側におけ るサ ー ビス ・レベルは システム機能 とユ ーザー機能で構成 され る。前者はユー

ザープ ログ ラムの準備 と実行 を支援す る資源 ・セ ンター 内のすべ ての操作を含む ものであ り ,後 者

はユーザー プロ グラム または応用 プログラム とそれ に必要な支援 スタ ・ソフであ る
。
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あるユーザ ー ・プログラムがネ ッ トワー クとのイ ンター フェースを望む場 合に は通例,標 準周辺 装

置への入出力操作 と同様に システム ・ル ーチ ンのサー ビスを要求す る。 図4は この システム機能の

分 解の一部分 のみを示 した もので ある;タ ー ミナル ノー ド機能は一般周辺イ ンター フ ェー ス機能の

一部であ り1一 方・機 能は監繊 能の一部であ6 ・シ・テ機 能とユーザー機倉旨硬 に馴 な区

分は後に示 され ている。

{3){レ ベ ルのネ ッiトワーク処理機能

'

ネ ッ トワ ーク処 理 機能

リンク機 能 非 タ ー ミナ'ル ノ ー ド機 能
タ ー ミナ ル ・ノー ド 機 能

伝 送
'イ ン コ ン ト ロ ール メ ッ セ ー シ

コ ン トロ ー ル

ユ ー ザ ー

イ ン タフ ェ ース

ル ーチ ン グ と

保 全

集 信 馳 と

多 重 一化 一
ス ケ ジ ュー リング 測定と統計

図5ネ ッ トワーク処理機能

図5は ネ ッ トワーク処 理側 におけ るサ ー ビス レベルの機能の細区分 を示 した もの であ る。 これ らの

の内のい くつ かは所定 のネ ・ソトワー クに存在 しないことがある:と い うことた注意 されたい。 各構

成機能を以下で簡単に考察す る。

伝 送;伝 送 機能 はひとつの リンクにお けるデータの移動に関す るものであ る。 この機能 は帯域幅,

タ イ ミング,方 向性,分 配方法,信 号 方法及 び平行度に影響 され る。

ライ ンコン トロール(回 線制 御);ラ イ ンコ ン トロールは リンク機能 な らびに非 ター ミナル及

びター ミナル ノー ド機能と考える ことができ る。 これは メッセー ジ ・コン トロール機能 と伝送 機能

の間のイ ンター フェー スを構成 す る ものであ る。 ライ ンコ ン トロ」ルは,メ ッセー ジ対象 ソフ.トウ

エアか らの メ ッセー ジを伝送のた め文 字または ビッ トの 流れ に変換 し,受 取 った流れを メ ッセー ジ

にアセ ンブル し,ダ イヤル と応答,エ ラご ・チ ェック,そ の他の 動作 を行 なう。 実施す る特定の機

能 は設計の細部 によ って異 なる。

メ ッセー ジ ・コン トロール;こ の機能は ネ ッ トワークに おけ る物理 的なきま りに従 って メッセー

`
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ジの流れを規制す る。 この機能 は ライ ン コン トロール機能を利用 して物 理的 なメ ッセー ジの送受を

行 ない,場 合 によ り肯定応答 メ ッセー ジを発生す る。 メ ッセー ジ ・コン トロールは非 ター ミナル及

び ター ミナルノー ド機能であ ることに注意。

ユ ーザ ・イ ンターフ ェース;ユ ーザ ・イ ンターフ ェース機能 はユ ーザ のための デー タを準備 し
,

あ るいはユ ーザーか らデータを受 け入れる。 この機能 は ,テ レタイ プ ノー ドにお いては,ダ イ ビン

グ及びキーボー ド読取 り動作を含 み,遠 隔 ジョブ入力 ノー ドにおいてはカ一一ドリーダ及 び ライ ンプ

リンタ動作な らびにバ ッフ ァの割 当て と管理 を含む。

ター ミナルノー ドが資源 ・セ ンターの場合,ユ ーザー はネ ッ トワークを通 して別の ノー ドと通信

す るプ ログ ラムである。 この場合 ユーザー ・イ ンター フェー スはユーザー ・レベ ルにおけ る論理的

なプ ロ トコル とメッセージ ・コン トロール 機能の物理 的なプロ トコルとの間の リンク となる。

その他の 機能:ル ーチ ングと保全,集 信 と多重化,ス ケジュー リング,測 定 と統計が その他 の低

レベル機能 である。 その有無およ びその細 部動作は ネ ッ トワー ク設計 によって異 なる
。 スケ ジュー

リングはい ろいろな機能が始動 され る順序を決 めるもの であり,通 常 ハー ドウェアとソ フ トウェア

において部分的 に実施 される。

オペ レー ションに関す る事項:上 述の機能構成 は直接に色 々な動作上 の相 互依存関係 を対 象に し

た ものではない。 その相互依存 関係を示す ため図6を 検討する。 この図 はひとつのネ ッ トワークに

お けるター ミナル ・ノー ドと非 ター ミナル ・ノー ドの間の接続 図である。各紙 レベ ル機能 はモジュ

ールと して示 してある
。 ター ミナル ・ノー ドにおけ るユーザー(又 はユーザ ープログ ラム)は メ ッ

セ ージ ・コ ントロール との ユーザー ・イ ンター フェースを通 して通信 し
,メ ッセージ コン トロール

は ライ ンコ ントロールを介 して実際 の伝送 リンクと連絡す る。 も う一方の(非 ター ミナル)ノ ー ド

には補助ライ ンコン トロール機能が あ り,別 の メッセージコ ン トロール機能 に連結 されてい る。 非

ター ミナル ・ノー ドに接続 され た第2組 の メ ッセージおよびラインコン トロール機能 があ る。

ら

、
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図6ネ ッ トワーク機能のオペ レー シ ョナw関 係
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本 論文は コ ンピュータ ・ネ ットワークの分析を要約 した ものであ る。 本書 は機能 的な方法を用 いて

コンピュータ ・ネ ッ トワークを判定す るための骨組 となるもので ある。 小 さな研 究用 コンピュー タ ・

ネ ッ トワー クの設計 に色々な判定パ ラメータを応用 した。 そのパ ラメー タは適正な設 計を 選択する際

に役立つ ことが判明 した。実際の設計 は,ハ ー ドウェアと ソフ トウェア において色 々な機能を総合す

るための優れ た手 段で ある機能的構 成法 を基 に して実施 した。

'

'

`
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3.3教 育 用 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク

MartinGreenberger(ジ ョ ン ズ ・ホ プ キ ノ ス 大 学 ,BaltimoreMaryand)

、

`

国 内および国外 の高 等教 育用 コンピュータ ・ネ ットワークの増加に より ,ユ ーザ ーとサプ ライヤの間

に立つ新 しい種類 の組織 一 共益 ネ ッ トワークすなわ ち 「lFacilnetI'一 が必要 とな
っている。Faciln-

etは 色 々なサプ ライヤか らの情 報サ ー ビスをまとめ ,そ れか らのサ ービスを教育 関係のユーザーに対

し計算サ ービスセ ンターを通 してユ ーザ ーの施設 に供与する組織 と して考 案されたものであ る
。 この

Facilnetは デ ータ通信 またはパ ケ ッ ト通信 を尋問 とす る新 らしいキ ャ リアと密接 に関連 して働 らく
。

その キャ リアの通信 システムを利用 してサプ ライヤの コンピュ ータ とユーザーのター ミナルを相互 に
ぺ

接続 す る。 米国内 にお いては,2 ,3の 大形 琉cilnetを 設 置 すれ ばテ レビ業界 と教科書販売業界 と若

干の類似点 を持 ち商業的 に競争 力のあ る業界 が構成 されるであろ う。現在営業 しているいくつかの会

社が この事 業に移行で きる ものと考 え られ る。別の方法 と して ,高 等教育施設が公共放送 システ ムや

米国教育 テ レビに類似 した単独の総合Facilnetを 単 独で設置す ることもで きる。 政府の融資 の性質 と

規模 が今後の成行に強 く影響す るで あろ う。

⑨

`

3.3.1米 国 に お け る 教 育 用 コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー ク の 開 発

1970年 代 は 米 国 の 高 等 教 育 の た め の コ ン ピュ ー タ ・コ ミュ ニケ ー シ ョ ンネ ッ トワ ー ク が 多 数 開 発 さ れ

た,例 え ば

(1)地 域 別 及 び 州 別 の ネ ッ トワ ー ク。 例 え ば 北 カ ロ ラ イ ナ のTriangleUniversitesComputation-

Centerな ど。

〔2)大 学 間 提 携 ネ ッ トワ ー ク。 例 え ば ミ シ ガ ンの 三 大 学MERITネ ッ トワ ー ク。

C3)商 用TSSネ ッ トワ ー ク 。 例 え ば|lTYMSHARE社 のTYMNETシ ス テ ム やGeneralEl-

ectric社 の 世 界 的 な コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ・。 トワ ー ク

(4)特 定 情 報 ネ ッ トワ ー ク。 例 え ばBethesdaMaryland,に あ る 米 国 医 学 ラ イ ブ ラ リ ー のMED-

LINEサ ー ビ ス,オ ハ イ オ 州 コ ロ ン ビ ア に あ る オ ハ イ オ 大 学 ラ イ ブ ラ リー ・セ ン タ ー の 図 書 イ ン

デ ッ ク ス ・サ ー ビ ス 。

(5)ARPANETと し て 知 ら れ て い る 米 国 研 究 ネ ッ トワ ー ク。 こ れ は デ ー タ 通 信 の 効 率 と 信 頼 性 を

著 し く改 善 す る パ ケ ッ ト ・ス イ ッ チ ン グ方 式 の 道 を 拓 い た も の で あ る。

こ れ ら の ネ ッ
,ト ワ ー ク は 既 に 高 等 教 育 に お け る コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス お よ び 情 報 サ ー ビ ス の 組 織

と提 供 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る。 しか し,そ の 真 の 重 要 性 は 今 後 に あ る。 そ の 今 後 を も た らす と 考

え られ る ひ と つ の 可 能 な(実 現 性 の あ る)筋 書 に つ い て 検 討 して み る こ と に す る
。

3.3.2コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ の 動 向

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク の 進 展

コ ン ピ ュー タ ・ ネ ッ トワ ー ク は2つ の ル ー トに 沿 っ て 進 展 し て い る;そ の ひ と つ は 技 術 的 な ル ー ト
,
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もうひとつ は組織的なル ー トである。 これ らの路線 は重複 してお り,ひ とつ に集 まるこ とも考え られ

る。

技 術的 なルー ト

技術的 なル ー トは1940年,1950年 代 の単一ア クセ スコンピュータ(SAM)か ら1960年 代 の

複数 ア クセス コンピュータ(MAC),次 い で.1970年 代 の ネ ッ トワーク(NET)へ と移行 した。

SAMの 問題点は2つ あ った,す なわ ち,ユ ーザーが機械 を待 ち,機 械 がユ ーザーを待たなければ

な らなか った。多忙 な機械 のユ ーザ ー達 は,コ ンピュ ータ ・リソースに対す る極 めて小 さな要求の場

合でも非常に長い間待機 し,コ ンピュータ(更 に正確 に言 うと,コ ンピュ ータの中央処理装置)は,機 械

にお けるジ ョブによ って要求 された情報 が シークされ周辺 装置か ら入 って来 る間,遊 んでいた。第3

q)問 題 もあった。 すなわ ち,ユ ーザ ーが しば しば遠 い場所 か らSAMの 所 までや って来なければな ら

なか った。例 えば・194Q年 代 及 び1950年 代 の初めには 多 くの ユーザ ー達が仕事を コンピュータにか

け るためカ リフ ォルニ・アあるいは ワシ ン トンか らニ ュー ヨーク市,フ ィ.アデル,あ るいは ケ ンブ リッ

ジ,マ サ シ.ユーセ ッツへ横断旅行 を した ものである。

MACは 遠 隔 ター ミナルおよび地方の1テ ーシ.ヨンか らい くつかの ジ ョブを同時 に入れ ることがで

きたので以上 の諸 問題 が緩 和 された。MACは 技 術的に前進 した ものであ った。 それ はコ ンピュータ

ハ ー ドウエア,ソ フ トウエ ア及 び通信 の改善 を必要 と した。

MACに も難点 があ るが,そ れ は異 な る次元 のものであ る。1台 のMACが 、1時間,・1日 ある いは

1週 間の間使用を継続 で きる程 の顧客 がない ことがある。同 じ時間に別 のMACに 顧 客 があふれるこ

とがあ る。それ らの機械が同 じ屋 根の下 にない と負 荷を分担 した り資源を共 用す ることがで きない。

更 に,,MACは 理 論化学 の計算 に関 して極めて高速 の処理能力および高速の プ ログラムを有 し,一

方別 のMACは デ ータ管理 用 と して大きなデータ記憶装 置と広範 なオペ レー シ ョン ・システ ムを持 っ

てい ることがあ る。1台 の機械のユ ーザ ーが他 の機械の資源にア クセ クできないのが いかんであ る。

NETは ユ ーザ ーター ミナルとMACを 相 互 に連結 し,・,ユーザ ーとその代理 人が場所 や組織の系列

に関係な く異 な るシステ ムの資源を求 める ことので きる市場を提 供す る。MACと 同様,NETは 技

術的 に一歩前進 した ものであ る。、その新 らしい点 は八二 ドウエア及び ソフ トウエアの通信 イ ンタ ーフ

エニス,デ ィジタル ・トラフイ ジクの スイ ッチ ングと伝送の方法であ る。

組織的 なルー ト

専用 の コツ ビュータを具 えた初 めの組織はユ ーザが集 まる戦略的な場所 に置かれ ることが多か った。

これは,ひ とつの大学内で は,ひ とつの部 または研 究プ ロジェク トの研究室であ った。1960年 代 の

後 半までには,た いていの大学 が中央計算設備の考 え方 に移行 し,多 くの大学 は設備のサ ー ビスを時

分割 方式 あるいは遠隔バ ッチ処理 方式で各 独立個所 に分配 した。同時に,研 究室お よび研究 プロジェ

ク トにおいては ミニ コ ンピュータが盛んにな った。 この極 めて経済的 な小形機 は限定 された ユーザー

のための特定 のアプ リケ ーシ ョンを 目的 と したものであ る。

大学の場合,コ ンピュータ ・ネ ッ トワ ークは下記 の主要 目的に利用 でき る:、.

(1)大 学 の各部の計 算セ ンターを結ぶ ことができるので,ひ とつの部が主サ プライヤの機能を行ない,
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他 の部は補 助的なサ ー ビスを行なうのみでよい。 これは特に州大学 システムにおいて有意義 であ る。

(2)各 研 究室 の ミニ コ ンピュータを互 いに連結す ると共 に部の中央設備 に接続 して ミニ コ ンピュータ ・

に追加の処理能 力および追加 データ ・ス トアへの アクセスを与え ることがで きる。

(3)中 央 設備の活動範囲(リ ーチ)と 顧 客ベ ースを地域 内の他 の施設へ延長 できる。 この ため ,他 の

施設が専用 の コンピュ ータを設置 も しくは増 設す る必要 がな くなり,同 時 に,中 央設備 においては

よ り強 力で経済的 な機器を具え ることができ る。 この方法により若干の大学は ,最 近の厳 しい予 算:

の 下で,大 形 コ ンピュータの返却や トレー、ドを避け ることができた。

(4)各 大 学が相互提携の コンピューテ ィングを行 ない,資 源を共用 し,そ れ ぞれの相対 的な長 所に応

じて特殊業務を扱 い,余 剰負荷を再 分配す ることがで きる。

商業,特 に世界中 に業務を拡げ営 業所 を持 ってい るGeneralElectric,『IBMな ど の大 会社 も,コ

ンピュータ,ネ ットワークを形成す る動機 を持 ってい る。 更に ,ネ ッ トワークによ りコンピュ}タ ・サ

ー ビスのサ プライヤ はその市場を拡 大 しサ ービスの提 供を向上 することができる
。

ひとつの組 織,例 えば ひとつの大学 あるいは会社,に よ って全面的に運用 され るネ ッ トワーク ,と い

い くつかの組 織によ って共同運用 されるネ ッ トワークとの間には大 きな相違が ある。 ただ し ,共 同運

用 の場合 は共 同機構 を監視す るひとつの新 らしい組織 を結成 することがあ るの で,区 別が必ず しも鮮

明でない場合 もあ る。TriangleUniversitiesComputalionCent'er'が その1例 で ある。組織 ライ ンを

横切 るネ ッ トワークの政治的な問題 は組織 がひとつのネ ッ トワークの場合 よ りもかな り重大で ある。

計算サ ー ビスの進 展

計算 システムの構造 と性格 に生 じてい る変化 と共 に,ユ ーザーへのサービスの提供 の方法 と形式 も

進展 してい る。

(1)プ ロ グ ラミング及 び計算サ ー ビスと

(2)デ ー タ ・サー ビス

が主 な2種 の サー ビスである。

2.2.1プ ロ グラミングと計算 サー ビス

コ ンピュ・一テ ィングの初期 においては
,ユ ーザ ーが 自分の 目的と用途 に合 った専用のプ ログ ラムを

書い てい た。 まもな くユーザー達は同僚の研 究者達 とプログラムを共用 し,次 いで 自分達 の知 らない

人 々(例 えば第三 者か らあるいは雑 誌の記事でそのプ ログラムにつ いて知 った人 々)と も共用す るよ

うに なった。 この傾向は全国的な規 模の共用 配置 ,仮 名 ユ ーザ ーの ための プログ ラムの文書化の努 力,

若 干の標 準化,を もた ら した。 コ ンピュータ ・メ ーか 一達は特にプ ログラムの ソフ トとハ ー ドの価格

分離(Unbundling)と 料 金請求(Charging)の 前 の時期 に プログラムの共用 と分配の促進 に努 めた。

遠隔 コ ンピューテ ィング,タ イム シェアサ ービス及 び現在 のネ ッ トワークの開発に伴 い ,プ ログ ラ

ムは それ 自体の生活 を営 むよ うにな った。作者が誰で あるか
,何 処でプ ログ ラムが書 かれ たか,と い

うこ とは何処 にプ ログ ラムがあ りそれが どの ように使われ るか,と い うことと殆ん ど同様 に意 味がな

い。 プ ログラム ・パ ッケー ジの販売が この傾向を助成 して いる。良好な文書 化 ,プ ロ グラム支援 およ

びユ ーザ ー援助の必要が従来よ りも大き くな った。
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デー タ ・サー ビス

プ ログ ラミング ・サrビ スと同様,計 算機 ランの ための データはもともと1人 の ユ ーザーの財産で

あ った。ユ ーザーは便利 な再利用を考えて機械で続取れ る形 で磁気 テープにデータを貯 えることがあ

ったが,そ の テープが他 の者 と共用 され ることはめ ったになか った。

今 日の状況 は全 く異 な るものであ る。 セ ンサス ・テ ープは広 く配給 されてい る。宇宙,海 洋,大 気

の調 査のため コンピュータ化 されたデ ータバ ンクがある。医学,化 学,物 理 の文献 については自動 化

され た精密 なイ ンデ ックス ・サー ビスがあ る。若干の会社 は経済 の時系列について大 きな最新 のデー

タバ ンクを整備 してい る。等 々であ る,.こ れ らの デ ータバ ンクの多 くはコンピュータによ るもので あ

り,そ れを処理 し分析 するプ ログ ラムと共 に遠隔 ア クセ スが可能で ある。'デ ータバ ンクは世界 中の 多

くの人々 によ って利用 され共用 され てい る。

共用の傾向

か くしてプ ログラム とデ 一夕バ/ク はそれ らの開発者 か ら別 れて別 々の もの にな りつつあ り,書 物

と同様 に広 く利用 され分配 されている。 これは 明 らかに極 めて重要 な傾向である。 それは コ ンピュー

タ技 術の採算 を極 めて大 きくす る方 向に動 き,成 長の最初の1/4世 紀 におけ るコンピュータ分野 に

付随 していた広範 な重複 ど非能率はな くな りつつ あ る。

ネ ッ ドワrク の開発 は,こ の共用.・Xの傾 向を必要 とする と共にその実現の ための有 望な手段 を提 供

す るもので ある。 ネ ッ トワークが組織の ライ ンに交 叉ずる とい う事 実が共用の プロセ スをかな り複雑

に してい るが,そ れ はネ ッ トワークに対 しその最 も明白な特性 とな りうる状況を与え'てい る。

2:4tユ ー ザ ー 対 シ ステ ム

初期の コン ピュータ ・ユ ーザーは 自身のプ ログラムを組むのみな らず実行 もした。 彼等 はみずか ら

オペ レータであ った。 オペ レーシ ョンの間に何か不具合が起 ると,彼 等は コンピュータか ら去ること

な くダイヤルをい じり,カ ー ドをパ ンチ し,正 常 に戻す よ う努め た。

このユーザー ・オペレー シ ョンは,比 較的安 い コンピュータ,例 え ば研究用 ミニ コンピュータ,な ど

の場 合を除 いては,既 にず っと以前 に姿を消 している。 ・'"・

ユーザ ー ・オペレーションは ,よ り高価 な機械 の場合 はあま りに もむだの多いや り方 であ った。 それ

に代 ってバ ッチ処理,ク ローズ ドシヨ〉プおよび精功 なオペ レーニテ ィングシステ ムが登場 した。

しか し,ユ ーザ ーは システムがユーザ ーを完全 に背 景に押 し込む ことを許 さなか った。 ユ ーザ ーは

・現在 の遠 隔 タイムシェア・システムの中に再登場 している。 これはユ ーザー支援,援 助の必要 を強めて

い る。現 在ユ ーザ ーはオペ レーシ ョンか ら離 れてお り,ユ ーザ ーの行為 はオペ レーテ ィング ・システ

ム及 び他 の同時ユ ーザ ーの行為によ って抑 制 されてい るが,ユ ーザ ーはある程度の 自律性を持 ってい

・る
。

コンビ▲ユーテ ィングの歴 史全般を通 じて システムとユ ーザーの間には明 らかな張力 があ る。す なわ

,ちユ ーザ ーは前進 して,利 用で きるコン ピュータ資源 と設備を 自分の問題の要件 に適 合させ新 らしい

革新 的な アプローチを求め よ うと し,シ ステムは前進 して効率 を増大 し,資 源共用の機会 を設 けてい

る。 コンピュータネ ッ トワー クは この上昇 のプ ロセスにお ける最 も最近の段階であ る。
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このプ ロセ スにおい て重要 なのは ユーザ ーを援助 し
,ユ ーザーの必要事項を理解 し,良 好 な 文書を

提供 し,事 務管理機 能 とマーケ ッテ ィングの機能 を扱 う代理 人で ある。 ネ ・ソトワークの進展に伴 って

こ の 代 理 人 は 今 ま で に な く重 要 な も の に な っ て い る 。 そ れ を 共 益 ネ ・ソ トワ ー クttFacilnet"と 称 し て い

る。

3.3.3FACIIＬNET

三種 のネ ッ トワー ク

米国 における単科大学 および総 合大学 のコ ンソーシアムTlEDUCOM・ は昨年,研 究 と教育のた

めの全国 ネ ッ トワークの構想 について一連 のゼ ミナールを開いた。 このゼ ミナ ール は米国科 学財団が

後援 したもので,そ れ に関する諸 論文を最近M.1.T.Pressが 一 冊にまとめ て刊行 した。

そのゼ ミナールは ネ ッ トワークの開発 に際 して当面 した管理 と組 織の諸問題を中心課題 と した もの

であ った。 ネ ッ トワークを下 記の3種 に区分 した:

(1)サ ー ビス,設 備お よびそのユーザ ー,の ユ ーザ ・サ ーE"ス ・ネ ッ トワーク。

② ネ ッ トワークの区間 にお いて ひとつの場所 か ら他の場 所ヘデ ータを伝送 する伝送 ネ ッ トワー ク

③ サプ ライヤか らユ ーザ ーへ信頼性 と汎用性 のある効率的なサ ー ビス供与 ができる』よ うにする共 』

益 ネ ッ トワー ク。

ゼ ミナールの参加者達 は共益ネ ッ トワークが今後 の発展の鍵 にな るもの と考 えた。

Facilnetの 機 能

Facilnetは 伝 送 ネッ トワークとユーザー ・サービス・ネットワー クの仲介となるもの である。 これ は ラ

ジオや テ レビの放送 システ ムになぐ らえる ことがで きる。Facilnetが 提供 する機能 は下記の一 部また

は全 部とす ることが でき る:

(1)伝 送 コー ドなどにつ いて基 準を設定 し実施す る。

② ユ ーザ ーの基本 プロ トコルを定め て実行す る。

③ 集中式会計 ・請求を行 な う。

(4)文 書 の提供 および一 般的 なユーザ ー支援を行な う。

⑤ コ ンピュータ ・サ ー ビスの市場を作 る。

⑥ ネットワーク・コンピュ ータとメ ッセージ処 理装 置の間 にイ ンタ ーフェース ・ハー ドウエアと ソフ

トウエアを提 供す る。

⑦ 通信サ ー ビスが放送 システムか ら関係 ラジオ局 およびテ レビ局 に提供 され るのと同様 に
,ひ とつ

又は ひとつ以上の伝送 ネ ッ トワークか らユーザー ・サービス ・ネ ットワーク に対 して通信 サー ビスを提

供す る。

Facilnetは 書 籍出版会社 と同様 に重要 なマーケ ッテ ィングの役割を持 っている。その代表者は常に

顧客 と接触 して必 要事項 および所望事項 を判定 し,か つ サプライヤと接触 していか なるサ ー ビスを利

用で きるかについて熟知す る。Facilnetは,現 在 の サー ビスを有望 な顧客 に知 らせそのサ ー ビスの利

用 方法を指摘 するこ とによ ってセ ール スの機能を行な う。 また ,サ プライヤに対 してユ ーザ ーの希 望

事項を示 し,新 製 品あるいは改善に関す る提案を行な って供給促 進の機 能を果す。 ユ ーザーとの接 触
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は,卸 売人 たる供給組織 とは対照的 にサ ー ビス小売 人たる利用施設の コ ンピュータ ・セ ンターを通 し

て行 な うことがで きる。 また,Facilnetは デ ータ通信 キャ リア,伝 送ネ ッ トワークの オペ レータ,と

も密接 に提携す る。

別の形式

出版会社,タ イム シェアシ ステム会 社,コ ンピュータ ・メーカー,あ るいは民間 にお けるその他 の

会社 は,希 望す る場合,高 等教育用 コンピュータネ ッ トワーク事業のFacilnetと な ることがで きる。

この道 が取 られ る場合は,い ずれ上記 の如 きほぽ3つ の組織 がその分野の主流にな り,競 合力のあ る

業界 の性格 を与 えることになろ う。

一方 ,教 育施設 は,公 共放送 シ ステムお よび米国教育 テ レビネ ッ トワークが米国 内のすべ ての教 育

テ レビ局 にサ ービスを行 な ってい るの と同様,すrc.て の 大学 にサー ビスす るひ とつの総合的なFacil-

netを 高 等教育 の分野 内に設置す るこ とがで きよ う。現 在EDUCOMで は その可能性 を検討す るた

め主な教育 ・研究機関 の代表者 の企 画審議 会の結成を進めている。

ネ ッ トワークが全 国の研 究,教 育施 設 に貢献す ることが考え られるので,連 邦政府 がネ ッ トワーク

の今後 の発展 にお ける重要 な関係者 となろ う。 政府はその発展 における背景 的な役割 を演ず ることも

で きるが,そ の財政 的な支援 が発展 のペ ースと方向を左右す る点 で重要 である。各 州および地方 当局

も関係 し,大 きな利益を受 け るこ.とにな る。

'

h入
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3.4有 線 医 療 社 会

Silvestein,M.E,ア リゾ ナ 州 立 大 学,Tucson,Arizona,USA

この小 論は,通 信 と計算機科学 が,医 療産業(heaithdeliveryindustry)の 諸 問題 の大 部分を解決

す るための実際的で経済的 な可能性 を持 っているとい う主張 に関す るもので ある。医療産 業は,そ の

生産性 を増 す ことによ って各国の全市民 に適 当な費用 で良質の医療保護を与 える必要 がある。

この主 張を支持す るため に,医 療 不足 問題 の計算機通信 による解決を実証す る一般的 計画につ いて

述べ,次 に最近南 ア リゾナ地域 で組 み立 て られてい るシステムの主 な原型の一部分を紹 介す る。

更 に,地 域的医療 テ レメ トリ・ネ ッ トワークは,財 政的援助や構成準備 期間 を必要 とする,マ イク

ロ波,赤 外線,レ ーザ光線 によ るネ ッ トワー クというな じみの うす いメデ ィアによる必 要 もな く,ま

た新 たに巨大で気 の遠 くなるほ ど高 価な端末装 置を開発 しな くても効果的に構成 でき るとい うことを

実証 した い。 既存 の商用電話 ネッ トワーク及 び国 際回線 は既 に,全 国的及 び国際的医療 患者保護 のた

めの ネッ トワー クを運営す るに必要 なすべての伝送 リンク,交 換能力,及 び トラフィク管理能力を持

ってい る。 したが って,新 たな医療 設備が必要 であ るとは思われ ない。適 当な計算機通 信機器 が与え

られ るな らば,既 存の医療関係従事 者の人口 と施 設で,社 会が現在必要 としているサー ビスを量的 に

も質的に もすべ て与 え られ ると思われ る。

、

3.4.1有 線 医療社会で処 理すべき医療 問題

需要 と供給 の不均衡 合 衆国での,1974年 度 の1,110億 ドルの経費に もか'かわ らず,急 速 な

需要 の増 加のため もあ って,質,量 共に最適 な満足 は得 られないであろう。最近の法令 と社会的変化

で,す べてのア メ リカ人が高度 な治 療や医療 を受 け られ るよ うにな ってい る。 これは,長 期にわたって

西 ヨーロ ッパ の諸国で作 り上げ られて きた傾 向に従 うものである。 また,各 個人が"要 求す る"高 度

な医 療の量が,検 査,新 薬,新 しい器具,新 しい技 術で得 られ る事 が診療所で利用で きることによ っ

て,毎 年増 えて いる。1950年 度 の120億 か ら,1960年 度 の260億1970年 度 の670億,1974年

度 の1,110億 に 経費が増加 してい ることか ら明 らかな,医 療産業へ どん どん金を注入 していくことで,

この問題 は部分的 には解決 され る。サ ー ビスが供 給 されなけれ ば,利 用で きる金額で購 入で きるサー

ビスの質以下 に なる。130も の地域 で,経 験の あ る医師がいない。5分 の2に 近い州で,100 ,・OOO人

の患者 に85～104人 の 医 師 が居 る,7っ の 州 では,100,000人 の 患者に対 し85人 以 下の 医師

が居 り,12の 州 では,100,000人 の 患者 に,105～104人 の医師 が居 る。そ こで 合 衆国の医療サー

ビスの絶対的 な不足のために,医 師 と看護婦 の能力 が,1対1の 関係で,1度 に1人 の患者に限 られ

てい る現在の システムでは,広 い地域,険 阻 な場所,交 通 の渋滞箇所では,医 療を行 うことが困難 で

あ る。 合衆国 の厚 生,文 部省 での医療 サー ビス不足 の研 究で は,医 療サー ビスの粗 悪な,1,330の

地 域を挙げ ている。 これは,サ ー ビスの絶対量 の不足 と,地 理上や交通の困難 さによ る。 これ らの領

域の うち982が 地 域全体 であ り,166が 他 の市街地 とセ ンサス地域 であ り,185 .が重 複 したセ ンサ ス

地帯 であ る。
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医療供給の分配,分 散,質 教育機関と大学の病院では,都 市の集中している所 以外の病院で

は一般 に見 られな く,個 々'の医師の診 療所 では直 ぐには利用 できない利点があ ると一般 に受 け取 られ

てい る。主要 な教育 医療 セ ンターか ら離 れた人 々にサー ビスする医師や小規模な病院 の主な問題の1

つ に,緊 急に,完 全 で容易 に専門家や,・専 門家 の補 助員 にその診断装置 と伴に相談 す ることができな

い ことがあ る。 電話 で直ちに応答で きても,音 声の通信の制 限がある。 この コンサル タ ン トは,要 求

す る医師 と医療補助員 の医学上の検査 と検 出の標準 化 された言葉上 の考察に依存 してい る。 自分自身

では患者 を検査 できず,入 力デ ータは,不 慣 れな装置や要 因か ら導かれ るので,決 定 的な忠告,指 令,

決 定 を与 え るには気が進 まない ことに なる。音 声様式のみでは,専rl『 家 の コ ンサルテー シ ョンは誤解

され易 く,し ば しば不充分な時間で,署 名 のあ るハー ド・コピーの責任 と詳細を欠いてい る。特に重

要 な事は,外 科 の コ ンサルテー ションに重要 な図形情報 を欠 いていることである。

配分構造 の背景 一 医療産業 の分析的側面 現在 の医療産業 の構造は,部 分 的 には医学上 の

進歩 と無計画で無政 府的な歴史 展開 の結果で ある。基本 的な操作単位 は,治 療者 と患者であ る。治療

者 は普通パ医師,医 師の代理 人,看 護婦,技 術者,そ の他 同類 の人々であ る。 この関係は,聖 職者 で

ある治療者か ら指導 的な医師 と床屋医師の混合の時期 を通 って,現 在の医師と補助者 達の大規模な構

造 に至 るまで何 の変化 も起 っていない。

もう1つ の基本的 な操作単位 である病院 も,無 計画 に進展 してきた。・貧困者 や軍人 一家 族での保護

を受 けられない人達 の保護の ための収容所や宿泊所 と して始め られた避難 所が,治 療 を提 供 し始 め

た。患者 を1.つ の セ ンターに集 めることが,医 師の人力 や社会的効力 に関 して次第 に便利 にな ってき

た。診断所,・X線 研究所,手 術 室,分 娩室の医療技術が,」次第 に巨大に,高 価 にな るにつれ,こ れ ら

の施設は,フ デーマ ・シェル ター(farmershelter)に 集 中され,病 人や不治の病 いの 人のためのホテ

'ルの機能か ら
,診 断 と治療施設 の集合体 に変 って来 てい る。 しか し,厄 介なホテルの運営 が残 ってお

り,『今 日では最 も高価 で,わ ず らわ しく,咽 雑 な現代の病院 の)一 ス ・セ ンターの1つ であ る。

多 くの専門家 が.患 者が,こ のよ うに非常 に高価 な病院の ホテル部門でな く家庭で処 置で きると,

費 用が 急激 に安 くなるこどを指摘 してきた。

19世 紀 に'は,病 院は,医 療上の考えを交換す る場所 としての役割を果 しており,そ の後,公 式 の

.教育機関にな った。1940年 のFlexnerレ ポ ー トによ って,合 衆国の教育活動は50以 下 の大学病 院 と

ほぼ同数 の学 位許可機能を持 たない教育セ ンターに次第 に集中 されて きた。今 日では,約110存 在 し

てい る。残 りの7千 のアメ リカの病院では,小 規模 な自己教育プ ログ ラムを持 ち,他 の研 究機 関との

接触 が欠 けてお り,'早 期 に医学知識を得 られない欠陥のため,か なり偏狭 にな って しま っていること

が多 い。

z今 日の医療 衛生 産業は
,合 衆国で第3の 最 大規模 な集合的産業 となっている。1950年 に は,合 衆

国の医療産業 は,121億 ドルで,合 衆国の国民総 生産の4.6%が 医 療に消費され てい る。1955年 に

は,こ れ は約60億 ドル増加 し4.7%に 増 加 してい る。1960年 には,ア メ リカの衛生関係 費は,さ ら

に85億 ドル 増加 し,GNPの5."3%に 増 えてい る。5年 後 には,125億 ドル増加 してい る。1974年

に は,さ らに720億 ドル増 えてい る。
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この成長 の約19%が 人 〔]増の結果 で ある。31%が,新 たな薬学 ,腎 臓透析,移 植,外 科の進歩を

含む技術サー ビスの増加によ る。残 りの50%が,衛 生 市場環境 での需要 と供給の間の不平等を表 じて

い る。

その産業構造 は良 く知 られーてい ない。 医師,患 者,病 院が,そ の1角 を占めてい る。明 日でない も

の に,器 具の大 量の供給者,銀 行 や金融機関等,病 院の契約操作の管理 や貸 し出 しを行 うサー ビス機

関があ る。 正当な共同団体 も,医 療専門家 と して医療で活動的で ある。食料,リ ンネ ン,ク リーニ ン

グ,そ の他 のホテル運営の他の側面の供給者は,一 部の集合的産業である。病院 や医 師の土地 を得 た

実際の不動産産業 はドかな りの金融上,政 治上の影響を与える。 ここで,医 療労働力 が この産業で同

様 に巨大で あり,そ れは集約 的な労 働だけでな く真の意味 で手作業 である。医療 に,370万 人 を越え

る人 々,す なわ ち合衆 国労働者 の約20人 に1人 が病気 を直すために使われてい る。 なぜ な らば,我

々は,現 時点では,手 工業 の段階 にあ る。 ,

⇒

,

3.4.2生 産 性を増加す る試 み と手工 業

医 療の現状分析で,か な りの倍数 で急速に増加す るサー ビスの供給におけ る基本 的な困難 さを指摘

している。合衆国では,33万5千 人 を越え る医師がお り,そ の約278
,000人 が 毎 日直接 患者 の治療

を行 っている。一般 開業医 と専門医 の双方が,各 個 人の患者 と1対1で 面接 する関係に/週 間 に平均

46時 間 費や してい る。・ 医師達 は,自 分 自身 のデータを集め,自 分 自身 の決定 を行い ,±自分自身

の手で処 置する。

医療サー ビスの供給を増す非工学的 方式

1840年 に始 ま り,現 在の衛生保 全計画 に至 る医療 サー ビスの供給を増加 しよ うとす る努力では,

医療産業 内での医療管理の技術 をジ 手法 と器機を節約 して利用可能 な人力 を有 効に使 って根本的に変

えるべきであ るとい う目立 った示唆 を行 った人は誰 もいない。

購 売力 の増 加 政府補助 の医 療サ ー ビスr第3者 の保険補助,政 府 によるサー1ビズの増加によ

って,西 ヨー ロ ッパの国 々は,自 分 自身では良質 の医療 サー ビスを受 け.られ ない一 部の人達に,医 療

サー ビスを増 して きている。合衆国で は,こ のよ うな努力を急いで取 りあ げているが,す でに大量 の

供給 不足 に苦 しんで いる産業に これ以上 の金 を注 ぎこみ,購 売力 を与え る処置 は,基 本 的に役に立た

ず,イ ンフ レ的な調節であ る。

人力を増す'医 師の供給 を増 すた めに,大 部分の努力 をさいてきた
。 これは特 に合衆国 におい

てそ うであ り,医 学校 は,連 邦政府 の財政 面での補助 や,入 学を増すよ う"説 得"す る過程でて こ入

れ してきた。1970'年 には,100,000人 の アメ リカ人 に対 し1960年 の140人 ,1950年 の134人 に較

らべ158人 の 医師がい た。患者 の偏在 によ って,こ の供給の増加 に も偏差があ る
。'

労 力の分割 一 医療補助員 医学では,技 術の劣る者 が技術をあ まり必要 と しない仕事を行

うとい う論理的 ハイア ラキーが必要 であ る。合 衆国では,診 断や治療の作 業の うちのい くつ かを新た

な医療の準専門員 の クラスに委任 して,患 者 当 りの医師の労働負 荷を少 な くしよ うとす る動 きがある
。

この動 きで・ まだ医鮒 一 ビスの供給 に 目立 ・た増力日は生 じていな蹴 基本 的には研 鍛 階の調
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であ る。

医師の再 配分 すで に指摘 したよ うに,医 師は,ア メ リカの都市部,ニ ュー ヨー 久 ニュー ジ

ャー ジ,ペ ンシルバ ニアの 中部 ア トラ ンテ ック州 に集中 してい る。合衆国の人口 セ ンターをな してい

る標準都市統計地域 に,定 住 人 口の75%,医 師 の85%,病 院 ベ ッ ドの74%を 越 え るものが含まれて

い る。Duva1等 が,医 師の地理的再配分 を うながす誘 因を与え るよ う説 いている。 アメ リカ議会 が新

た に国家 医療 サー ビス ・コアを構成 し,地 方 の領域 に連邦政府 が給付 して医師を置 くよ う提言 してい

る。

生産性の増加 アメ リカの病 院の生産性 を増加 しよ うとす る努力は,患 者が病 院に在 る期間を

短縮 するための,病 院 内の患者 の治療の指導 の標準 と効用 の再検討を 中心 と して きた。 これは,医 療

人力 自体 の生 産性 には影響 を与 えないが,第3者 や政府の医療 の費用 を減少 することになる。 アメ リ

カ病院協 会 と臨時の病院団体 は,計 算機 化された金融の取 り扱い と計算機イヒされた規定食 の管理の分

野で,個 々の病院 内の管理技術 を向上す ることを提言 してい るが,こ れは病院の作業を能率良 くして

いる。合衆国全体 に渡 り,少 な くとも部分的には高度 な経営科学技術の現実 と神話に基づいていた会

社の コング ロマ リ・ソト主義 の波の間に,多 数の病院を個人の所有 と管理 の下 に置 く試 みがあ った。 た

.と え うま くい って も,こ の よう・な測定 は,患 者 に対す る診断 と治 療の要 素 と して作 動 す る医 療サー

ビスの供給 の生産性 を増加す るには至 らないので,そ の効果 には制 限があ る。

HarvardLawRevieuの 画 期 的な記事 で,主 要 な再構成の変化が まず,医 療 産業の生産性 を増す

ことにな ると指摘 してい るこ とを最後 に見よ う。提言 されてい ることは,単 一のわ く内で,単 一 の経

営構造 内で,手 作業 を再構成 す ることであ る。

前納(pre-・paid)グ ル ー プの試み は,た とえ,こ れが まだ重大 な程度まで起 きていないにせよ,時

間の節約の技術上の進展の導.入に優れた構 成上 の基底を与え てい る。

'

3.4.3'・ 医 療配分の生産性 を増 す生物工学 的方式 一 計算機 と通信

医療 の重 大な時 期 医療 と衛生産業 がその歴史で重大な点 に到 達 してい るとい うことが私達の

前提であ る。 それは,患 者 の治療 のための人力 の節約の ため に器具を導入 し,既 存 の労 働力 の能 力を

倍化す るこ とで得 られ る生産性 の増大で特 徴付 け られ る。技術 の変化 で,伝 統的な医療の実際 が,他

の人 々が示唆 してい る程 の変動が起 るとは思われないのは不思議 である。 古典的 な"技 術 社会"で,

J。,q。,Ell。1は,科 学 を基 礎.とす る産業はすべて・劇 の劔 紀 がよ 順 い製品を生 み出すよ 順 い

技 術を進め よ うとす る個 々の技術家で特徴付 け られ ることを示唆 してい る。 製品の質が最高の値に ま

で増す と,生 産の過 程が手作業で あるため,人 口の大 部分を拒む ことにな る。 繊維 産業や国際通1言産

業の いずれ力)を例に見 ると,そ れぞれ,生 産 とサー ビスの分野で この展開を たど ってきた ことが明白

である。 市場の需要の 圧力 が充分成長 して しまうと,科 学 に基 づ く産 業は,労 働節約 の器具が導入 さ

れる歴史的 な危期 を通 ることになる。著 しく増加 し,費 用が減少 す る。 これ が,医 療 の現在 あるとこ

ろである。面 白い ことに,必 要 な器具を 供給 する ことが,医 療産業 に提供で きる最 も変化の少 ない計

画であ る。,
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時間を節約 し,人 力を倍 加することで生産性 を増 す工学 の役割 は,医 療 に対す る他の ものの寄与 に

較 らべ るとまだ少 ない。多分最 も意義 のあるものは,心 電 図 や,救 急 の所 か ら無線や有線で心電図

の緊急な遠隔測定の 計算機 による解釈であ る。 さらに,心 臓病 の コンサルテー シ ョン ・サー ビスで,』

心臓病の コ ンサルタ ン トとの電話での通信 とEKGの 計 算機 によ る解釈を含む ものが,い くつかの都

市部でのび てきている。

計算機にか け'られ る レコー ドの保持 におけ るかな りの進展 が, ,ス トックホル ム市で最初に行われた。

ス トックホル ムの人達は,誕 生 日,居 住地 同一誕生 日内での誕 生順序か らな る計算 機の識別 番号が

割当て られてお り,完 全 な医療上の記録を持 っている。 また,そ れは,自 覚 す るか しないかにかかわ

らず,病 院 に行 く時は,医 師のため に特定の人によ って検索 され る。類似 したシステ ムが,広 大なP--

apagoReservationの ア リゾ ナの南の砂 ば くで,ア リゾナ大学の監視 の下で使われ てい る。多 分患 者

に関する医療知識 の増加 と生 産性 の両 方を増す ことに寄与す る最 も広 く使 われてい る計算機通 信の使

用 は;マ ル チ ・フェーズ ・スク リーニ ングの使用 であろう。 このよ うな システムでは,患 者 は,集 中

された病院 に行 き,そ こでは,医 療補助 の技術者,計 算機,-血 液 や尿のサ ンプルの 自動 的解 析 が,速

い多重パ ラメータ検査 で 行 わ れ る ことを含む 自動化 された器具の組み合せ があ る。 ち.・

今では,地 理的障害,距 離 と時間を克服 し,医 療の生 産性を大 き く増す ために,医 療の遠隔測定,

他 の通信ネ ッ トワー 久 移送 によってパ 真の意味 で,医 療 社会 を"結 びつけ る"こ とが残 っている。

3.4.4有 線 医療社会 の構成要素 とその設計

有線社会 や有線都市 の概念 とは,既 に存在 して おり,ま た開発 されるにつれ高 次の通信 ネ ッ小 ワー

クで補足 され る通信資源 の巨大な供給源 を,各 商業上の事務,自 治機構,家 庭 がア グセスで きるよ う

にす るもので あると・,Alden,Goldmark等 が述 べてい る。 有線社会 の特殊化 され た.部分 ネ ッ トワニ ク

には,特 殊 化 された端末や管理が必要 なことは明 らかであ る。衛生 と医療 は,衛 生産 業に対す る主 な

不満が,そ の断片 的で重複 して いることにあ るこ とか ら,社 会にお・ける有線 化の理想 的な対象 であ る。

ら

●
.

1966年 以 来,私 達 の グル ープは,医 療補助(パ ラメディカル)の 人 々によ って どこにでも運 ぶ こ と

がで き,主 任医師 が 自分 の診療所 で遠 くか ら患者を検査で きるよ うな携帯用のパ ッケ ージ化 された電

子検査器 機の開発を,い くつか の所 で行 って きた。医師の検査の基 本的な要素 は,病 歴 として知 られ

る,試 験済 み の検査 された言葉での質 問(実 際 には分 岐論理 システム)と 全身の医師 によ る検査で あ

る。私達は,医 師の検査 と等価 な ものを与え,普 通の型で の電話 め話がで きるよ うな携帯用遠隔測定

可能な電子 シス テムを開発 しようと した。私達 は,医 療補助 の人 によって患者の側の家や ハイ ウ土一

に置 くことが で き,病 歴 や医学上 のデータを通信 ネ ッ'トワー クに入 力できるよ うな システムを 得てい

る。本会議 の別 の論 文で詳細 に述べ られ るこの手段 によ って,個 々の医師の生産性 を高める ことがで

きる。 自分の患者を診療所 で見 られ る他に,何 人 かの医療補 助の人達 が,医 師 を呼 び出 し,緊 急 の呼

び出 しを行 え るか らであ る。 このよ うにして,自 分 の各患者 を遠 くで検査 し,医 療補助 の人 が,ま た

は他の方法 で処理 す るよ う指示 で きる。 医師は・ 自分の患者を ス イ ッチ ング ・ネ ッ トワー クで病院
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と 自分 で選 んだ コ ンザル タン'トと結 んで種 々な特殊 なコ ンサルテーシ ョンがで きよ う。

患者 がその地域内の どの医師の検査 も受 けることを可能 にす るために,地 域の医療設備は,計 算機

通信 を使 って有線社会にネ ッ トワー ク化で きる。

物 理的に『困難 な箇所を含む広 い領域 に散在 している人達 にサー ビスする この よ うな医療 ネ ッ トワー

クには,他 に次 のよ うな本質 的な面を持 ってい る。

少 なぐと も1つ の大規模 な,す べて の病気を診断 し治療 できるすべてのサーゼ スを持 った医療 セ ン

'ター
。

すべ ての専門 医を含む コンサルタ ン ト・グループ。

人 口統計 に従 って置かれる小規模 な中間サー ビス機構,地 方 の病院,共 同の医師診療所,そ の他 の

医療施 設の群。レ

電 子検査 装置や受信 システ ムを操 作ず るよ うに仕立て られてい るネ ッ トワー クの要素 である公共機

関 に勤め;療 法 の指令に関す る言葉や図の情報 を受 け取 り,監 督 の医師の不断の遠隔測定 に'よる監視

の下で'そ の療法を行 うよう配置 され る医療補助 の人の集団。'・ 、

上記 と同 じ医療補助を行え る人か,ま たは他 の集団を構成す る訓練 され た救助 と移送 の専 門の人 々

の グルニプ。医師や 医療補助の人 々の よ うに,患 者 のセ ンサや病歴の型か らのハー ド・デ ジタル/ア

ナロ グ ・デー タの内容 か ら患者の状態を評価 でき るよ うに訓練 されて いな.ければな らない。

移送車に声による通信と携帯用医療遠隔測定のパ ックが備えられているような経済的な陸上と空で

の移送 システ ム。 このよ うな移送 システムには,移 送車が最適 に展開 ざれる よ.うに す るため の充分な

移 送管理 とネ ッ トワー クの適 当な計 画が必要であ る。 層 ・、

携帯用無線電話 シスデムで結合 され,全 地域を覆 っている効果 的で共用 の商用電話 システム。

上記の ような携帯可能で,患 者の デ ータを ネ ッ トワークのすべての ノー ドで利用 で きるよ うにする

遠 隔測定 システム。

図書 の雑誌 や本のペー ジやX線 像を伝送 で きるファクシ ミル ・システム。

医師,コ ンサル タ ン ト,医 療補助者,救 助チーム間で黒板 での議論を行え るようにす る携帯用対話

型 グ ラフィワ ス'。 ・,.

ネ ッ トワー クの基本 ライ ンに結 び付 け られ てい る計算機 システムで,特 に,ネ ッ トワー クの必要 な

スイ ッチ ングを行い,シ ステムの部 分機構の セ ンサスの更新,患 者 の移送 に先立 って,他 の機構の表

の作 成を行い,ネ ッ トワー クを通 しての患者 か ら遠隔測定で取 られ るデータの磁気 テー プ ・レコー ド

を含む ネッ トワークの レゴー ド保 持を扱 い,医 療 の履歴の検索を与え・ その情報 か ら価格 と請求書 の

作成のための情報を導 き,そ の地域 の契約患者 の履歴 を保持す る。当然,そ の システ ムの定期的な金

融上の管理を扱 う。

自動的血液 や他 の検体の試験 所で,集 中化 または統 合 された部分的箇所か ら成 ってお り,シ ステ ム

の患者か らの検体 が迅速 に中央 の自動解 析所に,そ こでは行えない検査 のために送 る ことができる。

実際 に,多 くの定 まった血液検査 が,携 帯用装置で,冷 凍乾燥 の試薬 を使用 して行 った り,他 のシス

テムで行 え る。
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必要 なプ ログ ラミング,'ネ ッ トワー ク化,有 線 医療社会 の要素を除 くと,医 師 の診療所,病 院,救

急 サー ビス,商 業電 話線 は,す でにすべてのア メ リカの州 または州の部分単位 に存在 してい る。この

概 念が,ICCCに1972年 に提示 された時,医 療補助員 の集団が本質的な概念 とな った。 今では,彼

等 は程 んどの州 に存在 してお り,ア リゾナ地域で増加 している。 さ らに,イ ンターアクテ ィブ ・ケー

ブルTVが 開 発中であ り,医 療広帯 域通信が現実の もの とな ってい る。それが現実 にな ると,患 者の

家 庭が,テ レビジョン ・レシーバ と押 しボタ ン電話を使 ってこの システムに接続 され る。

3.4.5シ ス テ ム の 操 作

有線医療社会が効果 的であるためには,各 施設 である ノー ドが"主 一従"の 患者移送 のメカテズム

を最適 にサー ビスす るよ うな,真 の意 味でのネ ットワークでなければな らないご この社会 の機能 に次

の ものが含 まれ る。

すべての必要 とす る医師と患者 に,多 く専門にわたる職 員と,科 学研 究の設備 から コ ンサルテー シ

ョンを与え る。

通信を醸 してし'る家庭剛 域に送 り,医 輔 助者をその社会のあらゆる鵬 の病気や織 をして

い る患者の治療 に当 らせ る機能。

ネ ッ トワー クの働 きで保持 さ、れ る家庭 や最 も近 い地 方の病院での患者の診断 と処 置。

秘 要 な時は!鰭 をも・ともよ く診断 し処 置で きる近 くの病院 に・殊 的に送 るge・

中 央の計算機 が指示す る近 くの施設 で,十 分 で塞 がっていない その時点での職員,ベ ッ ト,設 備を

もっている ところに,患 者を移す こと。 ・:1

そ の地域 のどこで も,患 者の病歴 の検索 が利用 で きること。

医療図書情報,薬 の作用の情 報,毒 の診断 と処置の情報,管 理 デー タ,他 の必要 な参照情報 の用意

があること。

システムの患者の少 なか らぬ部分に基 づ!iた 症 状 と説明(D継 続 した教育 の用意 があるこ と。

.症 状の発見 とその システ ムを通 しての予防 と特殊 なデー タの通信 によ.る症状の発見 の研究で の,予

防医学を盛ん にす ること。

、

⑨

3.4.6シ ス テムの受 け入れ'、

総合的な知識を もつ医者 や管理者 の受 け入れが適切で ある。主なむずか しさは,小 規模 な箇所 か ら

大規 模な箇所 へ威 信 制御 教育の 機会をわたす必要があ ることである。小規模 なところでは,そ の

ネ ッ トワー クの大規模 なところに,経 済 的に寄生 す るまで機能 や収入 が減 ることは避 けが たい。ふ つ

うは,ネ ッ トワー クには,唯 一 つの大 きい ところがあ る。 更に,も っとも残念な ζ二とは,前 以 て選択

や検査 な しに,全 サー ビス装置 に患者 を移送,時 には"ダ ンピング"す ることであ る。 なぜ な ら,遠

くにいる患者を検査 したり決定を下 す ことは不可 能であるか ら。真の意味で総合 化 された ネ
.ットワー

クで,基 本的 に人 機械.こ こであ げた人 々か ら成るもの の利点の1つ に,小 規模 な病院の職員のモ

ラル や教育を増やす ことや,イ ンターアクテ ィブ ・モー ドで患者の症例を議 論す ることに よ って得 ら
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れ る診断 や治療の能力を高め ることがあ る。 もちろん,大 規模な病院では,管 理 のために独得 に構成

され る症例 の入力で,ま た通 信手段 で伝 達領域 を通 して教育を簡単 にす ること によ って達成 する。 有

線医療社会を構成す る大 きな利 点の一 部に,偏 狭 さが避 け られ ることがある。 通信線が陸地 に広が っ

てお り,衛 星 で海 をこえてお り,コ ンサル テー ションが世界の すべての場所の専門家の間で,も つ こ

とがで き,専 門家は世界 のど こにい る患者 で も検査で きるか らで ある。

3.4.7合 衆 国の西南部 にお ける実現開始

も っとも らしく可能 であ って も,そ のよ うな概念 に対 して,開 始 され実行 され てい るシステムにつ

い て語 ることがで きるこ とは,常 に楽 しい ことである。

すで に述べ たように,ス トックホル ムで運営 されてい るものに類似 した計算機か ら病歴 を検索す る

システムがア リゾナ大学 の家庭 と社会の医学 の部 門と,イ ンデ ィア ン・ヘルスサー ビスによ って運営

され てお・り,現 在PapagoReservationで 使 用可能である。移動 できる看護婦や,MDが キ ーボー ドや

聴覚 カ ップラーで,hogan内 の 患者の病歴を検索 できる。 これ は非 常に有効 である。 なぜな らば,公

衆衛生の看護婦 やイ ンデ ィア ン ・ヘル スの医師は,市 部が遠 くはなれ,移 動可能 な電話を除 いてどん

な通信 も使え ないhoganで の 患者を訪れ ることが多いか らである。 言語 と医療文化の隔た りによ って,

病 歴を得 ることが事 実上 不可能であ り,患 者 の ア レルギー反応や既往症 などを知 って,正 しい治療 を

おこなうことが不可能 である。 この システ ムでは,テ レファ ックス ・リポー トを使用 してお り,医 者

は,家 庭hogan,砂 漠 地 帯にわた る小規模な ク リニカ!レ ・ステー シ ョンにかかわ らず,個 人の病歴

を検索で きる。

'』 ア リゾナ医科大学 の創 立間 もない外科部門では
,要 求 に応 じた最 高の給料 で経験のあ るよ く訓練 さ

れた専 門家 のグルー プがい る。 これ らの外科医は,医 師 と しての責任 を認識 し特 に州立大学の一員 と

して責任を 自覚 して,患 者を助 け,か れ らを訪 ね る州 全体 の外科 医を援助す る。 しか し,巨 大な砂 漠

と深 い渓谷 と山岳地帯 の障害(Nasaが 月 探険の訓練 に使用 した ほどの)で,こ の外科部門 とその地 方

の多 くの医科 大学 とが切 りは なされて お り,ま た,広 い保 留地の イ ンデ ィア ン ・ヘルスサー ビスの広

範囲 にわた る職員 か ら分離 され ている。

1974年8月 に,こ の外科部門で は,安 く融通性に富む システムを得,そ こではその外科医が遠 くは

なれた患者 を検査 で き,そ の検査 のハー ド・コ ピイ ・デー タを レコー ドに入れ,モ ニター ・リングモー

ドで,遠 くの患者を監視 しつづ け ることができ,音 声,"小 黒 板",図 書 か らのフ ァク ト・ ドキュメ

ンテーション・サービスによ って,忠 告 を返 し参照で きる。

この コンサル テ三 ション ・システムの入力 ルー プは,伝 統 的 な病歴 ど 医師の検査 に関す るデータ

を作 り出す簡 単な携帯用電子装 置で生成 される ものであ る。中心 的な装置は,30ポ ン ドの携帯用パ ッ

ケー ジで,自 家発 電の小型 のスーツケースの大 きさで ある。地方 の医師や医療補助員は,ス プリング ・

ク リップホル ダ ーで,一 群 の小型 のセ ンサ ーを,患 者の体に あてる。 セ ンサーは,全 く害 を与 えず適

用に2分 足 らず しかかか らず,相 対的 にほ とんど技術を要 しない。 この器具の操作 には,電 力ス イッ

チの作動と,回 転 スイ ッチを使 って,通 例 のパ ラメーターの一連 の選択 のみを必要 とす る。脈 は く,
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血圧,呼 吸数,呼 吸時の胸部のパ ター ン,心 電 図,単 一 レベルの電子脳写図,心 音図で,更 にい くつ

かの"医 療セ ンター"レ ベルのデー タと共に,医 師 の検査の基本的 な要素 が与 え られ る。地 方のと こ

ろのデー タは,標 準 的な心電図の ミリメー ター紙 テープに作 られ る。血圧 と体温は,計 数で表 わされ,

通 常のアナ ログ形式で,ハ ー ドコ ピイ様式で,同 じテー プ上 に連続 的にプ リン トされ る。 この信 号は,

回 路を通 り聴覚 カップ ラーシステムに流れ,適 当な同調 のの ちに,(平 列 か ら直列 に)普 通 のハ ンド・

セ ッ トで,商 用電話 ネ ッ トワー クを通 して,大 学 の外科 部門 にお くられる。

コ ンサルタ ン トの電話のハ ン ド・セ ッ トは類似 のデスク ・ トップ受信 シ ステムに適用 され,ハ ー ド・

コ ピイの医師の検査 が,検 査 と記録の ために リアル タイムで受 け取 られる。 このシステ ムによ って,

コ ンサル トを行 な う医者が,患 者か ら音声での会話 で病歴 を得 るこ とができ,地 方の検査 をお こな っ

た医師 と対話 を行なえ る。 検査の どの部門 も,そ れ を認 めた として も,そ の装置 は,二 人の検査者 に

よ る長期間 の監視 のための モニ ター様式 にスイッチできる。地方 では,パ ラメーターのい くつか,ま

たはすべてを6時 間 モニ ターす ることがで きる2×3イ ンヂのモニタースコー プを もってい る。小黒

板 のハー ド・コピイX-Yプ ロ ッターによ って,要 求 してい る医 師が図形 の説明を与え ることができ

る。十 分考 えたあ との専 門家の グル ープの忠告 が,声,ド キ ュメ ン ト,イ ンタLア クティブ・グラフィッ

クで 与 え られ る。 関 連す る雑誌 の参照や,教 科書 の参照 が,大 学 の医療図書の テ レファックス;シ

ス テムか ら,地 方 の病 院にあ るゼ ロ ックス400携 帯 用 ボ ックス ・レシーバー に伝送 される。音声上の

コメ ントを除い てすべてが紙 のハー ド・コ ピイの形式 で,医 療 と法律上の 目的の双方を満 たすために

利用 できる。 は っきり した図形的説明が,コ ンサルテー シ ョンのも っとも大切な部分であることがわ

か って きた。

生理学上 の信号 は,調 整 され,商 用の電 話ネ ッ トワー クの欠陥 に割 りこまれ ることがあっても(こ

れは 目立 ってはいない),誤 った情報 は避 け られる。

商用の電話 ネ ッ トワー クを使 うと,高 価 で長 い建設期間が必要 な,特 別 なア ンテナや伝送 システム

を使 わなくと もすむ 。伝送費用 は,電 話の呼 出 し費用で ある。外科の コ ンサルテー ション ・システム

は,'1974年1月1日 に始 ま り,運 営 可能にな るまでに7ケ 月要 した。 システムの原形のハードウエアー

の費用は,$25,000で あ った。 携帯可能 な装置 の設置時間 は無視 できる。

、

,
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3.5デ ー タ ・ベ ー ス を と も な う コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

Merten,H,SiemensAG,M亘chen,F.RofGermany

この論文は,利 用者 のデータ ・ベース ・システムとの コミュニケー シ ョンのためのテ レコミュニケ

ーシ ョンの必要条件 を分析す るものであ る
。

これ らの必要条件 は,デ ータ ・ベースの2つ の クラスのユ ーザーに対 して与え られている 。

1つ の クラスは,デ ータ ・ベースに問合 せをす る端末 のユーザーであ り(人 間/機 械 コミュニケーシ

ョン),他 の クラスは,他 の コ ンピュー タか らデータを要求す るコ ンピュー タであ る(機 械/機 械 コ

ミュニケー ション)。 必要条件は、 次の3つ の応用 の範疇に対 して,表 の形で示 されている。

「 運用 システム 《operationalsystem)

7管 理 システム(managementsys槍m)

一 情 報検索 システム(informationretrievalsystem)

こ こ に示 されている必要条件 は,極 め て一般 的な もので あ り,ま た,あ る程度不確定 的であることに

注意 しなければ な らない。 しか しなが ら,こ の論文 は,必 要条件 に対す る意見と共 に,デ ータ ・べ一
、

スとの コ ミュニケー シ ョンに対 して考慮 しなければな らない要点の展望を与え るものである。

'

〉

3.5.1デ ー タ ・ベース

デー タ ・ベー スは,次 の4つ の基準 に したがって定義す ることがで きる:

一 大量のデー タが記憶 されてい る。デ ータ ・ベースの内容は,通 常は,数 多 くの慣例的 なフ ァイルの

総合 である。 この集積の 目的は,冗 長度 をな くす こと,す なわ ち,重 複をな くす ことにある。

一デー タ ・ベースは
,そ の使用す る特別 なプ ログ ラムや プロシー ジャと独 立に組織化 されてお り,ど

のユーザ ーに対 しても役立つ ことが で きる。 この点は,"デ ー タの独立性(dataindependence)"

と呼 ばれ る。デー タ ・ベー スの変更がユ ーザーの プ ログラムに影響 を与えてはな らない し,ま た,

プ ログラムの変更がデー タ ・ベー スに影響 を与え ては な らない。

一デー タ ・ベー スを利用す る応用 プログ ラムは
,フ ァイル編成の詳細について知る必要 がない。プ ロ

グラマは,そ のデー タ ・ベー スのデ ータに関 して解決すべ きユーザー ・プ ログ ラムに専念す ること

ができる。それ故,デ ー タ ・ベー スは,プ ログ ラマの必要 とす るデー タを,容 易にかつ迅速 に,そ の

プ ログ'ラマに供給す るための強力 な"デ ー タ管理 システム"を もたなければな らない。

一 デー タ ・ベー ス中のデー タは
,多 数のユ ーザーに対 して利用可能でなければな らない。 あるユーザ

ーの必要条件を満たす ことが
,他 のユ ーザーの必要条件 によって影響 を うけた り,妨 げ られた りす

ることがあ ってはな らない。同 じ時点 に,デ ータを要求す るユ ーザーがい くつ あった としても,す

べてのユーザーが適時な回答を得 なければな らない。

`

'
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3.5.2デ ー タ ・ベ ー ス の 利 用 者

今 ま で は,デ ・一 夕 ・ベ ー ス の 利 用 者 と し て,応 用 プ ロ グ ラ マ に つ い て の み 言 及 し て き た
。 しか し,

全 くの と こ ろ 区 別 さ る べ き3つ の ク ラ ス の 利 用 者 が 存 在 す る 。

1)プ ロ グ ラ ム

2)人 間'`

3)コ ン ピ ュ ー タ

1)に 関 し て

こ の ク ラ ス は ,デ ー タ ・ベ ー ス を 利 用 す る,応 用 プ ロ グ ラ マ に よ って 書 か れ た ,プ ロ グ ラ ム 群 が ら

な る 。 こ れ ら の プ ロ グ ラ ム は,そ れ ら 自 身 の フ ァ イ ル を も た な い が
,デ ー タ ・ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム と

通 信 す る。 しか し な が ら,こ の 場 合 の 通 信 は ,コ ン ピ ュ ー タ の 中 で の 通 信 で あ る 。 プ ロ グ ラ マ は,彼

の書 いたプログラムが検査 され た後 は
,そ れ以上 コ.ミュニケー ションの過程 に関与す ることはない。

2)に 関 して

データ ・ベ ースが設置 されたと きに,そ の大量の データは,通 常,プ ログラムに とって利用可能 で

あ るばか りではな く,人 間 と しての利用者に とって も直接 に利用可能でなければな ら1ない
。 こ'れらの

利用者は,デ ー タ伝送 回線 によ って コン ピュータに接続 されてい る,あ る種 の端末 によ って作業をす

る。ユー ザーは,質 問を端末 に与え ,端 末か ら回答 を受 けとる。 これは,・人間/機 械 コ ミュ三ケ ニシ

ョンの1つ の形 である。

3)に 関 して

コンピュータは,1つ の特別 な範疇の利用者で ある。'この場合 には ,デ ー タ ・ベ ーズを保有 してい

る1台 の コ ンピュータが,他 の コツ ピュ一 夕群か らデータを要求 され る。 コ ンビュタ群は,そ れ らの

コ ミュニケー シ ョンのためにデー タ伝送 回線を利用 し
,相 当な距 離はなれ たと ころにあ って もよい。

この場合・ われ われは・デー タ ・ベ ース ・ネ ・ トワークについて語 。てい ること}こなる.こ れは ,機

械/機 械 コミュニケー シ ョンの1つ の形 である。 コンピュー タBに 対 してデー タを要求 してい るコ ン

ピュータAは,こ のデー タをあるプ ログラムまたはある端末利用者のいずれかのため に要求す るごと

が できる。 それ故,ク ラス3の 利 用者の背後 には ,常 に,ク ラス1ま たは クラス2の 利用者が存在 し

てい る。 これ ら3つ の クラスの利用者 を図7に 示す
。Bl

利用者 としての

人 間

利用者 と しての

プ ロ グ ラ

利用者 と しての

コ ン ピ ュ ー タ

デ ー タ ・ベ ー ス

管 理 シ ス テ ム

図7デ ー タ ・ベ ー ス の 利 用 者 』



3.5.3利 用 者か らの要請 に対す るデータ・ベース技術 の必要条件

この論文 でのわれ われの狙い は.デ ータ ・ベースの利 用者 か ら提起 され るコ ミュニケーシ ョン・ハ

ー ドウエアおよび技法 に対す る
,必 要条件を示す ことにある。 そ うす ることにおいて,わ れわれは,

端 末,伝 送 回線,な らびに伝送 さるべ きデータ量のよ うな,遠 隔処理操作の ツールに対す る必要条件

を指定 しよ うとす るもので ある。

われわれは,ク ラス2と ク ラス3の 利用者,す なわ ち,端 末 利用者 と利用者 と しての コンピュータ,

にの み言及 し,利 用者 と してのプ ログラム(ク ラス1)に は 触れない,と い うのは,後 者 の場合 には,

*)遠 隔 処理操作は存在 しないか らであ る
。

,

刃 人 々は,し ば しば,デ ー タ ・ベ ースを参照す る端末利用者 と遠 隔処理 についてのみ考察 している。

しか し,な おテ レコ ミュニ ケーシ ョンを用いないでデ ータ ・ベースを利 用す る大量の局部バ ッチ・

プログラムが存在 す るで あろ う。

われわれは また,こ の論 文の中 に、 コ ンピュー タ ・コミュニケ ー ショ ン関係者への解答を提 供す る

ことを欲す るものではない。われわれは,単 に,デ ー タ ・ベースを通信す ることを求 める利用者の見

地か ら現 われ る必要条 件を定義す ることを望む ものである。

応用の種類

利用者の要求は,そ の応用 の範 疇によ って大幅 に変 るか ら,わ れ われの利用者の要 求を提示す る前

に,わ れわれは まず応用の範 疇を定 義す る必要がある。われわれ は,次 の3つ の その ような範 疇を確

認 した 。

,第1の 範鴫は,"座 席 予約",' .t注文 処理","銀 行 勘定や保 険勘定の更新"の よ うな,基 本的な

リアルタイム商業 アプ リケー ションを含 むものであ る。 ここでは,多 くの事 務員 または会計員が中央

のデー タ ・ベースに結 合 され,.日 々の業務の トランザ クシ ョンを処 理す るために,デ ータへの問合せ

と変更を行 ってい る。 われ われ は,こ の範疇の システムを"運 用 システム"と 呼 んでいる。

第2の 乾 腐は,"管 理 システム"か らなっている。 ここでは,デ ー、タは,計 画 と管理 のための,意

思決定を行 うために要 求 される。 このよ うな システムは,商 業,軍 用,な らびに公共 組織 の中 で必要

と されてい る。 これ らの システムは,独 立 した1つ の システムの場合 もある し,ま たは,運 用上の デ

ー タを収集 し
,集 積す る運用 システムにその基礎 をお く場合 もある。(あ る運用 システムでの質問 は,

"飛 行 便Aに 残
ってい る座席 あ るか否か"で あ る。 管理 システムでは,"先 月の飛行便Aの 平均予約

座席 数は どうであ ったか"と 問 うであ ろう。)

第3の 範鴫は,"情 報 検 索 システム",こ れ は.また,"ド キ ュメ ンテー シ ョン・システム"と して

知 られている,を 含む もので ある。 この よ うなシステムは,主 と して,大 学,研 究部 門および情報部

門 によ り用 い られる。 回答 さるべ き質 問は,文 献や事物の検 索に関す るもので あり,そ れ 故,シ ステ

ムは,現 存す る知 識を供給 しなければな らない。

d
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必要条件 の リス ト

われわれは1こ こに,今 列挙 した応用 グル ープに対す'る必要条件 の リス トを示 すことに しよう。 こ

れ らの必要 条件 は,次 に述べ る技術的基準 に照 らして理解 さるべ きもので ある。

一端 末の台数または コ ンピ
ュー タの台数

一 トランザクシ ョン当りのデー タの量

一問合せ に対 して

一応答 に対 して

一要求 され る応答時間

一それぞれの端 末またはコ ンピ
ュータに対 す る時間当 りの トラ ンザ クショの数

(時 間当 りの トランザク シらンの数 に,ト ランザ クショ当りのデー タ量を乗 じた ものが,時 間 当'り

に伝 送すべ きデータ量を 与え る)'

一 端 末の
,ま たは,コ ンピュータの地域 的な分布

これ で,必 要条件 それ 自身を定 義す るため に必要 な因子のす べてを述べ た。 われわれは ,ま ず最初

に,端 末利用者 に対す る必要 条件 を定義 し,そ の後で コンピュー タ ・ネ ・ソトワー'クに対す るそれを定

義す ることにす る。.''''''"

端 末 利用者 に対す る必要条 件

端末利 用者に対 する必要条件を図8に 示す。 この図は,一 方の側に3つ の応用 グル ープを .他 の側

■

1
運 用 システム 管 理 シ ス テ ム ・ 情 報検索 システム

端末の台数 多い 少い 分散化 集中化

少い 多 い ・

10->1000 5-100 5-100 100->1000
.
,

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン当 り

の デ ー タ 量

50バ イ ト/問 合せ 100バ イ ト/問 合せ
F

50バ イ ト/問 合 せ
'

` 100バ イ ト/回 答 50-1000バ イ ト/回 答 50-1000バ イ ト/回 答

要求 ざれる応答時間 重大 早い 早 い

2-7秒 5-30秒 5-30秒

時間当 り端末当 りの 最大120/時 ・最大20/時 最大20/時
ト ラ ン ザ ク シ ョ ンの 数

平均30/時 平均5/時 平均5/時

端末の地域的分布 国 際的 ま たは , 全国的 言語領域
全国的 または または

「

ま た は1'

地方的 地方 的 , 地方的

図8デ ー タ ・ベー スの端末応用 の必要条件
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に必要条 件の リス トを並べた マ トリックスを示 してい る。必要条件 それ 自身は,そ の マ トリックスの

フィ=ル ドの中 に与 え られてい る。われわれは,こ こに各 々の必要条件 に解説を与え る意図はないが,

若干 の注 釈は必要で あろ う 。

ここに示 され てい る必要 条件は ,数 多 くの現存す る,な らびに,計 画 されている応用についての経

験か ら,実 践 的に導 かれた もので ある。 これ らは,徹 底的 に証 明 された もので もない。 それ故,こ こ

に与え られてい る数値 に対す る例外は考え られる し,ま た存在す るか もしれない。

最 も厳 しい必要条件 は,運 用 システムか ら生 じてい る。 この場合 には,ト ランザ クシ ョンの数は非

常に多い し,ま た,要 求 され る応答時間 も極 めて短い。 しか しなが ら,こ れ らの問題は,ほ とん どの

場合,解 決可能 なものであ る。何故な らば,与 え られ るで あろ う質 問とその解答は,通 常は,明 確に

定義 されてい るもので あ り,そ して反復 的な もので あるか らである。 この後者の条件は,管 理 システ

ムに対 して も,ま た,情 報検索 システムに対 しても,与 え られてい る。

要 求 されてい る応答時間 については,次 のことに注意 しな けれ ばな らない。すなわ ち,こ の時間の

間に,

1)問 合 せ が伝送 されな けれ ばな らない

2)コ ン ピュータが必要 と されるデータを探 しだ さなければ な らない

3)応 答 が伝送 されなければ な らない

.こ の項2)は 、 全体 の時間の 中で最 も少い部分を 占めてい るか ら,最 も時間を費やす動作は,1)と3)

の た めの伝送時間 であ る。

与え られた応答 時間は,超 過 してはな らないことに注意 しなけれ ばな らない。何故な らば,そ の場

合 には,利 用 者は余 りにも長 い間待 たなければ な らない ため に,利 用者 がその システ ムを容認 しない

とい う大 きな危険が あるか らである。 このことは,特 に運用 システムにと って真実であ る。それは利

用者それ 自身が,か れ らの顧 客によって,ま たは,ま たは,か れ らの毎 日の業務負荷に よって,迅 速

に働かなければ な らない負担を負 わ されているからであ る。

端 末の台数に,端 末 当 りの トランザ クションの数を乗ず る ことによ り,運 用 システムでは,時 間当

り30Qか ら120,000の トラ ンザ クシ ョンがあることが わか る。 それ故,使 用するコ ンピュータの性

能 とその ソフ トウエ ア(リ アルタイム制御 システムとデー タ ・ベース管理 システム)は,特 に効率 的

でなければな らない。 しか し,こ の ことは,コ ンピュー タ内部での コ ミュニケーシ ョンの問題であ る。

時間当 りの トランザ クシ ョンの数 は,1日 を通 じて 大幅 に変化 す る。典型 的な形 と して,ト ランザ ク

ションの数が最 も多いのは,午 前中の遅 い時期 と午後 の初期 とである。 問題 は,シ ステムが ピー ク時

にお ける通信量を処理す るためのネ ッ トワー クをもたね ばな らない とい うこと,そ してその ネ ッ トワ

ー クが ,し ば しば,低 通信量 の時 には経済 的に利用 され えない とい うことにあ る。 コンピュー タは,

この通信量の時tζは,バ ック グラ ン ド↓バ ッチ業務 を遂行す ることがで きるが,コ ミュニケーシ ョン

施設は,完 全 には利用 され ないこ とにな る。

情 報検 索 システ ムに対す る端末 の台数は,2つ の場合 を示 してい る。1つ は"集 中化 され てい る

(centralized)"場 合 に対 してであ り,1つ は"分 散 化 されてい る(decentaliZed)"場 合 であ る。集 中
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化 され ている場合 とい うのは,い くつかの組織が同 じ検索 システムを利用 している場合で ある。 分散

化 され てい るシステムとは,そ れぞれの組織,た とえば大学や 企業,が それ 自身の検索 システ ムを も

つ場合で ある。

一 般の管理 システムと情報検 索 システムの必要条件 は
,極 めてよ く似ている。 しか し,通 常 は,こ

の事実を,両 方の応用 に対 して共 通の端 末ネ ッ トワー クとコンピュー タを もつ ことを正 当化す るた め

に用い ることはで きない。 何故 な らば,利 用 者と対応 す る応用 が機能的 に分離 されてい るか らであ る。

運用 システム と管理 システムを総合 するこ との必要性 は極 めて高 い,と い うのは,・それの最初のデ ー

タの源が共通であ るか らである。 しか しなが ら,図9の 表が示す よ うにJtデ ー タ ・ベー スについての

コミュニケー ションに対 する必要条件が ,全 く異 ってい る。 ここに,総 合化に対す る大 きな障碍 が存

在 している。

1 運用 システム 管理 システム 情 報検 索 システ ム

コ ン ピ ュ ー タ の 台 数

<20 <10 <10

'

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 当 り 端末 ユー ザーによって始動 された トランザ クション:第8図 に示す 通 り1
iの デ ー タ の 量

1 三ーザ ー ・プ ログ ラムに対す る トラ ンザ クシ ョ ン:>1KB

l

l要 求される応答時間

1
|
|

2-4秒 5-10秒 5,-10秒

冷 間当 りの1

トランザ クシ 。ンの数
異 った コ ンピュー タへのデー タと トラ ンザクシ ョの配分の程度 に非常 に

大 きく依 存す る

1コ ンピュータの

1地 域的分布

1

国際的 または

全国的 または

地方的

全国的

または

地方的

言語領域

または

全国的

じ

図9デ ー タ ・ベ ー ス ・ネ ッ ト ワ ー クの 必 要 条 件

■

デー タ ・ベー ス ・ネ ッ トワークの必要条件

さて,こ こで,何 台かの コンピュー タが共 通のデー タ ・ベー スを共有す ることによ って発生 す るコ

ミュニケー シ ョンの必要条件 を論 ず ることに しよ う。 まずは じめに ,そ のよ うなデー タ ・ベー ス ・ネ

ッ トワー クに対す る考 え うる理 由を説 明 したい。

1)運 用 システ ムの中 に,非 常に多 くの端末 があ り,こ れ らの端末 を取扱 うために2台 以上 の コンピ

ュー タを必要 とす る場合が ある。
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2)デ ー タ ・ベー スの量が,そ れを管理す るのに2台 以上の コ ンピュー タを必要 とす る程,大 きい。

この1)お よ び2)は 特 殊な場合であ る,こ のよ うなネ ッ トワー クの主た る理 由は,"コ ン ピュータ能

力"の 増加 にあ る。

3)最 も 重要 なのは,組 織上の理 由か らコ ンピュー タの結合が計画 された場 合である。 この場 合を 明

確 に理解 す るため に,次 の例を 引用す る。

a)数 多 くの工 場や地方事務所を もつ大企 業の コンピュー タが結合 されている。

助 一 国の種 々の法施行機関の コンピュー タが,犯 罪の全国的 な捜索のために結合 され てい る。

c)市 制 の群 と州政府のデー タ ・ベー スが,統 計的 目的お よび計画策 定 目的か ら結合 され てい る。

,こ れ らの,1),2),お よ び3)の 場 合に も,次 の共通点を もってい る:す なわち,計 画 されたデータ・

ベー スののネ ッ トワー クが あること,ネ ッ トワー クに対 して共通の範囲があ ること,そ して記憶 され

てい るすべてのデー タが共通 の分野に属 してい ること,で ある。 この他に,余 り定義 の明確に されて

いない,そ して より一 般的 な,コ ンピュー タ結合の形式 が存在す る。 そこでは,あ る1台 の コ ンピュ

ー タが
,そ れが特別 な問題を もったときに,時 に応 じて,他 の コンピュータにデー タを要 求す る。 こ

の形の結合は,"ど こ か らで も,ど こに対 しても,情 報 の一般利用可能性"の 方向へ の第一 歩 とな る

ものであ り,こ の場合 には,わ れわれ はどの電話 またはデータ処理端末か らで も,任 意の与え られた

デ三 夕 ・ベー スに結合で きることになる。 この形 のデー タ ・べTス ・ネ ッ トワークは,将 来の もので

ある。すなわ ち,そ こで起 りうる必要条件 は,今 の時点 では設定 で さない。

この理由か ら,第9図 には,上 の1),2),お よ び3)の 場 合と して定 義 され た,計 画 された,明 確 に

定義 された デー タ ・ベース ・ネ ッ トワー ク(フ ァイル ・シェア リング)に 対す る必要条件のみを示 し

てある。 また,負 荷 シェア リングおよび資 源 シェア リングの ための ネ ッ トワー クの必要条件 につ いて

も考慮 していない。

わ れわれの意見では,コ ンピュータの台数は,運 用 システムに対 しては20,そ して管理および情 報

検索 システムに対 しては10,を 超 えることはないで あろ う。 その理 由は,デ ー タ ・ベー スのいかな る

ネ ッ トワー ク問題 も,そ の ネ ッ トワークが明確 に定義 され,区 分 され た応用を取扱 う限 りにおいて,

そ の ほ と ん ど が,こ の 量 の コ ン ピ ュ ー タ能 力 で 解 決 し う る と い う こ と で あ る 。 こ れ よ り 多 く の 台 数 の

コ ン ピ ュ ー タ を 含 ん だ ネ ッ ト ワ ー ク,た と え ばARPAネ ッ トワ ー ク,が あ る が,そ れ らの ネ ッ トワ

ー ク は
,デ ー タ ・ベ ー ス ・ネ ッ トワ ー ク で は な い 。

転 送 さ る べ き デ ー タ の 量 は,次 の2つ に 分 割 す べ き で あ る 。

一 コ ンピュータAが
,そ れが端末か ら受けた問合せ に応答す るために,デ ータをコ ンピュー タBに 要

求す る場合 には,そ のデー タの量は第8図 の端末利用者に対 して示 してあ る通 りであ る。

一一方
,コ ンピュー タAが,そ の利用者 ・プログラムの1つ か らきた問合せのためにデー タを必要 と

す る場合 には,転 送すべ きデー タの 量は,通 常,1KBよ りい くらか多い。

デー タ ・ベー ス ・ネ ッ トワークに対す る応答時間 は,次 に示す理 由か ら,極 めて重大であ る。

一 も し
,そ の間合せが端末利 用者か らくるものであれば,い かなる場合 において も,応 答時間は重 大

であ る。 それ故,ネ ・ントワークを用 いた場合の合計の応答 時間 は,1台 の コンピュータを使 ったと
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きよ りも,あ ま り長 くなっては な らない。

一 も し
,そ の間合せが,あ る利用者 ・プ ログ ラムか らきたときも,時 間に対す る条件 は重 大である。

何故 な らば,利 用者 ・プ ログラムは,応 答を待つ間,不 活動状態 となるか らで ある。 すなわち,そ

の利用者 ・プ ログ ラムは,実 シス テムでは コアをふ さいで しまうことにな るか,あ るいは,仮 想 シ

ステムでは,大 きなペー ジング ・オーバヘ ッ ドを生ず るか,の いずれか になる。

一 ネ
ッ トワー ク中の全生産性(throughput)の 理 由か ら,応 答時間は最低でな けれ ばな らない。 そう

で ない と,シ ステムはただ トランザクシ ョンを送 り,受 けとるだけに利 用 され ることになり,ト ラ

ンザクシ ョンを処理す るための容量が残 らない ことになる。

データ ・ベース ・ネ ッ トワー クに おいて,推 定が最 も難か しい ことは,コ ンピュ・一 夕間 に交換 され

る トランザ クシ ョンの数である。 これは,コ ンピュー タ間 の作業 シェア リングとデ ータ ・シェア リン

グの原則によ って,非 常に大 きく左右 され る。 も し,1つ の極端 な場合のよ うに,す べ てのデー タが

1台 の コンピュー タのデー タ ・ベー スの中 に記憶 されていれば,他 のすべての コ ンピュー タは,す べ

ての問合せに対 して,そ の コンピュー タに接触を もたなければな らない。 この場合 には,ト ランザクシ

ョ、ンの数は非常 に大 きくなるσ他 の極端な場合は,す べ てのコンピュー タが,そ の顧客を取扱 うため

にそれ 自身のデータ ・べTス をもち,そ して,そ れぞれのコ ンピュータが極 めて例外的 な問合せに対

して,特 別 な場合 にのみ他 のコ ンピュー タに接触 す る必要が ある場合である。 この場合 には,全 体の

トラ ンザ クションの量 は少 ない。

このよ うに,ト ランザクシ ョンの数は,組 織の これ らの原則によ って大 きく左右 され る。・それ故,

一 般的な推定 は不可能で ある
。 ネ ・ソ トワー クの設計は,コ ミュニケー シ,ン の費用対記憶 の費鳳 集

中化対分散 化,と いったよ うな因 子の間 に均衡を得 なければ ならない。 ・バ.

さ て,わ れわれは展望の終 りに ある。 必要条件 に対す るわれわれの記述 は,'極 め て粗雑 かつ不確定

な ものである。 しか しなが ら,こ れは,デ 「一 タ ・ベースについての コ ミュニケー シ ョンに対する必要

条件 を整理す る方向へ の一歩 とな りうる ものである。 そ して,よ りと りわけていえば,も'し あ る人が,

デ ータ ・ベー スについての コミュニケー シ ョンまた はデータ ・べ「ス ・ネ ッ トワー クを計画 してい る

ときに,考 慮すべ き事柄 の一般的 な概念を与え ることがで きるもの である。.、

⑨

'
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3.6ネ ッ トワー ク の管 理 に関 す る調 査

IraW.』Cotton(米 国 基準局,コ ンピュー タ科学 ・技 術研究所)

本 報 告 書 は い ろ い ろ な コ ン・ピ ュ 一 夕 ネ ッ トワ ー ク に お け る 管 理 に 関 す る 調 査 結 果*を 要 約 した も

の で あ る 。 い ろ い ろ な ネ ッ トワ ー ク の 運 営 ・遂 行 方 式 を 代 表 す る も の と して 下 記 の5つ の ネ ッ トワ ー

ク を 選 ん だ:ARPAの ネ ッ トワ ー'ク,MERITネ ッ トワ ー ク,TUCC(3大 学 計 算 セ ンタ ー),

オ レ ゴ ン州 地 域 ネ ッ トワ ー ク,お よ びTymenet(商 業 用 ネ ッ トワ ー ク)6各 ネ ッ トワ ー ク の 調 査 に

共通 の 様 式 を 用 い た 。'・

*)
:ネ ・ソ トワ ー ク管 理 状 況 調,NBSTechnicalNote805,1973年12月 刊)

■

本報告書 は,コ ンピュ一夕科 学 ・技術 研究所 が米国科学財団 のため 「科学 用 ネッ トワーク構成 」プ

ゴグラムを支援 して実施 したい ろいろ なコ,ン ピュー タネ ッ トワークの管理に関す る調査結果の要約で

ある。管理に ついて本葬告書 で採用 したアプ ローチは(現 行の状 況 その もの について報告 す る)ポ ジ

テ ィブ アプ ロごチ方式で あ っだ。別の著者 によ る別の報告書では規範的,・規定的 アプ ロー チを採 って

い る。

調査 は広範 なあるい は確定 的な ものではな く,代 表的,例 示的 なもの と した。本書 に記載のネ ッ ト

ワークはいろいろなネ ッ トワーク実施 ・管理方 式を代表す るよ うなものを選ん だ。'

ARPAの ネ ッ トワ.一クは 自動 コ ンピュータ ・シ ステムの 大きな分散型 ネ ッ トワークである。 これ

'
は主 としてネ ッ トワー クの技術 および資源共有技術の開発を対象 に しだ ものであるい

MER .ITは 異 機種 な コ ンピュータ ・システムを具えた地域 ネ ッ トワー クに関する管理 され た実験

であ る。開発あ間,組 織上の諸問題 についてか なりの注意 が払 われた。

T・UCCは も うひ とつの地域 ネ ッ トワークであ るが,同 機種 の コ ンピュータを具えた もので・かつ

参加施設の数が多い。TUCCも 組 織上 の諸問題 についてか なりの注意を払 った ものである。

オ レゴ ン州のネ ッ トワー クは,地 域 のユ ーザー達 にサ ービス してい る多 くの集中式 「スター」ネ ッ

トワー クの代表的 なもの であ る。

Tymnetは 本 研究 に含 めた唯一の商用 ネ ッ トワー クである。商用 ネ ッ トワー クを本研究に含めて非

競 合環境 にお ける管理状況 を実際の営業状況 と比較で きるよ うにする ことが望ま しいため,こ のネ ッ

トワークを含 めた。

本報 告書 の情 報は一次 的お よび二次的 な文献資料,電 話および現場 イ ンタービュー,各 ネ ッ トワー

クの代 表者 によ る文書 の反復的 な再検 討によ って集めた ものであ る。記載 の情 報に・は既 に時代遅れの

もの もあ るが,こ れは各 ネ ッ トワークの発展 が極め て急速 なためであ る。

各 ネ ッ トワークの調査 には同 じ様 式を用いた。ネ ッ トワー クの構成 はネ ッ トワークの管理 とは別 に

し,後 者をい くつかの機能部 門に分けた 。この方法は各 ネ ッ トワークの特定の管理関係 事項 を容易 に

比較で きるようにす るため に採用 したものであ る。報告書の 原本 には若干 の経験的 な所見 も示 してあ

'

唯
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■

り,同 原本は著者 に申込 めば入手 で きる。

本調査か ら学ぶべ き重 要 な経験的教訓は,ユ ーザーに対 し適 正 な水準のサー ビスを提 供す るため に

はネ ッ トワークを効果 的に管理 しなければな らずか つそれが可能 で ある,と い うこ とであ る。 コ ンビ、

ユータネ ッ トワー クは,他 のすべての組織 において適用 されてい る管理の諸原則 に対 して例外を成 す『

もの ではない。

各特 定事項に関す る結論は次の通 りであ った:』,

、田 あ るネ ッ トワー クが遂 行すべ き現 実の任務を有 し,ス ポ ンサーがその成否 に利害 関係 を持 つで

いる場合 には成 功のチ ャ ンスが大 きい。

:② 成果 については最 小あ るいは最大 の臨界規模が あるものとは考え られない。

{3}信 頼 性 のあ る運 用を実現 で きる限 り技術は決定的に重要 な ものではない。

間 責任 の分担 よ りも集 中的 な計画と運用が望 ま しい。 』 ・

⑤ 適正 なユーザーサー ビスが,成 功を収め るための唯一の最 重要 ファクターであ る 、

●

声
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ARPA MERIT TUCC オ レゴ ン州 TYMNET

ス ポ ン サ ー 国 ∬方 省 弄石 ξ亭 調 査 書卜i両 機 関 ミシガン州立大学, Duke,北 カ ロ リナ オ レゴ ン州立大学 Tymshare社

ウェ ィ ン洲立大学, 州 パ北 カロ リナ大学

ミシガ ン大学が設立 で設立 した非営利怯

した非営利法人
1人

1」 的 ネ ッ ト ワ ー ク 調 査 ネ ッ トワ ー ク調 査 運 用 サ ー ビ ス ネ ッ ト タ イ ム シ ェ ア サ ー ビ 営 利

ワ ー ク スを提供

多市接続ではあるが完全接続ではない 提携3大 学間の3角 星 形 ネ ッ トワ ー ク 。 星 形 ネ ッ トワ ー ク 米 国 と ヨー ロ ッパ の

現 況 と 分 散 型 ネ ッ ト ワー ク 。 ネ ッ ト ワ ー ク 。 3大 学 と遠隔ユ ーザ 70以上の都市を結ん

.ト ポ ロ ジ ー 米国及び ヨー ロッパに3u以 上 の現 業所,
1972年 以 来運転 。

一が中央設備に フ ィ でい るマルチ リング

40以 上 の コ ン ピュ ー タ シ ス テ ム が あ る 。
一 ド 分散型構成。

1971年 以 来運転 。
`

1969年 以来稼動。

パ ケ ッ ト ・スイ ッチ ング 。 各 ホ ス トの ミ ニ コ ン 大形中央 コンピユー 遠隔 ター ミナルを具 集中制御の蓄積分散

通信 サブネッ トを構成す る ミニ コンビ ピュータ前端が互 い タ が ノ ー ド ・コ ン ビ えた中央 タイムシエ 型 ネ ッ トワ ー ク 。

技 術 の ユ 一 夕 が メ ッセ ー ジを パ ケ ッ トに 導 入 に連 結 されてお り, ユ ータ及び遠隔 ター ア シ ス テ ム 。 前 端 ミニ コ ン ビ ュー

要 約 し,高 速 ライ ンによ り行先まで迅速 に 該当す るホス トに, ミナルか らの入力を タがひとつのホ ス ト

送 る 。 メ ッ セ ー ジ を 向 け るb 受 け入れる。 に お け る ス ー パ ー バ

ホ ス トウ エ ア が ロ ジ ッ ク コ ン トロ ー ル イザの下で動作 して

を 行 う 。 仮想 回路を決め る。

■ ●
■ 綱
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ARPA MERIT TUCC オ レゴ ン州 TYMNET

今 後 の 継 続 拡 張,プ ロ トコ ル の 改 良,ユ ー ザ 発企接続 されていな 参加諸施設に対 して 限 られた期間の実験 営業状態を見て引き

計 画 一の必要:1噸 に対 してIUに 留 意。
、

い 不 ッ トワ ー クの た サー ビスを継続 。 で あ っ た 。 オ レ ゴ ン 続 き拡 張。

め に ル ー チ ン グ ソ フ では現在,続 行案 を

トウエアを採用 。直 検討 中。

接端末入力を受け入

れられるように前端

を変 更。

制御を分配 してい る。 3大 学の代表者で構 TUCCは 大学で構 コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ 法人組 織。

ARPAが 契約により最終指令を与え 成 した合同執行委員 成の理事会で管理 さ 一の理事 が中央 シス 本社が計画を行 ない,

る 。Bolt,Berasnk&Newman社 が 会が方針を決定。理 れている。理事 が 日 テムを運営 。 現地の多くの支店を

サ ブ ネ ッ トを 運 用 。RangeMeasure一 事 が ネ ッ トワ ー ク の 日の運 用を管理 。各 運営委員会が地域ネ 管理。

組 織 mentsLaboratoryがARPAに 代 開発を管理 。 大学 のセ ンターはそ ッ ト ワ ー ク プ ロ ジ ェ

りた いていの契約 を管 理。資金を受 け 各セ ン々一が それ ぞ の大学 の職 員で管理 。ク トの方針 を設定 。

た各 グル ープが分析,測 定,情 報伝 達 れ理事と職員を有す。 各学部調整係が洛学

などの特殊 機能を遂行 。ユ ーザ ー委員 部 でプ ロジェク トを

会が プ ロ トコルの開発 などの技術業務 管理 。

を管理 。

ネットワークの拡 張はARPAが 管 理 し 各大学 のメ ンバ ーで 各 学 部 コ ンピ ュー タ・ パ イ ロ ッ トプ ロ ジ ェ Tゾmshare社 の スタ

ているが,新 規事業所 の選択について 構成 されたMICIS セ ンター 理 事 とTU一 ク トで あ っ た た め, ッフが計画を行な っ

機 能'
一定の方針はない模様 。新規事業所の (ミシガ ン 諸大学情 CC理 事の月例会 議 長期計画は不用であ て い る 。

計'画 トポ ロ ジ ー 面 の 変 更 はNetworkAna一 報 システム委員会)が で計 画を行 な う。 っ た 。

1

1ysisCorporationが 決 定 。 八 一 ドウ 長期計画の責任を負 中央 スタ ッフ及び各

エア及び回路 の調達はARPAに 代 っ う 。 大学の技術担当者も

てRMLが 管 理。 定期的に会合を開い

て い る 。
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ARPA MERIT

LI

TUCC
'vl

オ レゴ ン州 TYMNET

設 備

)

各 現業所 が現場 の準備 およびネ ッ トワ

ークへの八一 ドウエア及 びソフ トウエ

ア1インター プエ ースに責任 を有 す。'

設 備はBBNが 統 合 してい る。

1

各現業所が現場 の準

備お よび現場 に特設

の.ソフ トウエ アに責

任を有す 。'

TUCCに おける機

器設備は中央管理部

が管理 している。各

大学がそれぞれのセ」

ンターを管理 ・

,

この ネ ッ トワ ー ク は

中 央 コ ノビ ュ ー タ へ

.の ダ イ ヤ ル ア ップ ・

タ ー ミ ナ ル で 構 成 さ

・れ て い た の で 設 備 は

最 小 限 で あ った 。

設備 に関す る事項は

すべ てTymshare

社 が扱 って いる。

オ ペ レ ー

シ ョ ン

BBNが ネ ッ トワークコン トローノレシ

ステムとして特別のホ ス トシステムを

運用。NCCが す べて のノー ドか ら正

規状態 の レポー トを受 け,特 殊 故障の

分離を行 ない,・ネ ッ トワークを介 して

新 らしい コー ドを分配/デ バ ッグす る

ことがで きる。,

ネ ットワー クの 日常

運転は,そ の性 能の

監視方法 を開発す る

中央 のス タッフが行

なう。

1

各大学の コンピュー

タセ ンターは 自律 自

営。 、

TUCCは 中央管理

部に報告 する独立 の

スタ ・ソフによ って運

用 され る。'

オ レゴ ン州大学が遠

隔 ユ『一ザーのための

サー ビスセ ンター と

して コンピュー タセ

ンター を運営 。

指定 され たホス トに

おいて実行 され るプ

ログ ラムであ るネ ッ

トワー ク監視 システ

ムがネ ッ トワー クを

管理 。中央監視装置

がすべての接続を行

なう。

ユ ー ザ ー

サ ー ビ ス

、,^.A{

スタンフォー ド調査研究所 がネッ トワー

ク情報 セ ンターを運用 して ネットワーク

全般 の文書化 を実施,オ ンライン ・エ

デイ ッ トシステム及 びメイル設備あ り。

各現 業所は地方 ユーザ ーのための ステ.

一 シ ョン ・エー ジェ ン ト及 び外部か ら

の問合せに応答す る技術連絡部を持 っ

てい る。

大学 にお げるユーザ

ーサー ビスを統合 す

るMERIT副 理 事

が各大学 にいる。中

央の スタ ッフが文書

を交付 し,か つ相談

に応 ず る。

各施設の スタ ッフが

いわ ば 「小売人 」と

してすべ ての サー ビ

スを提供 。ノ1、さな施

設へのサー ビスは定

期的に訪れ る 「回路

ライ ダー」が行な う。

一

ユーザーサー ビスは

広報,ゼ ミナール及

び相互接触 に よって

行な って いる。地 方

のユ ーザ ーに対 して

は地方連絡係が大半

のサー ビスを行 な う。

Tymshare社 は顧

客サ ービスを行な う

ため世界各地 にわた

る広範 なマーケッティ

ング担当者組織を有

している。

同社は ネットワーク

を通 して コンピュー

タサービス及び専有

パ ッケニジを提供 し

てい る。

● 、

● '
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ARPAが 全 面的に投資 。 ミシガ ン州及び参加 NSF及 び北 カ ロリ NSF補 助 金。 会社資金

資 本 各大学 。他 にNSF ナ科 学,技 術庁 か ら

補助金。 o)補 助 金 。

ミニ コンピュータ及び通信の料金は, 各 現業所がサー ビス 卸売/小 売の関係, ひ とつのホス トか ら い くつかのファクタ

会 計 ARPAが 賦 課.各 ホス トはそれぞれ 料を請求 。 す なわ ち,実 際 にサ の集中請求方式。 一を基に した標準サ

(課 金) の ユーザーに対 して請求 。 一 ビスを受 けた場所 一 ビス料金表 がある
。

に関係 なく現業所が

管内のユーザーに請

求 。

1

規 則 参加は政府立地 ・研究請負業者に限ら 州相 互規則 ・州立法 . 州相互規則 州相互規則 FCCタ リフ260

れ て い る 。 府が承認 。 (共用規則)

各ホ ス トが行 な う。 ユ ーザ ーは地方 ホ ス ホ ス トシステムが実 ホス トシステムが実 ユ ー ザ ー は ホ ス トに

機 密 保 全 直接 ター ミナルポー トの検査は行 なっ ト及び遠隔ホ ス トに 施6.: 施 。 接続 され る前にネ ッ

て い な い 。 おいて検査 にパ ス し ・ト ワ ー ク ・ス ー パ バ

なければ ならない。 イザの許可を得なけ

.

.

れ ばな らない。

始 動 の 条 件 が 広 範 で 高 コ ス ト。.'ネ ッ ト まだ利用度が ネ ッ'ト 事務管理関係のユ ー .直線的星形設計が問 通 信 コ ン ピ ュ ー タ ー

ワー ク全体の信頼性 が所期の レベル程 ワークを正 当化す る ザーは経済的なTU㏄ 題 を最小 限に押 えた。の選択,お よび多 く

問 題 点

の 要 約 ,

高 くない。ホ ス 、トの相違 が プロ トコル

によって まだ完全 には解決 されてい な

適正 レベルよ りも遅

れている。各 大学 の

設備 よりもユーザ ー

が管理 してい る地方

設備を好 んでいる。

主な問題 点は遠隔1の

大学 におけるネ ッ ト

の 「ビ ッ ト ・『バ/キ

ツ グ 」 と の 端 末 イ ン

いo」 間の予算の問題も云
同次性 コンピュータが

ワー クの利用 を促進 タフ エー スの実施に
1

〆
べ 云 されている。 将来 の オプション を .す る こ と で あ る 。 よ り ネ ッ トワー ク の

一 一 「一 、 ポ ←
A

l

制限することが考え '

帯域幅が制限されて
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3.7ネ ッ トワー ク を も ち い た 高 度 情 報 シス テ ム

PhillipsH・

3.7.1経 営 か らみ た情報 の必要性

規 模の大小,工 業,商 業,官 公庁 の別 を問わず世界中の組織 体は情報 によ って生 きてい る。一 般的

な コス ト上昇 の趨勢 の中で これ ら組織体 はよ り多 くの事柄について益 々多 くの情報を必要 と してい る。

情 報 システムの 目的は適 切な情報 を適 切な人に適 切な場所 で適 切な時期 に最安価 に提供す ることでな

ければな らない。この 目的 は組織体 の大小 を問わず当ては まる。現在生 まれ つつある情報 システムは

必 ず とはいえないにせ よ通信網 を伴 ってい る。情 報システムには コンピューターを伴 うが ,我 々が現

在 コ ンピューターを用い るのは従来 の通常 の意味 での デー タ処理 に限 らず デ一夕操作 ,ラ イ ン制 御,

ライ ン試験及 び実際は技 術的事項 に属す る数多 くの事柄の為 である。 これ らは当初 コンピュー ターを

デ ータ操作 に使 っていた頃か ら比べ進歩を遂 げていることを意味す る。我 々は人間 と機械を結 ぶ端末

装置 を使 い,機 械間の イ ンター フェース端末装置 を使 う。

この点 について少 し詳 しく述 べてみ よ う。 とい うのは我 々は経営問題を従 来のよ うにデー タ処理装置

とい う狭 い面か ら見 るのでな く総体 的問題 と して見 るか らである。 その場合 フアウ リング氏 が話 され

た システムはサー ビス業 に入れ,製 造業 と採取産業 にはそれ以外 にも数多 くの実際の工程に関す るシ

ステムを入れ る。

人 間,機 械間の端末装置,プ ラン ト,機 械間の端末装 置,通 信系統,記 憶 記録 の回収,工 程 の直接デ

ィジタル制 御 ,情 報 の記憶,処 理,切 替 を行 うコ ンピューターの結合 こそ現代 の情 報 システムの姿又

は将来 そ うあ るべ き究極的姿で ある。 しか しこのよ うな究極的高度化につなが るもの と して ,現 代の

経営 システムに於 て非常 に興味深 い幾 つかの要素 がある。 これ らは総合的主 計画の補助物 と して も小

組 織体の為の システムと して も使 うことが出来 る。

喝

過去5年 間に統合,高 度化の全段階に亘 り直接デ ィジタル工程管理の為,ユ ーザーとの協議により幾

つかの供給組織が提供した技法は我々の新 システムの設計に適用出来る。世界各地の郵政省のような

公的回線組織の通信網 についての発想方法も適用出来るが,全 体を通 じ最 も良く適用出来るのは1970

年代の現在生成 しっつある経営態度であると思う。経営者達は1960年 代には多大の成果を挙げたが,

1970年 代に於てもその可能性の把握及び資本充用上の凡ゆる苦難 ,試 練,懐 疑派,従 来技法を乗越え,

自らの経営技法を改良する新分野につき進む気力の面で更に前進するであろう。

3.7.2総 合 経営問題 .

最 初 に述べた い点は総合経 営問題 が出現 したとい うことである。我 々が コンピュー ターを商業 的意

味 で有 効に使 い始め たのは今 か ら約10年 か ら15年 前 である。当時科学計算用 コ ンピュー ターを総合経

営 の企 画業務に使用 させ てい た。 これ らの コンピューターは全 く未発達な もの で単 純な入力 ,出 力装
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置が付 いてお り,可 能な演算 も限定 されていた。 それ にも拘 らず これ らの コ ンピューターは設計演算

や経営問題の科学的調査 には重要 であ つた。 これ らの コンピ ュータ ーの中には演算領域 の非 常に広い

もの もあ った。我 々の技法 がやS高 度にな りユーザーもやS冒 険心 を持 つに至 ると我 々はパ ンチ ・カ

ー ド・リーダー
,穿 孔機,ラ イ ン ・プ リンター等 のや ～高度 な端末装置 を加える ことによ つていわゆ

るデータ処理を始 め,数 は多 くはな いが通信網 に も着手 し更 に初期の科学 演算用 コンピューターに も

着 手 した。 当時我 々は工程 問題の ある組織用の もの も手 がけ,こ れ ら二つの着想を工程制御 に迄 発展

させ られ る状態 にあ った。 こ ＼で我 々は研究開発面での大 きな成 果 によ り,新 しい複雑 な コンピュー

ター中核 を作 り上 げ る必要 があ った。 この課題 は達成 され,コ ンピューター中核 は現在他 の分野で も

利用 されてい る。 その理 由は これか らの説 明で明 らか になるであろ う。

、

禽

過去10年 間 大組織体 でぽ,あ る種の業務担 当の地域管理職 は当面 す る問題 に対 しコ ンピュー ターを

使 二て漸次対処 してきた。研 究所は科学演算用 コンピュー ターを購 入 し,デ ータ処理担 当管理職や会

計主任 は第一又 は第二段 階事務 オー トメ化事 務計算用演算装 置を求 め,計 測器技 師長 は制御の要があ

り又制御 を行 えるプ ラン トが ある場合,'プ ラ ン トを制 御 しよ うと した。 その結果 こ.れ迄多 くの大組織

体は国内の各 地,あ る場合 には世界 の各地で種 々の 目的で様 々の コンピューター ・システムを使用 し

た。 これ らの中あ るものは成果 を収 め,あ るものはか ろう じて成果 を収 め,あ るものは全 く失敗 であ

った。冒頭 の情報 システムの定義 に戻 ると1970年 代 の総 合経営の問題 は適切 な情報 を適切 な人に適

切 な時期 に出来 るだ け安価 に提 供す ることである。.これは幾 つかの方向の定 った情報の流れ,事 実を

様 々なユーザ ーに適 した形 式に消化す ることを伴 い,場 合 によ っては同 じ事実 が総合経営全体に亘 る

20か ら30の 異 る側面 に用 い られ ることもあ る。

1970年 代 に我 々はテー クオーバ ー ・ビッ ドと非常に大 きな組織間の合併の現象に遭遇 してお り,容

易 な総合経 営問題 に更 にも う一つの問題 が加 った。 それは個 々の経営陣 によ り構築 され今 や合 体の必

要 のあ るコ ンピ ュー ター ・システ ムの合理化 とい う問題であ る。 これ ら大組織体で も新 しい合 体 シス

'テ ムを集中管 理すべ きか
,分 散的に管理 すべきかという厄介 な問題を抱 えている。

従 って幾年かの間 コンピューター ・クラブに属 してきた全 ての組織 の1970年 に於 ける問題は該 当

情 報源 の全 てを検討 し最終 ユ ーザーに統合,一 体化することで ある。資源 とユーザーが経営構造の内

で数量的に増大 し,組 織 の成長 につ いてい く容量 も増大す る。

,

●
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図10経 営 情 報 システ ム

これ迄 の情報 システムに関す る作業は幾 つかの,明 確 に弁別出来て,総 合経営の三分野の全て,す なわち

ぢ図10に 示 した総合 経営の企画,管 理及び業務 部門に於ける科学的処理 .,デ ー タ処理及び工程管理,

に役立つ システ ム特性 に基いていた。私 は これ らを情報伝送 システム, .情 報 収集 システム,集 中相 互

作用情報 システム及 び分散相互 作用情報 シス テムに大別 した。 これ らの特性 は排他的な ものではない.

現 在 の システムのあ るものは これ らの全てを含み,あ る ものは一つの特性 か ら他の特性 に変 りつつ あ

る。

●

3.7.3情 報 伝送 システム

最初 に情報放送 システ ムについて述べよ う。フ アウ リング氏 は今朝,陰 極線管端末 の現 象について

話 され た。 キーボー ドと陰極線管を有 す る初期 の設 計か ら少 し進 歩を遂 げた今 ではTV型 モニ ターに

よ り,キ ーボー ドか らちらつかない字 を送信 する ことが 出来 る。 これは,図11に 示 す ような,幾 人か

の人が業務の幾 つかの局 面を知 ろうとす る単純 システムにつ いてはその ような送信が 出来 ることを意

味す る。その一例 と して ヒース ローの英国欧州航 空会社(BEA)倉 庫 がある。荷物が倉庫を通過す

るが,荷 物が幾 つかの地点 を通過す るのを見て,各 地 点に対 しオペ レーターが何 をすれ ばよいか指示

したい。荷物 は倉庫 を通 り移動す るにつれ情 報が変 るので,こ れ らの情報 をキーボー ドか ら入れ,建

物 内の広 く分 散 した幾 つかの地点に特定 指示を行 うのは比較的 簡単 であ る。
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比較的近距離 の地域 の場合 はこれ でよいが,他 の町 に拡 大 しようとする場合 は図12の よ うな方法 が

あ る。 この場合 コンピューター等の発信源 は郵 政省の回線 を通 り既述 の端末 に進み,そ の端末 か ら建

物又 は町の周囲 に局地的 に放送す る。この場合 全 スク リー ンに同 じ情報 を映すか又 は異 る場所 で異 る

情 報を得 るこ とが出来 る。一 台のモニターの 映写 字数 よ り多い字数を一時 に示す システムの場合,図

13に 示 す よ うに情報 は コン トロー ラーを通 じ幾 台かの モニターに送 ることが出来 る。 この システムは

ス ク リー ン5面 分の情報 を提 供 し,6番 目の スク リー ンには比較的単純 な配線技法 によ りスク リー ン

面分 よ り多量 の情報を ロールア ップ出来 る。 これは賭博施 設が大規模 に採用 したいと思 う方式である。

とい うのは一 日に5レ ースを行 う場合各 スク リー ンには限 られた情 報 しか示 されない。

しか し一 日の レー ス結果が入 った時 スク リー ン面分の情報よ りは るか に多量 の レース結 果情報 を序 々

に画面を移動 させ て賭博参加者 に示 す方式 が必 要で ある。 もう一つ良い例は空港 であ る。 空港 では幾

つかの異 る種類の情報 を必要 とするが,後 で述 べ るよ り複雑な システムまでは必要 と しない。

これは全て情報 システム問題 に適用 出来 る。 これ ら全 ての こまかい事柄が適用 出来 る,そ して単純

な方式で間 に合 う場合我 々は複雑な,高 度 な方法は用 いない,。我 々は高度 な機 器を単純 な方法で用 い

ている。

,

◆
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図14株 式 取 引所 システム

図14は 直 ちに調節可能 な最 大 スク リー ン40面 分 の情報を広い地域 に分散 した人 々に示す よ り高度 な

システムを示 す。 この システムは現在 ロン ドン株式取 引所で使用 してい る。この システムでは伝送 シ

ステムの平行径路 を通 って出てい くビデオ頁様式 を作成す ることが 出来 る。 この様式 は現場の非常 に

安価 な殆ん ど無制限の台数の セ ッ トで選択 出来 る。 この方式の利点 は非常 に多量 の情 報が システムの

この末端で変更す ることが 出来 て,ユ ーザーが選択 的に利用出来て,殆 んど同時的 に正確で あること

で ある。

株式取引所は安価 表示 装置の唯一の適用例 ではないが総合経営 システ ムに於 け るこれ ら装 置の重要

性 を よ く示 してい る。株式売買取 引が行われ てい る問取 引所か ら情報 が入 り,コ ンピュー ターに入力

され,こ の ネ ・1ワ ークに富 嘩 られ てし'る・当直 る問題醐 らか に・ このよ うな繊 ネ ・ トワー

クを遠隔地に迄及ぼ し使用す る場合 に生 じる事態 である。 ロールア,ップによ り限定情 報伝送用 の図11

に示 された端末で,標 準的郵政省回線 によ り結 ばれた地方 コンピュー ター ・セ ンターを使い本 問題 の

技術的解決を行 う方法が ある。

それ は大規模の データ伝送で ある。 ロ ン ドン市 には多分非常 に安価 なテ レビジ ョン型 モニ ターを備え

た100箇 所 以上の端末 オフ ィスがあ り,こ れ らモニターによ り端 末オ フ ィスは株式取 引所か ら直接入

る,現 在最大22系 統 の情報を選択 す ることが出来 る。 これは ロ ン ドンに於 て,適 切 な情 報を,適 切な

■

●
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場 所で,適 切な時期 に,各 顧客が望む形式 で得 ることである。又,そ れ.は現行技 術 の範囲 内にあ り,

最 も安価な ものであ ると思 う。

■

これは情報のデ ィジタル面 を扱 うものであるが,我 々の情報 システムでは明 らかに,情 報 のデ ィジ

タル源 ばか りで なくアナログ源 も考慮 しなければな らない。 これ らの情報源 は載 る場合 には現場 か ら

収集 し,照 合 し,通 常標準形式で情報 システムに入 れ る計測器,プ ラン ト計器,キ ーボー ド入 力装置

の 出力で ある。

この場合,過 去数年 の間,配 線走査装置 を扱 うのが普通 であった。 これ らの装置 は作 動性能 は優 れ

て いたが,大 型 で概念 的に融通性 が乏 しか った。現在利用 出来 る,往 々工程管理型機器 の設計を行 っ

た設計流派に よる新 しい ミニ コ ンピュータ ーの出現 によ り以前よ りは るかに自由に加減出来 る規模で

情 報収集,情 報伝 送が行 え る。

3.7.4デ ー タ収集

次にデー タ収 集について述べ よ う。現在 では価格 が約i,500ポ ン ドの小型 コ ンピューターに幾 つか

の アナログ入力,幾 つかのデ ィジタル入 力を行 い,他 の コンピュー ター又 は他の プ ラ ント機器 に情報

を伝送 す ることが出来 る。又,シ ステムを通 じ制御信号を送 り返す ことが出来 る。 図15は デ ータ ・ロ

ギ ングを示すが,中 央 コ ンピュー ターには二方接続 が行 われ ている。

●

●

デ ジタル

入 力

/

地域情報収集装置

デ ータ▲ ▼ リンク

中 央 コ ン ピ ュ ー タ

図15デ ー タ ・ロ ッギ ン グ

デ ー タ リ ン ク

局地 ・遠隔

アナログ

出 力
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図16は 同種 コ ンピューターを用 いる遠隔端末 の接続を示す。 この場合,現 行技術範囲 内の端末 の数

と種類 は中央 コ ンピュー ターへの経路 で受 け入れ可能なデー タ率 の函数 である。現在,こ の径路 は ス

パ ー ・リンクでの データ収集 ,伝 播を制御す る際にこれ ら小型 で開発 中の コンピューターを使 うこと

の主な制約 の一つで ある。

図17に は,プ ラ ン トを制御 するこれ ら小型 コンピュー ターの一 つを示 して あり,こtSで 高 信頼性を

得 る設 計概 念 について述べ よ う。重要過程 にこれ ら小型機二 台を有す るシステムの経済性 の為 フ ェー

ル ・セー フ,ク エール ・ソ フ ト装備 について考慮す ることが出来 る。監督 中の プ ラン トで このよ うな

高信頼性 が必要 と決 めた場合 は二台 の処理装置 を有す る設計概念を用 い,該 当技術の範囲内で非常 に

高 い安全性 を実現 出来 る。

情報網が遠方 の コンピュー ター ・システムか ら監督 され る場合 で も実現 出来 る。 その場合 プラ ン ト

稼 動の特定 の価値 又は局 面 に関心を有す る管理 者が利益を受 ける。小型 コンピューターと.プラ ン トの

相互 関係 は非常 に重要 な もので,情 報 システ ム設計者 も現在重要 事項 と して取 りあげている。

汀:t㌢

UPC

ムデモ

ぷ ↓

モ デ ム

ARGUS600

図16遠 隔 端末の制御
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θ

現在我 々の有す る ミニコ ンピューター と コ ンピュ一夕ニ技法 に より可能 とな る,こ の新技法 によ り

ネ ッ トワーク周 辺に関与 したデー タ伝送,tデ ー タ収集 システム設 計者は コンピューターを情報 の源 及

び行先 に益 々近 い点 に適用 出来 る。 プ ログラム内蔵 デ ィジタル ・コンピューターの使用 に伴 うプ ログ

ラ ミングか らみて,以 上 のよ うな適用を行 う可能性について多 くの観方 がなされ てい るが,こ の問題

は興味深い議論事項で ある。

台

ARGUS
500

一 一 一

一 一 一

図17複 雑な制御システムの構成要素

●

■

3.7.5大 規 模 デー タ収集 システム

今迄小 さな ものについ て論述 してきたが,次 によ り大規模 のデ ータ収集 システムについて述べ る。

私は株式市場 についての計画を大規模 で,実 行可能な,非 常に効率的で経済 的なデータ伝送 システム

で あると思 う。 中央発 電局の全国制御 セ ンター又は ヒンク リーの ガス協議会(CEGB)の ガ ス制御

セ ンターの場合 は ,デ ータ収集又 は非常に複雑な相互連結 グ リッ ド・システムの制 御に用 い られ る情

報の収集の 為の非常 に大規 模 な計画が採用 されてい る。その為英国 に於ては大量 の同種及 び他 の様 々

なプ ラン ト事項が現地 で走査 され,そ れ らの情報 はCEGBの ロ ン ドンにあるセ ンターに集 め られ る。

そこで,24時 間 中断 な く全国電力 ネ ッ トワークを効率的に稼動 させ る稼動管理オペ レー ターが使用 出

来 るよ うにこれ らの情報 が消化 され提示 され る。残念な ことに,こSで 掲示 しよ うとした図面 は複雑

す ぎて使 えないが,図18の 極 く単純化 した図面は我 々の 目指 す ところを示 している。
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図18中 央 発 電 局 全 国 管 理 セ ン タ ー

ガス協議会及びCEGBに 於ける稼動の重要性 と両者のシステム概念の類似性の為今はCEGBの

全 国管理 セ ンターについて述 べてい る。図18の 左 側 にはプラ ン ト,計 測器,変 換器及 び各種 メー ター

よ りな る不活 動端 末か ら入力による情報 を集め る業務面が示 されてい る。 このよ うに約70の 経 路 に沿

って情 報は夫 々の速度で ロ ン ドンに流れ る。 これ らの情報の同化,設 定 点との比較 に よるその評価,

場 合 によって はその相互連 関及び操 作卓 の陰極線管 モニ ター ・パネルさの図式出力構 成を行 う大型 コ

ンピュー ターが二台あ る。・システムは疑 似図,統 計,グ ラフ又 は比較分析表 によ って コン トロー ラー

にネ ッ トワー ク状 態を瞬間 的に示す。 これ らの表示装 置の一 つで ネ ッ トワーク全 体を走査 し,グ リ、ッ

ド全体の切替電気 接続のあ る絵 によ る経路 図 を示 す ことさえ出来 る。 あたか も飛行機 か らグ リッ ドを

走査す るよ うにこの表示を操作す ることが出来 る。必要 に応 じサブステーシ ョンの各点 で停 ま り詳 し

く調べ る ことが出来 る。 これが通信 システム と情報 システムの違 いで あるが信頼性 の為 の概念 も興味

深 い ものであ る。図は コンピューター ・セ ンターに二台の コ ンピューターが あることを示 さなければ

な らない 。実 際の作動状態 では二台の中一台を稼動 管理用 コンピューターとして割当てることが出来る。

この稼動 管理用 コンピュー ターが稼動 し制御 卓の端末点 に全 情報 を送 っている時 もう一台の コ ンビ

■

'
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■

ユ一夕ーは待機状態 にあ り需要予測供給計画 に基 く長期計算,供 給計画 の安全査定等 を行 う。その コ

ン ピュー ターは次の数時間 に,又 採用 された基準 の如果 に拘 らず如異なる措 置を とるかを管理技師 に

示 す。従 って予備処理装置 も全 く無駄 な訳で はな く,主 装置が故障 した場合 直ちに切替 え られるよう

充 分準備 しておかなければ な らない。この システムに関連 した もの として他 にデ ィスク,ド ラム,プ

リンター等広範囲に亘 る周辺装置が あ る。 システムの保安は最 も弱い連結部の保安にかか って いる。

も しこの最 も弱い連結 部が主要 業務側 で常時 用い られる場合は,故 障の際一つの システムか ら他 の シ

ステムに自動的 に切替 わるよ うに しておかなけれ ばな らない。

保 安 のも う一つの側 面は稼動 プ ログラム とイ ンター リーブされた試験 プ ログラムに よ りコンピュー

ターが稼動す る適 用例に於 け るコンピュー ターの自己点検であ る。 このよ うな適 用例の場合,故 障が

起 って もその工程 又は作業 か ら自動 的に隔離 され,予 備の,即 ち切替えが行 えるよ う間断 な く待機す

る他の処理装置に切替え ることが出来 る。

3.7.6情 報 の統合
』
これ迄は総合経営の業務面の情報 収集 システムが開発 されて きた。 これ と平行 して,CEGBの 企

画,管 理面で又かな りの程 度ガス協議会に於て も,従 来 のオ ンライン,実 時間デ ータ処理 コンピュー

ター ・システムに基 く別 の システムが開発 された。趣 く近 い将来 に予想され る動 きは これ らの システ

ムの間 に二方向 デー タ連結 を行 い,コ ンピュー ターに基 く集 中,統 合総合経営 システムを構成す るこ

とである。 これは ロ ン ドンのCEGBで 現 在ほy・実現 されている。 これ ら左右 の シス'テムは機能的 に

作 動 し相互 に連結 す る。両端 に コ ンピュー ターがあ るので,点 線又 は実線に沿 って送 られつつあ る情

報冗 長は該当デ ータ経路 の占有 を正 当化す るよ う補正す ることが出来 る。

■

スイ ッチの故障,遮 断器 の トリッピングと閉路 その他の様 々な経路故障の為稼 動 セ ンターにきた瞬

間的情報の多 くは,企 画 を行 うのに,あ る場合 には管理を行 うのに明 らか に重要 とな る。 システムの

瞬 間的制 御を行 う為 流入 した数 多 くの事実は管理者 も用い ることが出来 る。管理 者は それ が消去可能

の ものな らそれ らの事実を無 くす ことも出来 る。 こ ＼で我 々は未来 に向 ってお り,そ れは総合経営 シ

ス テムであ る。 この システムは多分現在世界中では ないにせよ欧州 で最 も高度な システムの一 つで あ

る。

■

3.7.7相 互 作用 システム

我 々はこれ らの単純 な情報伝 送,情 報収集方式か ら,相 互 に連 関 した経営側面 の相互監督の問題 に

到達 した。我 々が到達 したのは相互作 用 システムであ る。業務面 のある事項に影 響す ることを企画面

で行 い,又 逆 に企 画面 のある事項 に影響 す ることを業務面 で行 う必要 がある。要 求 に応 じこれ らの両

面 の中間の情報 が入手 出来 なければな らな い。
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3.7.8BOADICEAシ ス テム

初 期の相互作用 システムの殆ん ど,特 にフ ァウ リング氏のBEA用 シ ステム,又BOAC用 システ

ムは非常に大 きい集 中計算 システムに基 いていると考え られた。 現在 の傾向は概念 に融 通性 をもたせ

後 で必要が生 じた時 設計が適 切 な らば,局 地的又は分散 的 システ ムに転換 出来 る潜在 的可能性を最小

限 持たせ る方向 にあ る。 フ ァウ リング氏がBEA計 画 について話 され たので私は他 の英 国の計画 につ

い て述 べ るのが適切 だ と考 える。BEA計 画 とBOAC計 画 は多 くの共通機能要件 を有す るので私 は

他 の航空会 社 について述べ るのが公平 である。 しか しなが ら,そ れ らには幾 つかの異 る経営要件 があ

り,そ の地理的分布 も異 る。 その為,こ れ ら二 つの航空会社を異 る経営設計 チームが担 当すれば概念

に非常な差異が生 じるの は必至 であ った。

与

座 席
予 約

ノ
＼、 管 理/

》＼ 丁一/¶
!1＼

/1＼

/1＼

〆 ↓ 、

＼

図19BOADICEAシ ス テム
,

ロ ン ドン空港 の巨大なIBMシ ス テムによるBOACのBOADICEAも 経 営の三大側面,即 ち

企 画,業 務,管 理に関す るもので ある。最 も高度 な情報 システムを もた らした特徴 は航空会社の業務

で収入が上 るもの,即 ち座席 予約 と貨物取扱 に一致す る。

⊃

座 席予約 についてはBOACは 北 大 西洋業務 の自動情報取扱の第二 世代 と してBOADiCEA

計 画 に着手 した。BOADICEAシ ス テムに着手 する前同kLl:はロ ン ドンに ワィア ド・プ ログラム ・

ドラムに基いた配線 システムを有 していた。従 って同社 は大陸間通信 回線使用,オ ペ レー ターの特質
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及び使 用を要請 す るかも しれない端末機器 につ いての知識,経 験 が相当ある。

◎

貨物取扱 について今 日は時間が な くて言及 しなか ったが,同 社ではBEAと 全 く異 る方法で この問

題 にと り組 んだ。BEAは そ の貨物処理の為,図19の 円 内のBOADICEAと 同 等のBEACON

と い う集 中処理 概念 を必要 と した。 ロ ン ドン,ヒ ー スローの端 末セ ッ トとコンピューター集信 装置は

主要BEACON概 念 の通信 サブシステムであ る。BOACは 貨 物取扱を分離整理 して完 全な 自立 シ

ステムにす るこ とに決め た。 この システムは ロ ン ドン,ヒ ースローにあ り,保 安の理 由で二台 の コ ン

ピュー ターに基 く自立型であ る。 この システムはあ る通信経路 によ り中央 の主要業務 とBOADIC

EAシ ス テムにのみ連結 され経営統 計を とる。従 って ロ ン ドン
,ヒ ースローには集中貨物 システムの

二 例があ る。BOACシ ステムは集 中概念 で始 め られたが便宜 その他幾 つかの理 由の為
,貨 物用 のみ

の 分散情報取 扱 システム にな り集 中 システムに軽微 に連結 されて いる。

世 界中 に亘 る情報 シス テムを 作る為 にBOACに は 主 に,利 用可能伝送路の数 量,種 別 等に関す る

処 理を要す る問題 が数 多 くある。同社が使用 しよ うとす る端末オ フィス集 中部に対す る負 荷は広範囲

に亘 る・従 って ファウ リング氏のSITA北 大 西洋 ネ ッ トワークに対応 し
,BOACで も高速 通信 に

基 く北大西洋高 レベル ・ネ ッ トワー クをその提 携航空会社 とともに確立 した。北 大西 洋には欧州 ,カ

ナ ダ,北 米及び カ リブ海沿岸諸国が含 まれ る。 中東 ,極 東等その他 地域 については低速通信 に依存 し

てい る。 同社 は中央演算装 置か ら幾つかの米国 ,カ ナダ,欧 州事務 所に放射状 に伸 びる限 られた数 の

経路 を,当 初は予約管理用 に,設 定 した。図20に 示 した この北大西洋 システムは約1 ,500名 の オ ンラ

イ ン'キ ーセ ッ ト・オペ レー ターを有 す るが ,こ れ らのオペ レーターは全 て,中 央BOADICEA

シ ス テムに含 まれ た フライ トの状態 には理論上同等 の関心 を持つ
。同社 が全世界で これ らフ ライ トを

同等の容易 さ,有 効性 で販売す る場合 は明 らか に,こ れ らフライ トに関する問合せへの応答時間 はほ

ぼ同 じ長 さになる筈 である。 この情報 システムを使 うことによ ってBOACは 北 半球全域 で フライ ト

予約 業務が行え,応 答時間は数秒間であ る。中央 で これ ら全てを取 扱 う複雑 さを考慮 すれば これは注

目すべき ことで ある。

ぐ

■

同社 にと ってこれ らオ フィスが互 いに距離 を遠 くへだて られ ている状況で上 記の ことを行 うとい う

問 題 もあ る。距離 が遠 くなれ ば経費 がか か り,速 度を速 くするの も経費がかかる。従 って上 記の事柄

を困難 と思 われ る方法,即 ち図21に 示 す よ うに ,ド ロップ ・オ フ ・コンピューター制御 オ フィスを全

て の主要回線 に通す 方法,で 行 う経費 と上記の二つの事柄を両立 させる問題が ある。 ロ ン ドンか ら放

射状 に伸び,同 じ施 設を用 い ロン ドンか らロス ・アンゼル ス ,ロ ン ドンか らサ ン ・フ ランシスコそ こ

か らローマ更にバ ー ミンガ ム ,グ ラスゴーに伸 び る2,400ボ ー の全二重回線が6本 か7本 あ る。 これ

らの回線 は同質 で,機 器が同一で,各 々入力 ,出 力活動の地域 の集ヰに役立つ。
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図21マ ル チ ・ ド ロ ッ プ 管 理 シ ス テ ム
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禽

ライ ン制御 システムはセ ンターか ら作動 させ られ る。セ ンターはセ ンターか ら最 も遠い端末制御 コ

ンピューターを呼出す。それ らが設置 され ている場 合は陰極線管端 末及 びプ リンターに関連 したキー

ボー ドか らその コンピューターか ら入力 を受 ける。 技術的観点か らい うな ら,プ リンターであるか陰

極線管 であ るかは問題 とな らない。全 体 に共通 キーボー ドが使 ってあ る。最初 の呼 出は送 出線を通 じ

TCU3 ,(端 末 制御装置3)迄 進 む。TCUは その間合せ事項を伝送 し,そ れ らは処 理 されて,TC

Uは 回答 を得る。今 度はTCUは そ の 名称 によ り呼 出され,セ ンターか ら情報 を得 る。 これは全二 重

回線 を通 じるセ ンターへの情 報伝 送 と同時 に行われ る。TCUが セ ンターに通信を送 り終 ると,最 後

の 通信 の終 りに呼出符号をつ けセ ンターによ り近 い次の端末制御装置 に合図す る。 セ ンターはその復

調 システムによ り,キ ューに加わ り情 報を セ ンターに戻 さなけれ ばな らない ことを知 る。その情報 を

送 り終 ると,TCU2が 自 らの情 報 と呼 出符号を回線上の次 のTCUに 送 り,以 下順次 このよ うに送

る。 コンピューターが情報 の 出力 を行 っている時各端末制 御装置 は送 出経路 を聴 取す る。各端末制 御

装置は自らの呼出符号とそれに関連する陰極線管端末又はプ リンターの一つ向けられた通信内容を判

別 す る。

3.7.9.端 末 制御装 置の利点

現在,北 米,欧 州の全域 に亘 り,コ ンピュータ ー ・システムを装備 したオフ ィスが35あ る。 これ ら

の システムの各 々は図22に 示 したよ うな小 型 コ ンピュー ターを有 す る。名称は問題 でな く,重 要 なの

は原理 である。 明 らかに,コ'ン ピュー ターの進 歩に より,4年 前我 々が初 めて コン ピューターの使用

を考慮 した時 に想像 した レベル に比べ コ ンピューター使用に よる経済性 は向上 してい る。これ らの コ

ン ピューターの各 々は最大64個 の 陰極線管表示端 末,最 大72個 の キーボー ド,最 大8台 の プ リンター

を制御す る、 この負荷は 中央処理機器 の主要供給業 者にとって ソフ トウェアの函数 であ った。 この負

荷 は制 御装置 との通信のパ ッケー ジ形 式形成 に関連 して馳いた。ニ ュー ヨー クのパ ー ク ・アヴェニ ュー

や ロン ドンのバ ッキ ンガ ム ・パ レス ・ロー ド等 の例 えば120個 の 陰極線管端末 があるセ ンターに行 く

必 要が ある場合,中 央 ソフ トウェアによ りア ドレス指定 が出来 る端 末制御装置 を二 台要 する。 この使

用 例 に於 ける第一世 代 コ ンピューターの実際 の処理取扱能力は,情 報交換通信 の形 式形成 に際 し我 々

が コンピュー ターに付与 す る能力 よりは るかに大 きかった。

つ

●

上 記 の事柄の他 の側面 は処 理装置 は,そ れが在 るオフィスに設置 されているセ ッ トに限定 され ない

ことであ る。主要 回線 の主要 オフ ィスが所在 する地域 の他の関連 オ フィスに広範囲 に亘 り分散 出来 ,

又 分散 して いる。 ネ ッ トワー クが設定 され,維 持 される方法は通 信イ ソヲーー フエー ス ・モ ジュールで

の職務 にかな り依存 してい る。 これ によ り処理装置 と回線の間の関係,大 型 中央処理装 置と現地 の子

処理装 置の間 の関係 が制御 され る。我 々にかな り影響す るもう一 つの事柄 はこの端末処理装置 のハー

ドウェア とソフ トウェアの組合 せで あ る。

図22の 端 末は セ ンターと相互 作用 す る非常 に多 くの端 末情報位 置の使用 を伴 う初期 システムの一 つ
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に用い られた。 これによ りオ ペ レータ ーは通信内容をキーボー ドか ら入力 し,フ ライ トについての完

全 な情報 を得,又 取扱取 引を入力 し中央 コンピューターに記憶 されてい る情報 を変更 し,座 席取消及

び座席予約 を行 う。人 名は名前,電 話番号及 び優 先順位等 で示 された。セ ンターか ら航空会社を経営

す るのに必要 な情 報の全 フ ァイルは端末 オペ レー ターがす ぐ利 用出来 るよ うに なっている。

CPU

「 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 　 一

㍗

↓

μ
豊

ディスプレイ

制 御

モ ジュ ール

ディスプレイ

制 御

ディスプレイ

制 御

地 域1

事務所1

ド

万
一

ユ

ポ

ジ
ー
モ

キ
カ

」

デ イスプ レイ デ ィスプ レイ ディスプレイ デ ィス プレイ プ リンタ キーボー ド

図22端 末 制 御 装 置

この端末の興味 ある特徴 としては次の ものがあ る。

ほ)必 要 に応 じた経路 に沿 って これ らの端末セ ンターを下降 させ ることによって ネッ トワー クが設立

出来 た。

{2)局 地 処理装置を業務訓練 シ ミュレーター,シ ス テム シ ミュ レーター、中央処理 装置用 シ ミュ レー

ターと して使 うことが 出来 た。

③.主 処理装置設置12ケ 月 前 のオペ レー ター訓練 の為全 オ フ ィス構成 を使 うことが出来 た。

(4)各 地 点の監督者は見習 オペ レーターを監視 し,特 別 の問 題があ る業務 については見習 オペ レータ

ーに代 って処理す るこ とが 出来た。

㈲ 故障 が生 じた場所 で局地 処理装置 を使 いモデム等の シ ミュ レーシ ョンを行 い,実 施 時に故障原因

を見つける。

●

■・

この計画 では,大 きな国際 的規模 で稼動 され るべき情 報 システムの能力について,実 際の データの
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流 れの通信線か ら如何 なる能力が達成出来 るか 一 事実,こ のこ とが全 てで あるとい って よい 一 及

び包装物 とともに送 られ る組織 デ ータを最小限 にす る通信内容構成 につ いて多 くの ことを学んだ。各

貯 蔵,発 送地地点 でのター ン ・ア ラウ ンド ・タイムを最小限に して大量 コア記憶 装置 し,そ の他各種

バ ッファー装 置 を不要に する方 法を も学 んだ。 これ ら全ての教訓 を生か し,現 在 システムは一 日24時

間 連続 的に稼 動 している。

▲

3.7.10株 式 仲買 システム

上記の計画 か ら次に発達 してきたのは一本の経路 によ る,非 常 に多数の高速 回線 をデー タ処理 装置

へ の連結 である。 これには前端 ,後 端,一 部は 中間 に於 ても,特 別,特 定 の問題を伴 う。

IBM

360-50

ARGU

500

回 ＼
、

＼

＼500

100-200、600 、CRT

二重回線 〉刈 ンタ

/
ノ

口/
ノ

〆

8ご;「.

ノ

ー

図23株 式 仲 買シ ステム

図23は ロ ン ドン市で開発中の最新 システムを示すが,こ の システムは大規模 な システムを稼 動 出来

るのは航空 会社 に限 らない ことを実証 している。 この場合 ユーザーは500か ら1 ,000の 間 の端 末点を

必要 とする株 式仲買商会で ある。 これ らの端 末点は 中央 データ ・バ ンクとこの商会 が特別 の顧 客 に提

供す る株式f中買計算施設 と相互作用 す る。 この方式の興味 ある特徴は,航 空会社 と異 りこの商会 は各

オ フ ィスで の集 中要件がない ことであ った。 この商会 は各 オフ ィスに最少限5個 か6個 かの端 末を持

つ代 りに,大 多数 のオ フ ィスに一個 を超 えない端 末 ,残 りのオフ ィスの大部 分に三個 を超 えない端 末

しか持 た ない。又 この商会 ではテ レプ リンターを使いた いと考えた。
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この システムは標準的 フロ ン トエ ン ドシステムの よ うであ る。 事実,端 末が2,000字 セ ッ トで ある

こ とを除 けば多 分標準的 フ ロ ン トエ ン ドシステムであ る。これ らの端末 は中央処理 システムと完全相

互 作用的 に用 い られ る。デー タは中間 で整理 され主処理 装置 に送 られ る。 次に通信 内容 は端末 に送 ら

れ るが,こ れは多 くのユ ーザ ーに対す る有用性 の面で重要 で ある。従 って この場合,専 用ネ ッ トワー

クが あるが,こ れ らセ ッ トの多 くにダイアル接続 も可能 で,大 事 な時に個 の線路が使用不能 になると

い う事態 に対処 出来なければ な らない。 これは システム要件 中の もう一つの技術的 に複雑 な問題 であ

るが,現 在 郵政省の提供す る施設 によ り実現 され つつあ り,価 格 が妥 当な額に迄下 が り,よ り多 くの

人 が購 入出来 るよ うになれば,非 常に近い将来 極 く標準的な ものになると思われ る。

F

3.7.11プ ロ セス制御 システ ム

集中 システムの最 後の例は適用面で商業,サ ー ビス業 か ら離 れ プロセス産業 に進みつ つある例で あ

る。 これ は図24に 示 された,BPケ ミカルズが考案 し,現 在 同社が実施 している非常 に高度 の システ

ムで ある。バ グ ラン ・ベ イのBPケ ミカル ズは ラ ンダ ーシーの大精油所に連結 してい る。製 油工程 に

ょ り得 られ る製 品は非常に種 類が多 く,非 常 に有利な もので ある。 しか しなが ら,こ れ らの製品を得

る抽 出工程 の制 御は極めて複雑 で又,経 済性 を重視す る面が強い。基礎材 となるエチ レンは発電用原

油 同様 パ イプ ライ ンに よりラ ンダーシーか ら運 ばれ る。 この基礎材は600エ ー カーの工場 内に分散 さ

れ た種 々の工業操作 により循環 され る。 これで もこの種の工場 と しては極 く平凡な ものであ る。

＼

図24工 場構成

一76一

〃



刊

●
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図25バ グ ラ ン ・ベ イ ・ コ ン ピ ュ ー タ ー

及 び 情 報 シ ス テ ム の 概 略 図

w

■

この情報 シス テムの基本的問題は図の上部の管理 者が各 プ ラン トが安定 状態にあ る時 も不安定状態

にある時も,如 何 に して システ ム全体を経済 的に管 理するかとい うことであ る。図22は このプ ラ ン ト

の コ ンピューター情報 の概 略図であ る。 これ らのプ ラン トの一部は他のプ ラ ン ト等 に副産物を供給 す

るが基本的 には,そ の制 御特性 や作動 に於て完全 に異 る約18種 の プロセスプラ ン トがあ る。 これ らの

プ ラ ン トは情報 システ、ムへ の統合 に関する限 りその性格 も異 る。例えば,非 常に重要 でプ ロセス管理

コ ンピュー ターに基 く直接 デ ィジタル制 御 システムを設 けている大 プラ ン トが三 基あ る。計器を備え ,

自動遠隔処理方法 で情 報走査,情 報 管理 を行 う為 入手 す るものも多数有 してい る。その場合制 御装 置

の経路を定め,電 力 コンピュー ターを走査 す る。 プ ラン トに計器を設けてい る場所 もあるが,そ のよ

うな所 には計器を読 める要 員を一人 配置す る。報告 された事実 に基 きこの要 員に,大 抵 の場合 プ ラ ン

トを手動操作す るよ う指示 す ることが出来 る。

この ように ,シ ステム概念 に三種 の作業を統合 したが,又 メ ッセージ ・ス イ ッチ ング用 コ ンピュー

タ ーとい う通 称で呼ばれ る'コ ンピュー ターによ りこれ ら三 つの情報 の流れを合併 した。情 報は このよ

うに,あ る距離 だ け離 れた主 中央 コ ンピューター部に線を通 じ流 され るが,そ こでは主 要事項である

デ ータ処理 と企画が平 行 して進 め られ てい る。 この場合業務管理は非常 に複雑 な数学 モデルを基準 に,
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この広範 囲のプ ロセスの全 部分を操 作す ることを伴 う。 この数学 モデルはその時 々の要件,状 況 に合

うよう動態的に工夫 され る。

以上 が私 が考 える現行の集 中情報 システム概 念であるが ,こ の概念は現代の技術 を もってすれば実

現 可能 であ り,非 常 に近 い将来稼動 され るよ うになるであろ う。

3.7.12コ ミ ュニケー シ ョン ・システム

最 後の例は現在オ ース トラ リアで実施 されて いる分散 システムに関 するものであ る。オース トラ リ

アの民間航空局は航空用通信サ ー ビスに関す る凡 ゆる情報 を担 当 している。これはオー ス トラリア内

外 の航空業務 に対す る国際サ ー ビスで航空通信網 と呼ぶ システムによ り実施 され ている。 この ネ ッ ト

ワークは オー ス トラ リ.アの各地 に接続 され ているが ,煩 卿 「古るの で図 には示 していない。 オー ス ト

ラ リアは既 に運営可能部分 に分割 して ある。私が主 にいいたか ったのは経営の主側面 に於 てオース ト

ラリア中 に情報 を流す高速 ネ ヅ トワー クをオース トラ リア内に確立 しつつあることであ った。 このネ

ッ.トワー クは北の ポー トモ レスビー,南 の ロー ンセ ス トンを含む広 義の オース トラ リア内の7箇 所 の

㌣ タ.一麺`し て ・)る・劇 の三箇所 のセ ・ター ・・ ド二二 ・ル ボル ン・グ ・戊・べ一 ・が現磁

,sし て いる。 シ ド『一のセ ンターが最初 に開設 され,6ケ 月 後に メルボル ンに開設 され,そ の6ケ 月

後 に ブ リ『ス ベ ー ンに 開 設 さ れ た 。

Perth

PrMoresby

Brisbane

オ ー ス トラ リアのDCAの 主 要情 セ ンタ ーとその連結
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●

民間航空局 の主要任務 は優先順位の異 る重要通信 内容を 自己のネ ッ トワーク及 び自己のネ ッ トワー

クの間に流すこ とである。 これ らの通信 内容は飛行 中の航空機 の安全 ,海 上 に於 ける人命 の安全,滑

走路 に於 ける危 険その他特定 フライ ト等 に重要 な気報通報等 この種の凡 ゆる事柄 に関 する ,優 先順 位

の異 る内容 である。 これ らの内容を明瞭な ,確 実 に管理 された,一 定方式化 した方法で入力 す る施 設

が必要で ある。 セ ンターが開設 された最初の三 つの オース トラ リアの市に対す る完全 な将来 の設 置計

画 が図27に 示 され ている。主情報 センターが二 台の コ ンピューターに集中 している空港 か ら安全 の為

少 し離れ た所 に陰極線管付 キー ・セ ッ トを設 置 した。 これ らの キー ・セ ッ トは例 にと った株式仲 買商

会 が ロ ン ドンで使 ってい るもの と同種 の2,000字 陰 極線 管を備 えている。 オペ レー ターがある メッセ

ー ジを入 力 したい場合
,そ の形式 を陰極線管上 に映 し,次 にそのメ ッセ ージをその優先順位 で入力す

る手順 が順 次 とられ る。

即 ち,こ の情報 は想定 された源で正 しく見 られ,適 当な形式で 示され後 日利用 され る。 これ が業務

面 で ある。他 の メ ッセ ージは紙 テープ又は様 々に異 る伝送技術 によ り流入す るが ,主 要入力の正確 さ

は優先順 位が最 も高 いメ ッセー ジで確めなければ な らない最 も重 要な事柄 の一つであ る。

●

4
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図27三 つの市に対する将来の計画
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更 に,自 動的 にセ ンターを通過 する メ ッセー ジは場合 によ っては非常に劣化 していて次の 目的地に

送れ ない こ とが ある。 このよ うなメ ッセー ジは同様 の陰極線 管 システ ムに映 され,メ ッセー ジ管理者

がそれを見て,如 何なる措置をとればそれが伝送出来 るか調べる;民 間航空局はオース トラリア全域

に亘 りデータ処理 に対 す る広範 囲の責任 を有 し,こ れ らの活動に関す るメ ッセージを,地 域 メ ッセー

ジ とと もにネ ッ トワークに送 る。同時 に同局 は全 ての遠 隔地 点か らの手持 量記録問合 せ に応答す る相

互 作用 システムを備 え,こ の新通信網 内に 自局 の システムを 円滑 に広範囲 に稼動 させた いと考え る。

、

従 って我 々は これが単 にス イ ッチ ングセ ンターであ るとは思わ ない。 それは分散情報 システムで,

そ の分散はオ ース トラ リア沿岸を一周 する範囲迄行 われてい る。 セ ンターの数 は7箇 所で,そ の型式

は 同一で,コ ンピ ューター規模は大きいが稼動 は可 能な限 り確実であ る。 この種 システムは一つの故

障 が起 きて か ら次の故障 が起 きる迄の平 均期間は システム全体 について5年 以上で ある。 しか しなが

ら,自 動伝送及 び ネ ッ トワーク内の センターの業務 変更の体 制を作 り,上 に述 べたよ うな低故障率 に

も拘 らず故障 による業務中断 に起因す る問題 を軽減 しなければ な らな い。

これ迄 は一般的 な事柄 を述べて きた。何 故な らこれ らの計画全 てについ て困難 が伴 ったか らである。

これ らの困難 はいずれの場合 にも克服 された。 これ らの困難 は大抵の人が考え るよ りはるかに広範囲

に亘 ってお り,航 空会社,株 式取引所,民 間航 空局,電 力,ガ ス当局 の間の比較 によ り肥 え られ る。

誰 もが新 しい情報 システムを導入 しつつあ り,誰 もが同種 の技術 と同種の基礎機器 モ ジュールで シス

テ ムを考案 している。 いまや データ処 理,科 学 的処理,プ ロセス制御 の間 に明瞭な境界線 はない。 も

し限定が ある とすれば,現 在 の唯一の限定は新 システムの設計 に着手す る能力及び後 で同僚達 が現在

生 成 しつつ あるBOADICEA又 はCEGB総 合 経営 システムの規模の システムを統合,管 理 出来

る体制 に成長 出来 る能力 についての限定で ある。
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亀

3.8コ ンピ ュー タ ー コ ミ ュニ ケ ー シ ョン の将 来

Boalman.R.She11

38・1コ ン ピュー ター ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョンの発 展 経過

我 々が直面 しているこの電子革命 では,労 働や生活 の様式 に根本的,発 展的な転換 を もた らした こ
'

とは否定 で きない。

ます ます安価に な り,小 型化 し,多 様 化す る各種の装置 が,精 神 の下 等 な仕 事,計 算,記 憶,

参 照資料 の探索,危 険度 と偶然の測定 な ど,事 実上,発 見 と決定 に前後 す るあ らゆ る種類 の非創造的

活 動で,計 算機 ヘプ ログ ラムで き る作業を行 ってきた。最初は,大 規 模 な組織体 だ けが,管 理上 の仕

事 を行 い,経 営情 報 の流れを迅 速 にす るために計算機を使用す ることがで きた。最近 では計算機 は,

2つ の形式を取 るよ うになってきてい る。すなわち,利 用者に近づ く ミニ型 と利用者 か ら遠 く離 れ,

従 って,ま すます電 気通信 の手段を 含む マキシ型 になり,よ り多 くの小規模組織体 が,そ の内部 で ミ

ニ型 を採用す るが,他 の組 織体 と一緒 に,ネ ッ トワーク化 され たマキシ型を利用 して,電 子計算機技

術 の恩恵 を受 け ることがで きるようにな る。

内部のデータ処理装 置の利用 と並行 して,最 近 の2,3年 間 に商 用の もの と非商用 の ものを含め て,

特 に次 に挙げ る利用者 に対 してデ ータ処理機能 を提供 してい るセ ンターのス ループ ッ トが急速に増 大

していることが認 め られ る。

.自 分の所 でデ ー タ処理 装置を経済 的に利用す るには ,規 模 が小 さ く,デ ータ量が少 なす ぎる会

社 や公 共機 関。

一 自分の所 でデー タ処理装 置を持
ってい るが,最 高負荷 を避 けたい時 や,デ ータ ・サー ビス ・セ

ンターが提供で きる経済性 の尺度 に到達で きないために,自 分 自身のオ ンライ ン ・システムや

ソフ トウェア等 を開発 した くないよ うな大規模 な公共機 関。

このよ うなセ ンターの初期に は,入 力 と出力は,セ ンタ ーか ら,郵 便,メ ッセ ンジ ャー,ト ラック,

汽 車等を使用 して運んで いた。 多 くの場合,利 用者 が移送を手配 していたが,セ ンタ ーが,荷 積 み,

発 送 サー ビスを提 供 し,、それが,利 用者 に対 す るサ ービス費用 に含 まれているこ ともあ った。

しか し,電 気通信 の手段 でデー タを伝送 す る可能性 が,セ ンターか らデータを移送 する方法 に対す

る有効 な新 たな方 法とな り,一 層デ ータの移送 の旧来 の形式 に置 き換 え られてい る。

計算機 の通信 の最初 に開発 され たものは,オ フライ ンの一括処理様 式であ った。 すなわ ち,利 用者

の端末 は,セ ンタ ーのデ ータ処 理 システムに直接連結せず に,セ ンター と通信 していた。 データは,

通 常,利 用者の所 で紙 テ ープで準備 され,一 括 して セ ンターに伝送 される。 ここで,デ ータは,紙 テ

ープ上 に再生 され て,デ ー タ処理 シス テムに入れ られ る。後 で,せ ん孔 され たカー ドや磁気テー プが,

ま た,デ ィス クが,中 間記憶装 置と して使わ れた。

デー タ処理 機構が改良 され,デ ー タの伝送 が融通性 に富むよ うに な ると,オ ンライ ン様式 が可能 に
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な った。 紙 テープ,せ ん孔 され た カー ド,磁 気テ ープやディスクを使用 す る端 末は,種 々な電気通信

の手段 で,セ ンタ ーのデー タ処理 システムに直接連結 された。 その結果,入 力デー タは,処 理 のため

に直接 計算機 に入 れ ることがで き,そ の結果 が利 用者 に伝送 され るこ とにな った。

オ ン ライ ン様式 の最適 な利用 は,利 用 者が実際に計算機 と対話 でき,す なわ ち,自 分の質問 を検査

したり,出 力 を制限 した りで きる,イ ンター アクテ ィブ様式で達 成 され る.

3・8・2種 々 の応 用 一金 融 シ ステ ム

金融情報検索 システムの場合 利用者 は,実 行 した取 り引 きの情 報で,ス トックの大きな ブ ロック

に影響 す るものを入 力 した り,関 係 する購入 と販売の ス トックの ブ ロックに 関す る情報を入力す る。

このよ うな情報 は,他 のすべ ての利用者が,全 体 と してまたは選択 して利用 でき るよ うにされ る。 ま

た,こ の システ ムで,利 用者 は,シ ステム内で生成 した り,そ のデ ー タ上 で計算 を実行 したりす る フ

ァイルを操作 でき る。

また,こ の シ ステムで,売 買 の報告 が,す べての利用者 または利用者 の グル ープの情報の ため に,

・システムに入 力で きる
。利用者 が 自分 に関係 のある情 報を引き出す時 に,自 分の関心 を通知するため

に,そ の情報 の創始者 にメ ッセ ージを出す ことがで きる。

コ ンピュータ ・コミュニ ケー シ ョンに関す る国際的な利用者 の要求 が増 してい る他 の例 に,SWIFT
'

SocietyforWorldwideInterbankFinancialTelecommunication,の ネ ッ トワー ク計画 があ る。

これは,239の 銀 行で作 られ た組織 であ る。参 加 してい る銀行 は,13の ヨー ロッパの国 々,カ ナダ,

米 国 にあ る。 この組織 の考 えは,客 先 によ り良いサー ビスを提供 し,効 率 を改良 するため に,国 際 的

な支払い と金融上のデー タに関 する世界 的な広が りを持 つ電気通信 ネ ッ トワークを作 りあげ ることで

あ り,従 って,関 連す る銀行間 でシス テム全体 の費用(計 算機 のハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア,電 気

通信機構)を 分 け合 ってい る。 この よ うな,ま た類 似 した開発 によ って,す べ ての種類の取 り引きを

非常 に簡単にす るよ うな,公 的 な金 融操 作の大規模な総 合の基礎 が十分 に形成 され ることになろ う。

金銭 を通常の電 話上の特 定の ボタ ンで送 る可能性 も,す でに議論 され てきてい る。

ト

3・8・3種 々 の応 用 一予 約 シ ス テ ム

コ ンピュー タ ・コミュニケー シ ョ ンの古典 的な例 に,多 くの航空 会社を結 び,座 席の有無,席 の 予

約,空 港 での泊 り,貨 物輸送等 に関す る情報 の交換 を可能 にす るよ うな,世 界的 な規模の電気 通信 ネ

ッ トワー クを運営 する航空会 社の予約 システ ムがある。 この よ うな機能 を果 すた めに 作られ た国際 的

な組織 が,SITA(Soci6t61nternationaledeT61ピcommunicationAピronautiques)で あ る。 この

主な 目的 は,組 織 自体の利益を生 み 出すので はな く,関 連 する航空会 社の客 先に良い効果的なサ ービ

スを提供 することであ る。 この組 織 には,約170の 航 空会社が メ ンバ ー として参加 し,世 界 中の都rl∫,

空 港 に渡 って,重 要 な空路の 位置 を連結 して いる新 しい電気通信 ネ ッ トワークを運 営 してい る。

この 分野 の これ以後の展開 に,こ の システ ムと,自 動的 ホテル予約,自 動 車の レンタル,国 家 のシ

ステム(関 税 と貨物 証書作成)の よ うな他 の シス テムとの間の結合を生 み出す ことが ある。

短時間 の応答 が必要 なの で,中 程度の速 さの回線(1,200～9,600b.p.s.)が よ く使われ る。 こ
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●

れ によって,た とえば,切 符の代理店 が,中 央処理装置 に,質 問 した空路 の利用で きる座席 の リス ト

を得 る ことができ,利 用 できる座席が あれ ば,乗 客 のデータを入力 して,シ ステムか ら,そ の予約が

行われ た ことの確認 を得 る。

直後 にか,ま たは少 し後 に,こ の動作 によ って,報 告1記 録,メ ッセー ジが,関 連 す る国の航空 会

社 の端末VDU(visualdisplayunit)に 現 れ る。 同様 の手順 が,ホ テルの予約等 に関す る代理店 で

も取 られ,代 理 店 からすべてを含んだサー ビスを期待 す る客 先の要 求を満 たす ことがで きるご この開

発 の最 終的な段階 では,一 般 利用者 が,す べての旅 行の手配 一 飛行 とホテルの予約 自動車 の貸

借,会 議室 の予約等,を 行い(ま たは変更 し),そ れ に対する支払 いを1カ 所で,通 信や時間の かか

る管理手続 きな しに,電 話(ま たは端末)で 連絡で きることになろ う。

3.8・4種 々 の応 用 一 ニ ュー ス配 布 シ ステ ム

ニュ ース内容が種 々な源か ら入 力で き,多 様 な利用 が必要な時 に検索 で きるよ うに記憶装 置に保存

しておけ るよ うな計算機制 御 システ ムが現 在開発 されている。新聞通信社また は新聞社Aは,後 で新

聞 社Bが 利用 したい時 に検 索で きる記事を入力す ることがで きる。 しか し,こ の記事 を検索 する時に,

新 聞Bの 編集 次長が,1つ の 特 に重 要な事 実 がその記事に欠 けてい ることを見 つけた とす る。 そ こで

自分の端 末で,始 めの通信社Aに,そ の記事を検査 し,欠 けている情報を与えるよ うに求 めるよ うな

メ ッセー ジを入力す る ことになろ う。新聞の世界の この よ うな開発を離れ て,有 用性 の概念 が,一 般

利 用者 が直接,計 算機通信を通 してニ ュースを選択 して得 るこ とに ついて考察 され てい る。 ここ で,

家 庭 のT.V.セ ッ トが端 末 と して使用 され る。

φ

3・8・5ヨ ー ロ ッパ の公 的部 門 の 役 割

テ レプ ロセ シ ングは,国 際的 な商業や工業 にとっての要求だ けで な く,大 学 や他 の研究機 関 と政府

機 関に とって の要 求で もあ る。これ は,ヨ ー ロッパ共同体(EC)の 閣 僚会議 が,1977年 に科 学技

術情報(STI)の 分 野の構成 員で ある国の間 の共同作業,特 に この分野での ヨーロ ッパ ・ネ ッ トワ

ー クの設 立 につい て結 論を 出 した時 に,明 白 に示 された。 これ によ って,CIDST(Commiteefor

ScientificandTechnicalInformationandDcumentation－ 科学 技術情報 と文書化に関関す る

分科 会)が,ネ ッ トワー ク設 立に関 して,こ のECの 委 員会 を補助す る作業を行 うよ うに設 立 され た。

特 別な作業 集団が,こ の分野での各国間 の協同作業 で生 じる技術問題を研究 してお り,こ の ネ ッ トワ

ークの開 発に必 要 な互換 性を保証 す るため ,種 々の国 の情報 シ ステムの緊密な開発に関す る基本的 な

要 求 を特 に研究 してい る。

ネ ッ トワ ークの要求の主な理由の1つ に,STIの 指 数的増 加がある。 この増加によ る巨大 な蓄積

を ますます選 択的に,す なわ ち,ま す ます(出 力を減少 させる)対 話 やイ ンターア クテ ィブ様 式 で

探 索 しなければな らない。記憶 装置 と他 の機構 に投資 が増加 するため,ま す ます共 同作業 と して,す

なわ ち,少 ない独 立 したセ ンターで探索 され なけれ ばな らず,そ のセ ンターは,特 定 のデー タ ・ベー

スの地域 的 な集約地点 とな る。最 近のEUSIDICサ ー ベイでは,蓄 積物の探索 におい ては,い わゆ る
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遡及 的探 索が事実 上 選択 的探索 と言 われ る周期的更新(相 対 的 に小規模の)の 探 索 より多 いことを

示 してい る。

STIと その探索は,費 す高価 な消費 に耐 え うる人 々に限 られ た特権 とな っては いけない。 ヨー ロ

ッパの情報 ネ ッ トワークの最終的 な 目的 は,す べ ての人に本質 的に同 じ条件 で,す べての科学 技術 情

報 に迅速 な アクセ スを与 えることで ある。

STIの 参照 は,計 算機 の読み取 り可能 な形式 で次第 に利用 で きるよ うにな ってい る。 この よ うな

参照 の下にあ る文献は,保 存 し,準 備 されな けれ ばな らず,参 照 の検索 が量 と速度 の点 で改良 され る

につれ,量 が増加 し,速 さが増 す。

図書館 が,計 算機 に基づい た貸 し出 しシス テムを操作 してい ると.非 常に進んだ内部図書館貸 し出

しネッ トワー クが可能 にな り,そ れ は参照 検索 ネ ッ トワークに本質 的に付 随する ものであ る。 この よ

うな貸 し出 しシステ ムには,オ ンライ ン能力 と,計 算機 で読 み取 り可能 な形 式のユニオ ン ・カ タログ

があ ることが 好 ましい。

ヨーロ ッパの規模での計算機ネ ッ トワークが ますます重要 にな るとい う確i信 と,こ の よ うなネ ッ ト

"ワ ー クが効果 的に構 成で きる前 に解決 され なければ な らない互換性 と標準化 に関連 す る多 くの問題 の

自覚 か ら,実 験 的な ヨー ロッ・靖 報 ネ ッ トワークを構成す るとい う決 定 と な った(COSTと れ

』は
,Co-operationinthefieldofScientificandTechnicalResearchの 頭 字語 である)。この ネ

ッ トワークは,種 々な ヨー ロ ッパの国 々のデ ー タ処 理 セ ンターを1つ に結合 することになる。 この実

験 で,計 算 機 を接続 して,大 規模 な多重 プ ロセ ッサ ・システムを形成 す る際 の問題 を考察す る ことが

溶 湯になる・ ・のわ トワークはコ ・タ一間の資源の期 の実験を意図 しており,2つ 以上の地理

的 に離れて いる計算機 におけ るフ ァイル とプ ログ ラム間の コ ミュニ ケニシ ョンに関す る技術 と標準 の

開発を促進 する ことにな る。

この国 を超 えた努 力のイニ シアチブは,い くつかの ヨー ロ ッパの国 々(フ ランス,イ タ リア,ス イ

ス,英 国)が 握 って い るが ,こ の実験 的 ネッ トワークは,他 の国 々の計算機 セ ンターを含む よ うに後

で拡大で きる。

⑱

⑳

3・8・6私 的 部 門 と公 的 部 門 の間 の協 力

公的部門 と私 的部門 が参加 し,協 同 してい るEuropeanAssociationofScientificInforma-

tionDisseminationCenter(EUSID工C)で は,情 報 と情 報機構 を,主 要 な資源 と して認識 しよ うと

してお り,ま た情報 と機構 が ヨー ロッパ の ものであ る限 りでは,主 要 な ヨーロッパ の資源 と して認識

しよ うと してい る。 従 って,ヨ ー ロッパ情報 ネ ッ トワークの開発は,物 理的 に も精神的 に も,多 くの

既 存 ヨー ロ ッパ の資源 に基づ くことが重要 であ る。効 率の最 適 な尺度 は,ヨ ーロ ー'パの計算機企業 と

テ レコミ ュニケ ーシ.ヨン企業 の双方 と,ヨ ー ロッパのPTT本 部 が密接 に協力 して作業を行 い,ア メ

リカが機 構,料 金設定,操 作 につい て達 する ことがで きた最 良 の ものを得 るためにア メリカの経 験を

利 用す ることに よって得 られ る。

EUSIDICで は,国 際的 な協力 とい うことは結構 であ るが,(独 占的 な)外 部機構 に頼 り過 ぎるこ

ひ
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とにな ってはいけない と思 ってい る。 また ,外 部機構 は,ヨ ーロッパ 自体 の資源をむだ にと って代 っ

た り,ヨ ーロ ッパ の技術の開発を遅 らせ るものであ っては いけない。

多重個所 会話型検索 システムでは,端 末は,ソ ース回線 で 中央側 のプロセ ッサ に結合される ことが

多い。デ ータ ・ベースの容量 が増加 す るにつれ,サ ー ビス ・ネ ットワークによ って効果 的な費用 を得

るために は,よ り多 くの 利用者にサニ ビス しなければな らない。 ま た,こ れ によ って,デ ー タ処理 の

容量 が増 し,テ レコ ミュニケー シ ョン・ハー ドウェアを改良 するこ とが必要 にな って くる。

EUSIDICの 報 告書 では,ヨ ー ロッパで の計算機 によ る探索 の大部分は ,私 的部 門 によ って行 われ

て きたこ とも示 されてい る。同 じ事が,カ ナ ダで も知 られてい る。従 って ,EUSIDICは,私 的 部門

の利用者の社会,公 的部 門の利用者の社会 ,政 策決定著聞 での効果的 な関係付 けの機構 を,国 家 的ま

た国際的 レベルで作成 す るこ とを勧告 してい る。

総 合化 された計算機一 テ レコ ミュニケーシ ョン技術 の応用 は,社 会,文 化 ,経 済 生活の大部分 の面

に ます ます影響 を与 え ることになる。 この結論は ,情 報の効果的取 り扱いを可能 とす る効率性 と生産

性 の増 大か ら導 かれる。 この ことは,適 当に構成 され,直 ちにア クセスで きるよ うになれば ,知 識 を

拡 大 させる基礎 となるもので あ る。 層

デ ータ通信の トラフィクは,全 電話 トラフ ィクの2%以 下 であ るが ,1年 に50%の 割 合で増加 して

い ると推定 され てい る。OECD(経 済 協 力開発機構)のPanel'ofPolicyIssuesofComputer

TelecommunicationsInteractionで は,各 国が,効 果的な費用/利 益基準 ピ利用者の要求の予測 ,

技 術 とソフ トウェアの標 準化,他 の テレ コミュニケーシ ョン・サ ー ビスとの料 金関係 ,そ の他の経済

的関係を決める ために,開 発活動を行 ない,解 析手続 きを決定するよ うに勧 告 している。 こ才[らは ,'

OECD,CCITT,CEPT,ISO(国 際 標準機構)の よ うな公的部 門 と ,ICC,IATA,IPTC『(lnter-.

nationalPressTelecommunicationsCouncil) ,ASIDIC(American『AssociatiOnofScien-

tficInformationDisseminationCenters) ,EUSIDICの よ うな私的部門 での国 際的な組織 と適宜

調整 してい かなけれ ばならない。

,

◆

3・&7問 題 領 域 と し ての メ ッセ ー ジの再 伝 達

私的 なデー タ処理 ネ ッ トワークの急 な出現 によって ,PTT本 部 とRecognizedPrivateOpera-

tingAgencies(RPOAS)に い くつかの問題 が生 じ,特 に ヨーロッパでは,1968年 のMardel

Plataで の 第4回 のCCITT(国 際 電信電話評議委員会)の 本会議以 来
,議 論 され ている問題があ る。

デー タ ・サ ービス ・セ ンターの活動 につ いて研究対 象とな る問題 が認 め られた。 データの処理 に加 え

て,セ ンターは,政 府 のテ レックス回線等 で行われ るメ ッセ ージの再伝送 に関する セ ゾター として理

論 上作動 し得 るか らで ある。新 た な研 究期間(1973-1976)で は ,こ の題 目が,リ ース回線 と一般

費用体系を取 り扱 うCCITT研 究 グ ループ 皿の論題 の]つ にもなる。

一方では
,政 府は,デ ー タ処 理セ ンターに結合 されるようにされた リース回線 を使 うシステム(た

とえば,タ イム シ ェア リング ・システ ムや予約 システム)が 正当な客先の要 請 に合致 してい ること
,

ま た,政 府 によ って採 用 され る規則が技術 の進歩 にかみ合 うべ きであ るこ とが 当然 であるとされ るこ
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とを認めてい る。 しか し,他 方 では,こ れ らのネ ッ トワークそ のものの性質 には,そ の活 動が回線 を

貸借 している客先 の活動 に直接 的な成果 を持 たない利用者 に よる リー ス回線 の共用の利用 が含 まれて

いる。

その上,上 記 の説 明のよ うに,い くつかの ネ ッ トワー クには,照 知能 の伝送"が 含 まれ る。 これは,

デ ータ処理セ ンター ・サー ビスと利 用者 の間だ けではな く,あ る場所 での利 用者の施設 か ら,他 の国

にあ るか もしれない他 の場所 にあ る自分の施設 への伝送 であ る(た とえば,ホ テル予約 ネ ットワーク)。

政府 の問題 は,こ の よ うなネ ッ トウー クの正 しいデー タ処理機能 と,政 府 の責 任が残 らなければ な ら

ない と思 われ るス イッチ機能 や伝送機 能 を区別す るこ とである。

しか し,デ ータ処 理 サー ビスは,急 速 に発 展 してい る分野 であ り,社 会のあ らゆる部門の増 加 して

いる要求 に合致 してい る。 一 このサー ビスでは,個 々の客 先では実行 で きず,補 助が必要 な操作を

行 な って いる。 政府は,新 たな解釈 の問題が今後生 じて くる と期待 され るので,た と えば,デ ータ ・

バ ンクの増加 にともな い ,テ レプ ロセ シングの今後の発展 に充分融通性 に富む よ うな もの で,一 政府

が他 の政府 に受 け入れ られ ないよ うな意志決定を しないよ うに充 分詳細 な勧 告を必要 と してい る。

このた め,既 存 の条件 がデー タ処理 会社 によ って第3者 ヘ サ ー.ビスが提 供 され る うえで,現 在の状

況だけでな く,中 期的 にも充 分であ るか どうか,ま たあ る客先 が他 の客 先へ付加価値的 コ ミュニ ケー

'シ
ョンのサー ビスを与え るために計 算機 を利用す ること(た とえば,パ ケ ッ ト・スイ ッチ ング,メ ッ

セ ージ再伝送,異 な る速度 への変換)が 政府 に』よ って正 当な客 先の 活動と して考慮 されて いるのか ど

うかを問 う質問状を廻 した のであ る。

利 用者 の観点か らは,デ ー タ ・サー ビス ・セ ンターの システムが直接 的 な利用者間 のメ ッセージ伝

送を提供 しない し,そ うす るつ もりもない ことが当然 論 じ られ よう。い くつ かのデ ー タ ・サ ービス ・

セ ンターでは,端 末 の利用者 か ら中央側 の システ ム操 作員へ の メ ッセー ジ伝送機構 がある。一 ほ と

ん どのセ ンターには,中 央側 の シ ステム操作員か ら特 定の利用者 または数個所 あるいは全利用者(放

送)へ の メ ッセ ージ伝送機構 があ る。

操作的 なメ ッセージ伝送 は,そ の量 が通常 のデータ処理伝 送の量 に比較 して無視 で きるので,メ ッ

セー ジの再伝 送 と見 てはい けない。 端末 の利 用者が,自 分のデ ータ処理作業を進展 させるために,中

央側 のシステム操作員の補 助を求 める必要が あ りえよ う.同 様 に,中 央側の システム操作員が,中 央

システムに関 する情報,ま たは]つ 以上の データ処理 作業 に関 する情報 を,端 末ci])利用 者 が システム

を最大限に,ま たは正 しく使用 できるよ うに,広 め る必要があ ろ う。

しか し,あ る程度 の規模 で,こ のよ うに して メッセー ジの伝送を行 な うことは,第1に 不経済 であ

る。例外 と して,過 剰の ため にい くつか の試 みを行 なわなけれ ばな らない よ うな ピー ク時 には,公 衆

電 話 ネッ トワークの継続 してい る信頼性 が操 作に影響 を与え ることは確 かであ る。 この ような状況 の

下 で,互 に計算機 の操 作に つい て知 らせ るために,リ ース ・デ ータ回線を 使用す ることは,経 済 上は

正当化 され よう。 言い替 え ると,公 衆 の デー タ ・サー ビス・セ ンター(T)利 用者 の唯一の 目的は,処 理

対象 の作業を行な う(遠 隔一括 処理,会 話 型処理,情 報検索)こ とであ り,メ ッセー ジの再伝送 を行

な うことでは ない。現 在の テ レックスや電話 の呼 び出 しの費用 の方 が安 価であ るか らであ る。

一86一

〉



その結果,利 用者 とデ ータ処理 セ ンターを結合 している リー ス回線 が,異 な る利用者間で の情報 の

直接的 な交換 に使用 して はい けない こ と,ま た,デ ータ処理 セ ンターにア クセスする,利 用者間の メ

ッセー ジの伝送が,デ ー タ処理 センターを通 して許 され てはい けな い ことを明記 してい る,CCITT

勧 告D,1の7節 の最初の2つ の段落 に定 め られ てい る現在の制限 は,利 用者 の制限事項 に採 用する

必要 があ る。

`

3・8・8ネ ッ トワー クの 実現

デ ータ処理 とデータ ・ネ ッ トワ ー クの急速 に広 がる応用の ため,PTT本 部 とRPOAは,既 存 の

ネ ッ トワー クを現 実化するか,新 た なネッ トワークを導 入す る必要 に直面 して い る。

さ らに,国 際的 な事 務社会の種 々 な部門 一 銀行,保 険会社,海 運業者,デ パー ト,旅 行代理 店,

鉄 道 ・船 舶 ・航空会社,デ ータ ・サー ビ ス ・セ ンター等,は,今 後 のデータ処理 ネ ッ トワークの設計

と公的利用可能性 につ いて,個 々の必要 性 と意見 を持 ってい る。

長期の公的な戦略 が欠け ていると,広 範 に独立 した公的 または私 的なネ ッ トワークが生 じ,相 互交

流 が困難 にな り,ハ ー ドウェアの分野 で達成 で きている機 能では間 に合わな くな る。

従 って,デ ータ処理産業 が,デ ー タ ・ネ ッ トワークの確立 にすで にあ るか今後進行 しよ うとしてい

るテ レコミュニ ケーション企業 と協 力す る ことが本質的で ある。一度 この よ うな ネ ッ トワークに関 す

る技術士 の原則が立て られ,ネ ッ トワー クが構 成 され ると,こ の応用 システ ムを変更 した り,代 替 の

もの を導 入するこ とは もっと困難 となろ う。 これ は,ス イ ッチ ング ・セ ンター,地 下 ケーブル,マ イ

ク ロ波 の リンク,サ ティライ ト・システムを伴 うテ レコ ミュニケー シ ョン ・ネ ッ トワークが相対 的に

融通性 が ないためであ る。 このような システムの金融上の投資 は,始 めか ら非常 に× きく,既 存 のネ

ッ トワー クを新 しいもので置 き換 る可能性 は とて も少 ない。 テ レコ ミュニケーシ ョ ンの平均的 な利 用

の寿 命は現在,計 算機の世代の5-10年 に較 べて,15-25年 程 度 である。 しか し,『技術 の進展の促進

を考慮 して,シ ステムに導入可能な融通 性はすべて組 み込んでお くべきであ る。'

■

3・8.9互 換 性

注 意を要 する他 の面 として,計 算機 コミュ ニケー シ ョンの要請 の結果,種 々な計算機 システム間 の

互換性 の問題が,ど ちらか といえば,よ り重要視 され るよ うにな って来 たことがあ る。す でに ,既 存

の システムの標準 は混 乱 している。 従 って,資 源 の共用の概念 にはきわめて重 大 であ る'計 算機の標

準"が 本質 的 であ る。 これ が計算機 業界 自体 か ら出て くることはあ り得 ないであろ うか ら,政 府を含

め た利用者 がか なりの圧 力をかける必要 があ る。 もちろん,経 済 的 には どうであれ ,互 換性 は,シ ミ

ュレー ショ ン・パ ッケー ジで も促進 で きる。

計算機サ ー ビスでの労働力の分割

計算機 と テレコ ミュ ニケーシ ョンの 自然 な共通性 か ら,そ れ ぞれ,互 の機構 とサー ビスに依存す る

ようにな って きて いる。 それぞれ ,互 の市場 に入 ろ うと してお り,特 に米国で進展 が見 られる。

種 々な国の 多様 な急迫か らのこの よ うな展開か ら,い くつかの興味深 い政策が現 れてい る。 その1
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つに,テ レコミュニ ケー ション会社が相対 するデータ処理 の市場 に入 ることを許すべきか ど うか ,ま

た,そ れ とは対照 的に,EDP企 業(す なわ ち,製 造 会社,ハ イブ リッ ド・サー ビス ・ビューロ,銀

行等)が,統 制 された,独 占的な テレコ ミュニ ケー シ ョンの分野 に入 るべ きか どうか とい うことがあ

る。

誰 が このよ うなサー ビスを提供 すべ きかに関 して重 大な疑 問が生 じている。 テレコ ミュニケーショ

ンのみを与え る公共機関 を作 るべ きで あろ うか,ま たは ,計 算 機 力とサー ビスにつ いて も同様 に。ま

たは,サ ー ビス ・ビュー ロ等 のよ うな公 的では ない会社 が,テ レコ ミュニケ ー ションの市場に も入っ

ていくことがで きるの か,そ うすべ きな のであ ろうか。

カナダの報 告'計 算機利 用 に関す る政策上の考慮"で は,機 能的 に見 た計算機 の分野に代 るもの と

して,'総 合 的計算機利用"と い う形を とった単 一の会社で の,コ ミュニケーシ ョン機構 と計算機 パ

ワーを総合 した総合 的サー ビス をあげて い る。

実際,米 国のWesternUnionInternational(WUI)で は,国 際 デジ タル ・データ ・サー ビス

(IDDS)と して知 られて いる新 しいサー ビスを提 案 して い る。 そ こで は,客 先 に,計 算 機パ ワー,

デ ー タ伝送 と スイ ッチ ング,応 用 サー ビスを希望に応 じて組 み合 わせる とい う形 で計算機 のサー ビス

が扱 われてい る。

,

3・8・10伝 送 路 の 容量 と信 頼 性

デ ータ通信 に対 する要求 の拡 大 につれ て,伝 送路 の容量 と信頼性 を増す ことが必要 となる。一 衛

生処理 システ ム,特 殊化 された共通の伝送路,ア メ リカ電 信電話会社(AT&T)の デ ジタル ・ネ ッ

トワーク,Datran(デ ー タ伝送 会社),ト ラ ンス ・カナダ電話 システ ム,VANS(ValueAddedNet・

works)。 米 国で,既 存の電話 ネ ッ トワー クが,デ ータの利 用者 の ます ます複雑化 してい く要求 を充

分満 たす ことがで きず,ま た,こ のネ ッ トワークが事 実上今後 予測 され るデー タの膨 大な量の伝送 に

は適 して いない ことが明白 になった時に,明 らかな答 は,デ ー タ用 に新 しく別 な,平 行 したネ ッ トワ

ー クを作 ることであ った
。合象国 の通信 委員会(FCC)で は,電 話会社 のアナログ ・ボイ ス・ネッ

トワー クに よるデー タの伝送 の本質 的 な不充分 さは,潜 在的 利用者 の一部 分に よ ってのみ採 用 され る

とい うことか ら,最 悪 ではな いに して も,利 用者 の質,量,周 波数 の要求 に合致す るよ うに特別 に設

計 され た。利用者 向チ ャ ンネルが欠 けてい るとい う結 論 に達 してい た。次 にFCCは,利 用者の デー

タ通信問題 を解決す る特別 の ネ ッ トワー クを構 成す るための新 しい特別,な共通伝送路 を推 せん した。

このよ うな問題 の もっと安価で直接的 な解決は,VANの 概 念 の出現で あ った。VANは,通 信電

送 会社に対 して,通 信 サー ビス会社で ある。VAN会 社 は,既 存 の通信 会社では不 可能 な効率 と価格

を提 供 している。 そこでは,利 用者 に,広 帯域(widebandtenestrial)な 陸 上(回 線)と 衛生 回線

を通 しての高速 データ移送;ネ ッ トワーク内 で コー ド,速 度,形 式の変換 を与 えて,類 似 してい ない

計算機 と端末間 の効果的な結合;自 動 的かつ動 的にルー トを撰択 すること による高い信頼性;ネ ッ ト

ワーク内での 自動訂正技術 によ る誤 り率の極端 な減少;既 存 の伝送路 か ら リースされた回線 を使 って

の 広範囲 な地理上 の領域 の 包含;始 点 と目的地 点 との 間の距離 や呼び 出 しの持続時間で はなく,伝 送

■
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され るデ ー タ量 に基づいた料 金体 系;を 提供 してい る。

AT&Tは,こ のサー ビスを,ttデ ー タ ・サー ビス"・『と呼 んでいる。 これは,デ ー タ処理 とデ ータ

・メ ッセー ジ ・スイッチングに関する総 合的デー タ ・サ ービスを 与え るために
,電 話会社の通 信サ ー

ビス と ,計 算 機端 末装置の利用を結 び付 けたサ ー ビスを示 している。総合 的デー タ ・サ ー ビスで用意

され てい る電話 会社の通信 サー ビスを使 う客 先は,軒 総 合的デ ータ ・サー ビスの売 り手"と 呼ばれ る。

DATRANの 市場 研究 では,特 別なデー タ伝送 の必要性 を明白に指適 してい る。 ここでは,こ の

ユ0年間 で,1970年 の37億 回 の呼 び出 しが ら320億 回 まで利用 が増 え,1980年 までに は米国を 通 し

て操作 され る端末 が この10年 が始 る時に操 作可能 であ った185 ,000か ら2,500,000に な るであろ う

ことが指適 され てい る。 この数字 には,計 算機 を操 作す るのに使われ る押 しボ タ ン電話 を含んでいな

い。

●

「

3・8・11ヨ ー ロ ッパ に対 す る勧 告

料金体系 と技術 的な面 に関す る北 ア メ リカでの最近 の開発 を考慮 して,ヨ ー ロッパのPTT本 部 と

関係 す るす べての ところでは,デ ー タ通信に 関する公 的利用の集約 されつつあ る要求 に対 応 してい る

か どうかを,で き るだけ短期間 に決定 しなけれ ばな らず,ま た この開発 を,利 用 者に妥 当な費用 で ,

一 貫 して効果 的に行 なうた めの開発を承認 するで あろ う
。

CCITT研 究 グル ープ 皿の最近の会合で は(1974年1月),今 後li)公 的デ 三タ伝送 ネ ッ トワーク

に適 用 され る料 金体系 の問題 に重点を置 くべ きで あ り ,こ の よ うな体系が私 的なデー タ伝 送 ネ'ッ、トワ

ークの料金体系の基魁 もな ることが詣 顕 れ てい る
・ .

.',幽 二 、・'

しか し,テ レコ ミュニケー シ ョン ・サ ービ ス率が基 づいている,す なわ ちサ ニビスの価格 と価値 と

いう,二 つの要素の現在の考察では,低 い利益 を与 える費用の かか るサービスの負担 の一部 を ,そ の

価値 が大きいので,利 用者に高い価 格 を払わせ ることを正 当化 するようなサー ビスに移 す ことがで き

るよ うに してい ることは残念であ る。 このア プローチは受 け入れが たく,特 定 の通信 サー ビスの価値 .

を 判断 で きるのは利用者だ けであ り,そ の意見は政府 の意見 と全 く異な ることもあ るので ,考 慮 すべ

きで ある.

政 府 が国 際的な,私 的回線 に大変高い賃貸料を適用でき るよ うに してい る ヨー ロ ッパ の現在 の料金

体系 では,国 際的 なデ ータ ・ネッ トワー クの確立を促進で きない。 もしこれ が根本的 に改正され なけ

れ ば,国 際 的 なデー タ伝送 が,将 来 公的 に利用 され るように なる ことが期待で きない 。次 の表 では ,

非 常 に高い手数料 が,リ ース回線 が国境 を越 え るた びにかか ることを示 している。 これは ,国 際 的な

回路 が2つ ではな くただ1つ の端末 を維 持 するために,各 政 府 にわた っていること を考 えると ,特 に

理解 しが たい。1973年9月 にと られ た この例では ,4線 の 通常 の質 のデLタ 伝送回路 を参照 してお

り,地 域的 に拡 大され る代価 を除い ている。
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北 アメ リカ では,AmericanSatelliteCorporationが 現 在 の私的回線の料金よ りも約50%低 い 新

しい料金を提 案 してい ることが知 られ てい る。 例え ば ,ニ ュー ヨー クか らシカゴまで月当 り970ド ル

に くらべ500ド ル であ り ,ニ ュー ヨー クか らロスア ンジ ェル スまで月 当り2400ド ル にく らべ1200

ドル であ る等 。

他の興味深い料 金の一面に,WVIが 提 案 した新 しい国際的 なデ ジタル ・デ ータサ ー ビス(IDD

S)に 伴 う料金 の取扱 いが,伝 送路 で利用で きるよ うにな る帯域 に くらべ,伝 送 され るデ ー タの量 に

かみ あ ってい るとい うことがあ る。

AmericanPacketCommunicationsIncorporated(PCI)の 賃 貸料は,距 離 ではな く,送 ら

れるパ ケ ッ トの数 に基 づいてい る。

ヨー ロッパのデ ータ伝送 が ,な ぜ 公的 メー ルサー ビスの資金調達をお こな うだけの北ア メ リカにお

け る費 用の倍 の費用 がかか るのであろ うか?

従 って,ヨ ー ロッパの政 府が,デ ー タの利用者の要 求 に見合 う適当 な価格をと らなければ,機 会を

失 うことに なるだ ろう。北ア メ リカで見 た よ うに,第 三者 が計算機通信 に便乗 し,制 限 され た価値 を

もつ特殊化 され た 「t緊急"の 解を見 い出 し,PTT本 部 の収 入を減 らすこ とにな るであろ うか ら。

.1974年 の960 ,000か ら1980年 の4,100,000に 増 加 すると され てい る米国のデ ー タ端 末の数の伸

び(コ ミュニ ケTシ ョ ン・ニュースの1973年12月 版 に載 っている)と,1972年 の80,000か ら

1985年 の815,000へ の ヨー ロッパの伸 びの予測(EurodataStudyの 最 近 出 された結果 に依 る)と

の間の大 きな差異 は,主 に料金 による といえないだ ろ うか。

従 って結論は,ヨ ー ロッパのPTT本 部 は障害 を除去 し,計 算機の通信の利用概念を勢力的 に奨励

す る ことによってのみ 利益 を得 ることがで きるとい うことであ る。
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